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（３ページ予定） 

◆総 務 部                                     

主な取組状況・成果 

○理事会（４回）・評議員会（２回）を参集とオンラインの併用方式で開催し、本会運営にかかわる

審議事項は全て原案どおり決議された。また、正副会長会議（４回）を参集により開催し、理事

会・評議員会への提出議案や予算要望等について協議した。 

○福祉施設及び事業所並びに企業等への会員拡大のため、未加入となっている施設等に対して募集

を行い、１５の施設等が加入した。また、賛助会員については、県内企業・事業所にＤＭによる

募集を行い、新たに１４企業・個人が加入した。 

○職員の定着に向けて、令和７年度採用の新任職員に対して内部研修及びアフターフォローの強化

を図るとともに、他の職員にはハラスメントなどのコンプライアンス研修を充実させ、双方から

の体制づくりを進めることで離職防止につなげた。 

 

＜１＞総務班（総務・法人運営担当） 

１ 理事会・評議員会等の開催 

  本会の事業、組織、財政等の健全かつ適正な運営を図るための審議等を行った。 

（１）理事会 

  （第１回） 

   期  日 令和７年６月４日（水）※ハイブリット方式による開催 

   場  所 千葉県社会福祉センター３階大会議室及びＷＥＢ 

   出席者数 理事１６名、監事３名 

  審議事項 

第１号議案 令和６年度事業報告の承認について 

第２号議案 令和６年度収入支出決算の承認について 

第３号議案 評議員候補者の推薦について 

第４号議案 令和７年度定時評議員会の招集について 

報告事項 

報告第１号 会長及び業務執行理事の職務執行状況報告について 

報告第２号 保育士修学資金等貸付規程の一部改正について 

報告第３号 令和５年度決算における誤謬について 

報告第４号 社会福祉充実残額の算定結果について 

報告第５号 令和６年度千葉県社会福祉協議会事業最終評価結果について 

報告第６号 菜の花コミュニティプラン 2027に係る令和６年度評価結果について 

 

  （第２回） 

   期  日 令和７年６月２５日（水）※ハイブリット方式による開催 

   場  所 千葉県社会福祉センター３階大会議室及びＷＥＢ 

   出席者数 理事１９名、監事３名 

  審議事項 

第１号議案 会長・副会長・常務理事の選定について 

第２号議案 評議員選任・解任委員会委員の選任について 

事業報告（セクション別） 
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（第３回） 

   期  日 令和７年１２月１５日（月）※ハイブリット方式による開催 

   場  所 千葉県社会福祉センター３階大会議室及びＷＥＢ 

   出席者数 理事２１名、監事３名 

審議事項 

第１号議案 評議員候補者の推薦について 

第２号議案 千葉県社会福祉協議会職員の再雇用に関する要綱の一部改正について 

報告事項 

報告第１号 会長及び業務執行理事の職務執行状況報告について 

報告第２号 ひとり親家庭高等職業訓練促進資金貸付規程の一部改正について 

報告第３号 令和８年度千葉県予算に関する提案・要望について 

報告第４号 令和７年度事業計画に係る中間評価結果について 

 

（第４回） 

   期  日 令和８年３月２７日（金）※ハイブリット形式による開催 

   場  所 千葉県社会福祉センター５階大研修室及びＷＥＢ 

   出席者数 理事１６名、監事３名 

審議事項 

第１号議案 令和７年度収入支出補正予算（案）について 

第２号議案 令和８年度事業計画（案）について 

第３号議案 令和８年度収入支出予算（案）について 

第４号議案 千葉県社会福祉協議会政策調整委員会設置要綱の一部改正について 

第５号議案 役員等賠償責任保険契約の締結について 

第６号議案 評議員候補者の推薦について 

第７号議案 令和７年度第２回評議員会の招集について 

   報告事項 

報告第１号 社会福祉法人千葉県社会福祉協議会職員給与規程の一部改正について 

報告第２号 令和８年度千葉県の予算に関する提案・要望について 

 

（２）評議員会 

  （定時評議員会） 

   期  日 令和７年６月２５日（水）※ハイブリット形式による開催 

   場  所 千葉県社会福祉センター３階大会議室及びＷＥＢ 

   出席者数 評議員３２名、役員８名 

   審議事項 

第１号議案 令和６年度事業報告の承認について 

第２号議案 令和６年度収入支出決算の承認について 

第３号議案 理事・監事の選任について 

第４号議案 役員報酬の総額及び役職別上限金額等について 

報告事項 

報告第１号 令和５年度決算における誤謬について 

報告第２号 社会福祉充実残額の算定結果について 
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報告第３号 令和６年度千葉県社会福祉協議会事業最終評価結果について 

報告第４号 菜の花コミュニティプラン 2027に係る令和６年度評価結果について 

 

（第２回） 

   期  日 令和８年３月２７日（金）※ハイブリット方式による開催 

   場  所 千葉県社会福祉センター５階大会議室及びＷＥＢ 

   出席者数 評議員３６名、役員６名 

審議事項 

第１号議案 令和７年度収入支出補正予算（案）について 

    第２号議案 令和８年度事業計画（案）について 

第３号議案 令和８年度収入支出予算（案）について 

第４号議案 理事の選任について 

報告事項 

報告第１号 令和８年度千葉県の予算に関する提案・要望について 

報告第２号 令和７年度事業計画に係る中間評価結果について 

 

（３）評議員選任・解任委員会の開催 

（第１回） 

 期  日 令和７年６月１２日（木）※ハイブリット形式による開催 

   場  所 千葉県社会福祉センター３階小会議室１ 

   出席者数 ５名 

   議  題  

評議員の選任について（任期満了に伴う一斉改選） 

 

（第２回） 

 期  日 令和７年１２月１５日（月）※決議の省略による開催 

   場  所 書面開催 

   出席者数 ５名 

 議  題 

  ア 評議員選任・解任委員会委員長の選任について 

イ 評議員の選任について（欠員補充１名） 

 

（第３回） 

 期  日 令和８年３月３１日（火）※決議の省略による開催 

   場  所 書面開催 

   出席者数 ５名 

   議  題  

 評議員の選任について（欠員補充１名） 

 

（４）正副会長会議の開催 

  （第１回） 

   期  日 令和７年５月２３日（金） 

   場  所 千葉県社会福祉センター３階中会議室２ 
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   出席者数 ３名 

   審議事項 

ア 令和６年度事業報告の承認について 

イ 令和６年度収入支出決算の承認について 

    ウ 評議員候補者の推薦について 

エ 令和７年度定時評議員会の招集について 

オ 理事・監事の選任について 

カ 役員報酬の総額及び役職別上限金額等について 

キ 会長・副会長・常務理事の選任について 

   報告事項 

ア 会長及び業務執行理事の職務執行状況報告について 

イ 保育士修学資金等貸付規程の一部改正について 

ウ 令和５年度決算における誤謬について 

    エ 社会福祉充実残額の算定結果について 

オ 令和６年度千葉県社会福祉協議会事業最終評価結果について 

エ 菜の花コミュニティプラン 2027に係る令和６年度の評価結果について 

 

  （第２回） 

   期  日 令和７年８月２２日（金） 

   場  所 千葉県社会福祉センター３階中会議室２ 

   出席者数 ４名 

   協議事項 

 令和８年度千葉県の予算に関する提案・要望について 

報告事項 

ア 第７５回（令和７年度）千葉県社会福祉大会について 

イ 令和７年度共同募金運動に対する意見書について 

ウ 正規職員採用選考の実施状況について 

 

（第３回） 

期  日 令和７年１２月２日（火） 

   場  所 千葉県社会福祉センター２階研修室Ｃ 

   出席者数 ３名 

審議事項 

    ア 評議員候補者の推薦について 

イ 千葉県社会福祉協議会職員の再雇用に関する要綱の一部改正について 

報告事項 

ア 会長及び業務執行理事の職務執行状況報告について 

イ ひとり親家庭高等職業訓練促進資金貸付規程の一部改正について 

ウ 政策調整委員会について 

エ 令和８年度千葉県予算に関する提案・要望について 

オ 令和７年度事業計画に係る中間評価結果について 

 

（第４回） 

   期  日 令和８年３月９日（月） 

   場  所 千葉県社会福祉センター３階中会議室２ 
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   出席者数 ４名 

   審議事項 

    ア 令和７年度収入支出補正予算（案）について 

イ 令和８年度事業計画（案）について 

ウ 令和８年度収入支出予算（案）について 

エ 千葉県社会福祉協議会政策調整委員会設置要綱の一部改正について 

    オ 役員等賠償責任保険契約の締結について 

カ 評議員候補者の推薦について 

キ 令和７年度第２回評議員会の招集について 

ク 理事の選任について 

   報告事項 

ア 千葉県社会福祉協議会職員給与規程の一部改正について 

イ 令和８年度千葉県の予算に関する提案・要望について 

ウ 令和７年度事業計画に係る中間評価結果について 

 

（５）市町村社会福祉協議会会長研修の開催 

   期  日 令和８年１月２０日（火） 

   開催方法 千葉県自治会館９階会議室 

   参加者数 ３８名 

内  容 

ア 講 演 「地域共生社会の実現に向けた今後の社会福祉協議会の方向性」 

講 師 国際医療福祉大学大学院 医療福祉分野 責任者 

                    教授 小林 雅彦 氏 

イ 説 明 「千葉県内市町村社会福祉協議会事務局長会における専門委員会の取組み」 

  説明者 東金市社会福祉協議会 事務局長 

      (千葉県内市町村社会福祉協議会事務局長会長) 北田 兼久 氏 

      木更津市社会福祉協議会 事務局長 

      (専門委員会 企画会議委員長) 高木 淳佳 氏 

      千葉県社会福祉協議会 地域福祉推進部長 会田  肇 

ウ 説 明 「地域福祉を取り巻く現状」 

説明者 千葉県社会福祉協議会 事務局次長 鈴木 鉄也 

 

（６）監事監査、内部監査の実施 

  ア 監事監査 

    期  日 令和７年５月１５日（木） 

    場  所 千葉県社会福祉センター３階研修室Ｄ 

    出席者数 監事３名 

    監査事項 

     ア 令和６年度事業執行状況について 

     イ 令和６年度経理状況について 

     ウ 財産管理について 

  イ 内部監査（４回） 

 期  日 令和７年５月１４日（水）、７月２５日（金）、１０月３１日（金）、 

令和８年１月２９日（木） 
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（７）公認会計士等による外部評価の実施 

   期  日 令和７年５月２３日（金） 

 

（８）令和５年度決算誤謬に関する再発防止に向けた検討会議 

   期  日 令和７年８月１８日（月） 

   場  所 千葉県社会福祉センター３階中会議室２ 

   出席者数 ３名 

   審議事項 

    ア 令和５年度決算誤謬の原因について 

イ 今後の決算手順について 

ウ 再発防止案について 

エ 事業年間スケジュールの確認について 

 

（９）令和７年度千葉県社会福祉協議会事業中間レビュー 

   期  日 令和７年１０月３０日（木） 

   場  所 千葉県社会福祉センター３階中会議室２ 

   出席者数 ３名 

   審議事項 

    ア 令和７年度当初予算の概要について 

イ 令和７年度事業計画に係る中間評価結果について 

ウ 令和７年度上半期の経理状況について 

 

（10）法人運営状況の情報公開 

令和６年度事業報告、決算、現況報告書、定款、役員報酬規程、役員名簿等について、本会 

ホームページ上で公開した。 

 

（11）福祉施設・事業所及び企業等の賛助会員を含めた会員の拡大 

新規加入 正会員１５施設、賛助会員１４企業・個人 

（令和８年３月３１日現在） 正 会 員 １，５０５施設・団体 

            賛助会員   １１８企業・団体・個人 

 

（12）自主財源の獲得強化 

ホームページバナー広告（３件掲載）等 

 

（13）地域における公益的な取組の実施 

①フードバンクちばとの共催によるフードドライブ事業の実施 

②各種助成事業の実施 

(社会福祉基金、交通遺児援護基金、子どもの居場所づくり応援事業) 

 

２ 職員資質向上プログラムの推進 

（１）階層別研修 

   市町村社協新任研修会（８名）、福祉入門講座（１名） 

都道府県・指定都市新任職員研修会（５名）、都道府県・指定都市管理職員研修会（１名） 
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（２）組織運営研修 

ハラスメント・コンプライアンス研修（77名）、セキュリティリテラシー研修（80名）、 

個人情報保護研修（82名）、アンガーマネジメント研修（19名）、 

ハラスメント相談対応研修（１名）、人事管理研修（１名） 

 

（３）専門知識習得のための専門研修 

   市町村社会福祉協議会災害支援研修会（第１回：９名、第２回：10名） 

   災害ＶＣ運営支援システム研修会（17名） 

   社会福祉法人会計実務講座（入門：１名、初級：１名、中級：１名） 

   全国社会福祉協議会主催の専門研修（延べ 85 名）、関東ブロック郡市区町村社協職員合同 

研究協議会（11名）、その他の研修（延べ 29名） 

 

３ 第７５回千葉県社会福祉大会の開催 

（１）第７５回千葉県社会福祉大会 

   期  日 令和７年１１月１３日（木） 

   場  所 青葉の森公園芸術文化ホール 

   参加者数 ３９７名 

 

（２）運営委員会 

期  日 令和７年９月１２日（金） 

場  所 千葉県社会福祉センター３階中会議室２ 

出席者数 ７名 

協議事項 

 ア 開催要綱について 

 イ 大会日程について 

 ウ 大会役割分担について 

 エ その他 

 

（３）千葉県社会福祉協議会会長表彰審査委員会 

   期  日 令和７年９月１２日（金） 

場  所 千葉県社会福祉センター３階中会議室２ 

   出席者数 ９名 

   内  容 

    ア 表彰規程並びに審査基準について 

    イ 表彰の審査 

    ウ 感謝の審査 

 

４ 各種基金の運営管理 

（１）千葉県社会福祉基金 

  民間社会福祉事業の円滑な運営を助長し、地域福祉の推進を図るための各種事業へ助成を  

行った。 

ア 社会福祉事業の従事者及び団体の会員に対する研修事業 

    社会福祉関係団体  １４団体 １，６８８，３７７円 
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イ 民間社会奉仕活動並びにその推進事業 

    児童福祉推進事業への助成   １団体 ６４０，０００円 

ウ 千葉県社会福祉基金運営委員会の開催 

    期  日 令和８年３月２３日（月） 

    開催方法 オンライン開催 

    出席者数 ６名 

    議  題 

ア 令和８年度千葉県社会福祉基金助成事業申請団体の審査について 

イ 令和８年度千葉県社会福祉基金事業計画（案）及び予算（案）について 

ウ その他 

 

（２）交通遺児援護基金 

  千葉県からの寄託及び県民、企業、団体からの寄附金による基金により、交通遺児世帯を援護

激励するため、見舞金、勉学奨励金、激励金、受験費用助成金の交付を行うとともに、子どもの

健全な育成を支援するため、様々な形で子どもの居場所づくりに取り組んでいる団体に対して助

成した。 

ア 交通遺児援護基金への寄附 

延べ２７件 計９，７０５，３７４円 

（※内１１件 計５，０６０，１１７円は子どもの居場所づくり応援事業での活用承諾） 

イ 交通遺児援護激励事業（見舞金、勉学奨励金、激励金等の交付） 

（ア）見舞金の交付（１世帯１００，０００円。ただし、遺児が２人以上いる世帯については

２人目から１人につき５０，０００円を加算する） 

     ３世帯３名  計３００，０００円 

№ 市町村 世帯数 人数 交付金額（円） 

1 成田市 1 1 100,000 

2 富津市 1 1 100,000 

3 柏市 1 1 100,000 

 合 計 3 3 300,000 

 

（イ）勉学奨励金の交付（小学校及び中学校に入学する遺児 ３０，０００円／１人） 

     小学校入学者 4名、中学校入学者１３名 合計１７名  計５１０，０００円 

№ 市町村名 
小学校入学① 中学校入学② 交付金額 

① ＋ ②   (円) 人数 金額 人数 金額 

1 市川市 1 30,000    30,000 

2 館山市   1 30,000 30,000 

3 松戸市   1 30,000 30,000 

4 野田市 2 60,000   60,000 

5 成田市 1 30,000 1 30,000 60,000 

6 佐倉市   2 60,000 60,000 

7 柏市   3 90,000 90,000 

8 鴨川市   1 30,000 30,000 

9 四街道市   1 30,000 30,000 

10 袖ケ浦市 

 

 

  1 30,000 30,000 
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11 八街市   2 60,000 60,000 

 合 計 4 120,000 13 390,000 510,000 

 

（ウ）激励金の交付（中学校及び高等学校を卒業する遺児 ６０，０００円／１人） 

     中学校卒業者２３名、高等学校等卒業者１８名 合計４１名  計２，４６０，０００円 

№ 市町村名 
中学校卒業① 高等学校等卒業② 交付金額 

① ＋ ②   (円) 人数 金額 人数 金額 

1 千葉市 2 120,000   120,000 

2 館山市   1 60,000 60,000 

3 木更津市 1 60,000 1 60,000 120,000 

4 松戸市 2 120,000 1 60,000 180,000 

5 野田市 1 60,000 2 120,000 180,000 

6 茂原市 2 120,000 2 120,000 240,000 

7 成田市 1 60,000   60,000 

8 佐倉市 1 60,000 1 60,000 120,000 

9 柏市 3 180,000 3 180,000 360,000 

10 市原市 4 240,000 1 60,000 300,000 

11 我孫子市 1 60,000   60,000 

12 鴨川市 1 60,000   60,000 

13 君津市 1 60,000 1 60,000 120,000 

14 四街道市 1 60,000 1 60,000 120,000 

15 八街市   1 60,000 60,000 

16 印西市   1 60,000 60,000 

17 白井市   1 60,000 60,000 

18 南房総市 1 60,000   60,000 

19 山武市 1 60,000   60,000 

20 栄町   1 60,000 60,000 

合 計 23 1,380,000 18 1,080,000 2,460,000 

 

（エ）受験費用助成金の交付 

（高等学校等の受験料１人あたりの上限は５万円／大学等は１０万円） 

     高等学校等受験者 １９名    ４８８，２００円 

     大学等受験者   １３名    ６７２，０００円 

      合 計     ３２名  １，１６０，２００円 

№ 市町村名 
高等学校等受験① 大学等受験② 交付金額 

① ＋ ②   (円) 人数 金額 人数 金額 

1 千葉市 1 22,200   22,200 

2 館山市   1 52,000 52,000 

3 木更津市 1 20,000   20,000 

4 松戸市 2 72,200 1 35,000 107,200 

5 野田市 1 22,000 2 200,000 222,000 
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6 茂原市 2 70,200 1 30,000 100,200 

7 成田市 1 2,200   2,200 

8 佐倉市 1 20,000 1 35,000 55,000 

9 柏市 2 59,800 3 135,000 194,800 

10 市原市 3 82,200   82,200 

11 我孫子市 1 20,000   20,000 

12 鴨川市 1 40,000   40,000 

13 四街道市 1 22,200 1 20,000 42,200 

14 八街市   1 30,000 30,000 

15 白井市   1 100,000 100,000 

16 南房総市 1 17,200   17,200 

17 山武市 1 18,000   18,000 

18 栄町   1 35,000 35,000 

合 計 19 488,200 13 672,000 1,160,200 

 

ウ 子どもの居場所づくり応援事業助成事業 

    子どもの居場所づくりに取り組む団体に対する助成事業を創設し、子どもたちの健やかな 

育ちを支援した。 

申請件数 助成件数 助成額 

79団体 20団体 1,996,116円 

 

エ 交通遺児援護基金運営委員会の開催 

    期  日 令和８年３月１６日（月） 

    会  場 千葉県社会福祉センター３階中会議室１ 

    出席者数 ９名 

    議  題  

     ア 令和７年度交通遺児援護基金の事業実施状況について 

     イ 令和８年度交通遺児援護基金の事業計画について 

     ウ 令和８年度子どもの居場所づくり応援事業助成金 助成団体の選考について 

エ 交通遺児援護激励事務取扱細則の一部改正について 

 

オ 広報・啓発活動 

（ア）周知用ポスター（４，０１０部）、チラシ（９１，０００枚）を作成し、市町村社協・

民生委員児童委員・行政機関・警察・自動車教習所・教育委員会・県内小中高等学校等 

４，００３箇所へ配布した。 

（イ）令和８年度子どもの居場所づくり応援事業助成金の助成団体募集のチラシ     

（８，０００枚）を作成し、市町村社協・行政機関・市民活動支援センター等１５０箇所

へ配布した。 

 

（３）菜の花コミュニティ基金 

  ア ホームページ等の福祉情報提供への助成 

イ 災害時におけるボランティアセンター用資機材備蓄倉庫管理事業への助成 



- 11 - 

（４）千葉県地域ぐるみ福祉振興基金 

ア 助成事業の実施 

（ア）ボランティア・ＮＰＯ等市民福祉活動助成事業 

     県・市町村社協            ５５団体 ５，５７４，０００円 

     ボランティア団体・ＮＰＯ等     １０団体   ８７７，０４６円 

  （イ）福祉教育活動促進事業 

     福祉教育推進団体（地区社協等）  １５団体 １，４１６，４００円 

  （ウ）ひまわり助成事業 

     ＮＰＯ・社会福祉団体等       ３団体 １，５７０，９５９円 

  （エ）地域福祉フォーラム設置支援事業 １４団体 ２，７７１，０００円 

  （オ）地域福祉フォーラム活動支援事業 １８団体 ２，１７８，８６３円 

 

イ 千葉県地域ぐるみ福祉振興基金助成事業運営委員会の開催 

    期  日 令和７年７月９日（水） 

    会  場 千葉県社会福祉センター３階中会議室２ 

出席者数 ８名 

    議  題 

ア 正副委員長の選任について 

イ 社会福祉協議会等への助成事業について 

ウ ボランティア・ＮＰＯ等市民福祉活動助成事業（市民福祉活動団体分）の審査に 

ついて 

     エ 令和６年度ひまわり助成事業交付団体事業報告 

オ ひまわり助成事業について 

カ ひまわり助成事業の審査 

        

（５）児童養護施設等退所者に対する奨学基金 

児童養護施設等退所者が、生まれ育った環境によって左右されることなく、夢と希望をもっ

て成長し、社会人として自立できるように、大学等に進学する方に対して返済不要の奨学金を

給付し、学習機会の確保を支援した。 

ア 児童養護施設等退所者に対する奨学基金への寄附 

４４件   計 １１，０７６，５００円 

イ 寄附金の協力を得るための広報活動 

     チラシを県内企業等に配布した。 

  ウ 奨学金の給付（千葉県が選定した奨学生に奨学金を給付） 

    総額：６，０００，０００円 

    内訳 

     令和６年度奨学生５名に対し、令和７年度前期・後期分の奨学金を給付 

令和７年度奨学生１２名に対し、令和７年度後期の奨学金を給付 

令和８年度奨学生１８名に対し、令和８年度前期の奨学金を給付 

 

５ 旧千葉県社会福祉センターの維持・管理 

維持管理に必要な消防設備点検、機械警備、植木の剪定等を実施した。 
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６ 千葉県共同募金運動に対する意見書の提出 

  社会福祉法第１１９条の規定により千葉県共同募金会に対し、目標額及び実施方法、助成対象

及び助成方法について、急速な社会情勢の変化によって明らかとなった福祉ニーズを考慮し、柔

軟に対応されるよう意見書を提出した。 

 

７ 福祉広報・啓発の推進 

  全国社会福祉協議会との連携によりポスターを作成し、市町村社会福祉協議会等への配布を通

じて啓発を行った。 

（１）こどもまんなか 児童福祉週間 

   標  語 ｢いつだって まんまるまんなか こどもたち｣ 

   期  間 令和７年５月５日（月）から５月１１日（日）まで 

 

（２）老人の日・老人週間 

   標  語 ｢みんなで築こう 健康長寿と地域共生社会｣ 

   期  間 令和７年９月１５日（月）から９月２１日（日）まで 

 

８ 孤独・孤立対策官民連携プラットフォームへの参加等 

（１）孤独・孤立対策官民連携プラットフォームへの加入 

   孤独・孤立対策に取り組む多様なＮＰＯ等支援組織間の連携及び官民連携を強化することに

より、孤独・孤立対策の取組の推進につなげることを目的とした本プラットフォームへ加入 

した。 

   加入承認日 令和７年９月３０日 

（２）千葉県孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム準備会への参画 

分野を超えた多様な主体がそれぞれの強みを活かしながら水平的な連携・協働を推進し、支

援体制を強化するとともに、孤独・孤立を予防する地域づくりを推進することを目的に千葉県

が設置する「千葉県孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム」準備会に参画した。 

   第１回 令和７年１１月１９日（水） 

   第２回 令和７年１２月２５日（木） 

   第３回 令和８年１月２９日（木） 

   第４回 令和８年３月３０日（月） 
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＜２＞総務班（政策調整担当）  

１ 政策調整委員会の運営 

本会の事業運営におけるＰＤＣＡサイクルを確立するため、事業計画及び菜の花コミュニティ

プラン２０２７の進捗状況や有効性について評価を行った。 

（１）開催回数  

第１回： ５月１９日（月） 

第２回： ７月２８日（月） 

第３回：１０月２７日（月） 

第４回： ２月１６日（月） 

 

（２）主な議題  

・事業計画に係る中間・最終評価について 

・菜の花コミュニティプラン２０２７（計画２年目）の評価について 

・令和８年度千葉県の予算に関する提案・要望について 

・令和８年度事業計画及び新規事業・重点事業について 

 

２ 情報機能の強化 

（１）広報紙「福祉ちば」の発行 

発行回数  年３回（２０５号～２０７号） 

発行部数  １８，０００部（１回あたり） 

送 付 先  市町村、市町村社協、社会福祉施設（会員団体）、公立図書館、賛助会員等 

 

（２）「県社協ニュース」の発行 

発行回数 年１回 

内  容 県社協事業等の報告、国の福祉政策の検討状況の報告等 

送 付 先 役員・評議員・顧問、賛助会員、市町村社協等 

 

３ 菜の花コミュニティプラン２０２７の進行管理 

本会の行動計画（アクションプラン）である「菜の花コミュニティプラン２０２７」（令和６～  

９年度の４か年計画）について、政策調整委員会において評価を実施し、理事会及び評議員会に報

告した。 

 

４ 令和８年度千葉県の予算に関する提案・要望について 

  千葉県の地域福祉を推進するうえで重要な施策等を次年度の千葉県予算に反映してもらうこ

とを目的に、令和７年８月２９日に千葉県知事に対して、重点要望事項４項目、要望事項６項目

の提案・要望を行った。 
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＜３＞介護サービス情報公表センター  

介護サービス事業所が提供する介護サービスの情報を公表するため、県の指定法人として「介護

サービス情報公表センター」を運営し、利用者が適切な事業所・サービスを選択、利用できるよう、

介護サービス情報の報告の受理及び公表に関する事務を行った。 

 

１ 公表状況 

サービス区分 
公表対象 

事業所数 

公表済み 

事業所数 

訪問介護＋夜間対応型訪問介護＋定期巡回・随時対応型訪問介護看護 1,402 1,099 

訪問入浴介護＋介護予防訪問入浴介護 93 80 

訪問看護＋介護予防訪問看護＋指定療養通所介護 665 549 

訪問リハビリテーション＋介護予防訪問リハビリテーション 176 144 

福祉用具貸与＋介護予防福祉用具貸与＋特定福祉用具販売＋特定介護予防福

祉用具販売 
506 392 

通所介護＋認知症対応型通所介護＋介護予防認知症対応型通所介護＋指定療

養通所介護＋地域密着型通所介護 
1,699 1,342 

通所リハビリテーション＋介護予防通所リハビリテーション＋指定療養通所

介護 
229 197 

特定施設入居者生活介護（有料老人ホーム）＋特定施設入居者生活介護（有料

老人ホーム・外部サービス利用型）＋地域密着型特定施設入居者生活介護（有

料老人ホーム）＋介護予防特定施設入居者生活介護（有料老人ホーム）＋介護

予防特定施設入居者生活介護（有料老人ホーム・外部サービス利用型） 

156 128 

特定施設入居者生活介護（軽費老人ホーム）＋特定施設入居者生活介護（軽費

老人ホーム・外部サービス利用型）＋地域密着型特定施設入居者生活介護（軽

費老人ホーム）＋介護予防特定施設入居者生活介護（軽費老人ホーム）＋介護

予防特定施設入居者生活介護（軽費老人ホーム・外部サービス利用型） 

2 2 

介護老人福祉施設＋短期入所生活介護＋介護予防短期入所生活介護＋地域密

着型介護老人福祉施設入所生活介護 
973 866 

介護老人保健施設＋短期入所療養介護（介護老人保健施設）＋介護予防短期

入所療養介護（介護老人保健施設） 
269 234 

短期入所療養介護（療養病床を有する病院等）＋介護予防短期入所療養介護

（療養病床を有する病院等） 

） 

1 0 

居宅介護支援 1,413 1,231 

特定施設入居者生活介護（サービス付き高齢者向け住宅）＋特定施設入居者

生活介護（サービス付き高齢者向け住宅・外部サービス利用型）＋地域密着型

特定施設入居者生活介護（サービス付き高齢者向け住宅）＋介護予防特定施

設入居者生活介護（サービス付き高齢者向け住宅）＋介護予防特定施設入居

者生活介護（サービス付き高齢者向け住宅・外部サービス利用型） 

14 9 
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小規模多機能型居宅介護＋介護予防小規模多機能型居宅介護＋複合型サービ

ス（看護小規模多機能型居宅介護） 
161 127 

認知症対応型共同生活介護＋介護予防認知症対応型共同生活介護 397 309 

介護医療院＋短期入所療養介護（介護医療院）＋介護予防短期入所療養介護

（介護医療院） 
31 28 

合   計 8,187 6,737 

 

２ 公正・中立委員会の開催  

千葉県介護サービス情報公表センターの公正・中立な運営の確保及び公表センターに関する苦

情の解決等を行うことを目的として、外部有識者で構成する公正・中立委員会を開催した。 

期  日 令和 7年８月６日（水） 

  場  所 千葉県社会福祉センター３階中会議室１ 

  出席委員 ５名 

協議事項 

ア 令和６年度千葉県介護サービス情報公表センター事業報告について 

   イ 令和７年度千葉県介護サービス情報公表計画について 

   ウ 令和７年度千葉県介護サービス情報公表の進め方について 
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◆地域福祉推進部                           

主な取組状況・成果 

○本会が事務局を担う「千葉県内市町村社会福祉協議会事務局長会」において、社協に共通する喫

緊の課題に対して「オール千葉県内社協」で取組みを進めるため、市町村社協の有志メンバー（事

務局長に限らず広くメンバーを公募）で研究協議・情報交換等を行うとともに、課題解決に向け

た取組みや研修等の事業を企画・提案・実施することを目的とした「専門委員会・テーマ別会議」

を新たに設置した。全体会及び企画会議で検討を行った上、「災害対応」「権利擁護」「法人運営全

般」の 3つのテーマを設定し、32社協 58名（企画委員 4名含む）の参画を得て計 14回の会議を

開催し、令和 8年度から新たに取り組む事業について検討を進めた。 

○「市町村社協新任職員研修会」を 10年ぶりに開催し 84名が参加した。社協の歴史や地域福祉施

策の動向、市町村社協に共通する事業（生活福祉資金、日常生活自立支援事業、災害支援）の説

明、先輩職員からの実践発表やグループワークを行い、新任職員の育成や職員同士の横のつなが

りづくりを進めた。 

○コミュニティソーシャルワーカー育成研修（基礎研修、専門研修、フォローアップ研修）を県か

ら受託して開催した。専門職を対象とする「専門研修」については 10 月から 5 日間のプログラ

ムで開催し 74名が修了した。平成 20年度からの修了者が 1,130名となった。 

○市町村災害ボランティアセンターの運営スタッフ向けの研修会を企画し、日本社会事業大学の 

北川氏を講師に迎えて 3日間開催し、延べ 159名が参加した。 

○令和 6年 11月に導入した災害ボランティアセンター運営支援ツール（ICTキントーン）の活用を

促進するため、9月に研修会を開催し 47社協 101名が参加した。また、市町村社協が実施する災

害ボランティアセンター設置・運営訓練等について 19市町社協へ支援を行った。 

○「福祉教育推進員養成研修」を 5日間のプログラムで開催し、延べ 460名が受講した。また、パ

ッケージ指定方式を効果的に進めることを目的に市町村社協職員向け研修会を初めて開催した。 

○日常生活自立支援事業に関して、「契約締結審査会」を毎月定期開催するとともに、市町村社協連

絡会議を年 2回、専門員向け研修を年 2回、生活支援員養成研修を年 4回開催した。令和 8年 3

月末時点での契約者は1,939名となっている。※令和7年度末の契約者数で千葉県は全国第5位。 

○「千葉県成年後見制度利用促進協議会」を新たに設置し、3月に第 1回会議を開催した。弁護士、

司法書士、社会福祉士ほか、市町村行政、市町村社協、千葉家裁、県健康福祉部 4課の計 27名が

出席した。県内 6か所で開催した「地区別意見交換会」で出された市町村の課題を共有するとと

もに、県域での担い手育成方針の策定や今後の協議会及び地区協議会の進め方等について協議を

進めた。 

 

 

＜１＞地域福祉推進班  

１ 地域共生社会の実現を推進する人材の育成 

県によるコミュニティソーシャルワーカー育成研修のプロポーザル選考に応募し採択され開

催した。個別支援と地域支援をつなぐ統合的なアプローチであるコミュニティソーシャルワー

クの援助技術の浸透を図るため、市町村社協、地域包括支援センター、中核地域生活支援センタ

ー、行政等の専門職を対象とした専門研修及びフォローアップ研修、地区社会福祉協議会やボラ

ンティアリーダー等小地域活動のリーダー層を対象とした基礎研修を実施した。 

（１）コミュニティソーシャルワーカー育成研修の実施 

   ア 専門研修の開催 
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     期  日 （第１日）令和７年１０月１０日（金） 

          （第２日）令和７年１０月１１日（土） 

          （第３日）令和７年１０月３１日（金） 

          （第４日）令和７年１２月１２日（金） 

          （第５日）令和７年１２月１３日（土） 

     場  所  １～３日目 千葉県経営者会館 

４・５日目 千葉県社会福祉センター内会議室・研修室 

     受講者数  ８２名（新規７８名、未修了者４名） 

     修了者数  ７４名 

 

     内  容 

   （ア）１日目  令和７年１０月１０日（金） 

ａ 講義①「県内の福祉施策の動向や資源について」 

  講 師   千葉県健康福祉部健康福祉指導課 副課長 小林 恭枝 氏 

ｂ 講義②「コミュニティソーシャルワークとは何か」 

ｃ 講義・演習「個別アセスメントと個別支援の視点と方法」 

       講 師  日本社会事業大学 社会福祉学部 教授 菱沼 幹男 氏 

          淑徳大学 総合福祉学部 教授 菅野 道生 氏 

   （イ）２日目  令和７年１０月１１日（土） 

ａ 講義・演習「地域アセスメントと地域支援の視点と方法」 

ｂ 講義・演習「個別支援と地域支援の統合による社会資源開発の視点と方法」 

       講 師  日本社会事業大学 社会福祉学部 教授 菱沼 幹男 氏 

          淑徳大学 総合福祉学部 教授 菅野 道生 氏 

   （ウ）３日目  令和７年１０月３１日（金） 

ａ 実践発表「個別支援から地域支援、地域支援から個別支援への展開」 

   実践発表者 中核地域生活支援センターさんネット センター長 吉井 稔 氏 

         元 文京区社会福祉協議会 根本 真紀 氏 

     講 師   淑徳大学 総合福祉学部 教授 菅野 道生 氏 

ｂ 講義・演習「コミュニティソーシャルワーク事例検討フレームを活用した事例検討」 

  事例提供者 千葉市社会福祉協議会 主査 丸山 善大 氏 

       講 師   日本社会事業大学 社会福祉学部 教授 菱沼 幹男 氏 

           淑徳大学 総合福祉学部 教授 菅野 道生 氏 

   （エ）４日目  令和７年１２月１２日（金） 

     ａ 講 義「事例検討におけるファシリテーターの役割と実践」 

ｂ 事例研究「グループコンサルテーション」 

       講 師  日本社会事業大学 社会福祉学部 教授 菱沼 幹男 氏 

          淑徳大学 総合福祉学部 教授 菅野 道生 氏 

   （オ）５日目  令和７年１２月１３日（土） 

ａ 事例研究「グループコンサルテーション」 

ｂ 総括講義 

      講 師  日本社会事業大学 社会福祉学部 教授 菱沼 幹男 氏 

          淑徳大学 総合福祉学部 教授 菅野 道生 氏 

     ｃ 修了式 
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   イ フォローアップ研修の開催 

     期  日  令和８年２月１７日（火） 

     開催方法  オンライン開催 

     受講者数  ４６名 

内  容 

     ａ 講 義 「地域福祉政策の動向とＣＳＷ事例検討フレームによる事例検討方法」 

       講 師  日本社会事業大学 社会福祉学部 教授 菱沼 幹男 氏 

     ｂ 事例検討 

       事例提供 富津市基幹相談支援センターえこ  

          社会福祉士 滝瀬 満里子 氏 

       コーディネーター 日本社会事業大学 社会福祉学部 教授 菱沼 幹男 氏 

     ｃ 講師と参加者による情報交換 

 

   ウ 基礎研修の開催 

   （ア）地域福祉活動実践者（地域住民等）向け研修 

開催方法  ・研修名を「地域福祉支えあい・助け合い推進講座」として開催。 

・開催地の市町村社会福祉協議会の協力により開催 

・計５回開催 

     期  日 （第１回）令和７年 ９月１８日（木） 協力：富里市社会福祉協議会 

（第２回）令和７年１１月１４日（金） 協力：浦安市社会福祉協議会 

（第３回）令和８年 １月 ９日（金） 協力：流山市社会福祉協議会 

（第４回）令和８年 ２月 ２日（月） 協力：木更津市社会福祉協議会 

（第５回）令和８年 ２月 ３日（火） 協力：富津市社会福祉協議会 

     受講者総数  計１７４名 

（第１回）富里市会場 

     期  日  令和７年９月１８日（木） 

     場  所  富里市福祉センター 

     受講者数  ３１名 

内  容（※第１回～第５回共通） 

ａ 講義・グループ演習 

テーマ①「支え合い・つながりづくり～地域福祉の特徴～」 

 テーマ②「生活者として地域を支える～福祉の担い手をめざす～」 

       テーマ③「私たちがつくる地域の支え合い・助け合い～参加者同士で新しい活動を

創り出そう～」 

       講  師  作新学院大学女子短期大学部幼児教育科 教授 坪井 真 氏 

   （第２回）浦安市会場 

     期  日  令和７年１１月１４日（金） 

     場  所  浦安市 東野パティオ 

     受講者数  １０名 

内  容  第１回参照 

   （第３回）流山市会場 

期  日  令和８年１月９日（金） 

     場  所  流山市南流山センター 
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     受講者数  ２４名     

   内  容  第１回参照 

（第４回）木更津市会場 

     期  日  令和８年２月２日（月） 

     場  所  木更津市民総合福祉会館 

     受講者数  ４５名 

内  容  第１回参照 

（第５回）富津市会場 

     期  日  令和８年２月３日（火） 

     場  所  富津市役所 

     受講者数  ６４名 

内  容  第１回参照 

 （イ）市町村社協職員向け研修 

     期  日  令和８年１月２０日（火） 

     場  所  千葉県社会福祉センター 

     受講者数  １９名 

内  容  

a  講義 

「地域住民との関わりにおいて重要な視点」 

b 実践発表 

 「事例から学ぶ、地域への働きかけのポイント」 

 実践発表者 

 市川市社会福祉協議会 地域づくり担当室 室長 菊地 薫 氏 

 富里市社会福祉協議会 地域福祉班 班長 朝倉 淳一 氏 

c グループディスカッション 

 「地域住民へのアプローチ方法や会議の進め方を考える」 

講  師 淑徳大学 総合福祉学部 教授 菅野 道生 氏 

※基礎研修計６回の開催で参加者合計１９３名 

 

２ 市町村社協のガバナンスの強化及び地域づくりの推進に向けた取組の強化 

市町村社会福祉協議会が、ガバナンスの強化として情報公開を進めるとともに、市町村社協へ

の個別訪問ヒアリング等を通じて個別課題の把握や支援に取り組んだ。また、千葉県内市町村社

会福祉協議会事務局長会、千葉社協職員連絡協議会の運営をはじめ、会議・研修会等を開催し、

市町村社会福祉協議会への支援を行った。 

（１）市町村社会福祉協議会の支援強化 

 ア 自社協のホームページでの適正な経営情報等の開示の推進 

内  容  市町村社協事務局長会研修会の場においてＷＡＭ ＮＥＴで掲載する現況 

報告書に加え、自社ホームページでの掲載についても推奨した。 

 

イ 市町村社協への個別訪問によるヒアリング等の実施 

  内  容  本会地域福祉推進部所属職員（２人１組）が市町村社協を訪問し、ヒアリ

ングを通じて各社協の現状や個別課題の把握に努めるとともに、適宜助言や

情報提供を行うもの。令和６年度から令和９年度にかけて全５４市町村社協

を訪問する計画。 
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№ 訪 問 日 訪問先市町村社協 

１ 令和８年７月３１日（木） 市川市社会福祉協議会 

２ ８月 ８日（金） 袖ケ浦市社会福祉協議会 

３ ８月２６日（火） 横芝光町社会福祉協議会 

４ ８月２８日（木） 君津市社会福祉協議会 

５ ９月 ２日（火） 白子町社会福祉協議会 

６ ９月 ２日（火） 長南町社会福祉協議会 

７ ９月１０日（水） 鋸南町社会福祉協議会 

８ ９月２２日（月） 香取市社会福祉協議会 

９ ９月２６日（金） 酒々井町社会福祉協議会 

１０ １１月２６日（水） 佐倉市社会福祉協議会 

１１ １２月 １日（月） 館山市社会福祉協議会 

１２ １２月 ５日（金） 栄町社会福祉協議会 

１３ １２月１８日（木） 八街市社会福祉協議会 

１４ １２月２３日（火） 習志野市社会福祉協議会 

１５ 令和９年１月 ８日（木） 茂原市社会福祉協議会 

１６ １月１４日（水） 東庄町社会福祉協議会 

１７ １月１６日（金） 鴨川市社会福祉協議会 

※累計訪問社協数：２４市町村社協（令和７年度末時点） 

 

ウ 市町村社協職員のスキルアップ支援 

（ア）千葉県市町村社会福祉協議会新任職員研修会の開催 

     期  日  令和７年６月５日（木） 

     場  所  千葉県社会福祉センター２階研修室AB 

参加者数  ８４名 

内  容   

a 説   明 「社会福祉協議会の歴史と役割について」 

         「これだけは知っておきたい市町村社協に共通する事業」 

             千葉県社会福祉協議会 地域福祉推進部 

       b 実践発表 「先輩職員から学ぶ社協の仕事」 

市原市社会福祉協議会 大野 雄基 氏 

松戸市社会福祉協議会 鎌倉 初姫 氏 

千葉市社会福祉協議会 占部 学 氏 

八街市社会福祉協議会 塚越 俊輔 氏 

成田市社会福祉協議会 沼尾 真衣 氏 

       c グループワーク 「私たちが目指す社協職員としての姿」 

 

エ 重層的支援体制整備事業の推進 

 （ア）重層的支援体制整備事業受託社協への個別訪問ヒアリング 

訪 問 日   令和８年１月８日（木） 

   訪 問 先   ・千葉市社会福祉協議会「福祉まるごとサポートセンター」 

・香取市社会福祉協議会 

内  容  社協における事業実施状況や課題等について 
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 （イ）重層的支援体制整備事業受託社協連絡会議の開催 

期  日  令和８年１月２０日（火） 

   開催方法  オンライン開催 

   参加者数  ２９名（２０社協） 

（内訳：事業受託社協１９名１３社協・オブザーバー参加１０名７社協） 

内  容  事業を受託している（受託を検討している）市町村社協が、円滑かつ効果 

的に事業を展開していくための情報交換・意見交換の場として連絡会議を 

開催した。 

 

オ 地域福祉活動計画の策定支援 

・各種会議や市町村社協への個別訪問によるヒアリングにおいて、地域福祉計画策定に

ついて働きかけを行った。 

 

カ 市町村社協組織内での連携強化の促進 

期  日  令和８年１月２０日（火） 

   開催方法  オンライン開催 

   参加者数  ２９名（２０社協） 

（内訳：事業受託社協１９名１３社協・オブザーバー参加１０名７社協） 

内  容  「重層的支援体制整備事業受託社協連絡会議」内において意見交換を実施 

した。 

 

（２）千葉県内市町村社会福祉協議会事務局長会の運営 

   ア 総 会 

期  日 令和７年７月１８日（金） 

場  所 千葉県社会福祉センター２階研修室 C  

出 席 者 ５４名(表決書提出１６名含む) 

内  容  ａ 令和６年度事業報告及び決算について 

ｂ  令和７年度事業計画（案）及び予算（案）について 

イ 理事会 

   （第１回） 

     期  日  令和７年５月２６日（月） 

     開催方法  オンライン開催 

人  数  １０名 

     内  容  ａ 役員の選任について 

ｂ 会長・副会長・監事の選任について 

ｃ 専門委員会の活用について 

ｄ 総会について 

ｅ 第１回研修会及び第２回研修会について 

   （第２回） 

    期  日  令和７年９月１日（月） 

開催方法  オンライン開催 

人  数  １０名 
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     内  容  ａ 第１回専門委員会全体会について 

           ｂ 専門委員会内規の改正について 

ｃ 第２回研修会について 

 （第３回） 

期  日  令和８年３月１２日（木） 

開催方法  オンライン開催 

人  数  １０名 

     内  容  ａ 専門委員会の令和７年度取組み状況及び令和８年度の取組み案に 

ついて 

ｂ 令和７年度事業報告（案）及び決算（見込）について 

ｃ 令和８年度事業計画（案）及び予算（案）について 

ｄ 役員一斉改選について 

ウ 専門委員会 

（ア）全体会 

    （第１回） 

      期  日  令和７年８月２０日（水） 

      場  所  千葉県社会福祉センター３階大会議室 

人  数  １１名 

      内  容  ａ 専門委員会の設置目的について  

ｂ 専門委員会の３つの会議体の役割分担について 

ｃ 企画会議の企画委員長について 

ｄ 今年度の到達目標について 

ｅ テーマ別会議のテーマ設定について 

（第２回） 

      期  日  令和８年３月９日（月） 

      開催方法  オンライン開催 

人  数  ９名 

      内  容  ａ 令和７年度テーマ別会議の進捗状況、成果及び課題について  

ｂ 令和８年度の取組み内容案について 

ｃ 令和８年度専門委員会スケジュール案について 

ｄ 令和８年度専門委員会メンバーについて 

（イ）企画会議 

    （第１回） 

      期  日  令和７年９月１７日（水） 

      場  所  千葉県社会福祉センター３階中会議室２ 

人  数  ４名 

      内  容  ａ 第１回全体会の振り返りについて 

ｂ テーマ別会議で取り上げるテーマの焦点化について 

ｃ テーマ別会議のメンバーについて 

    （第２回） 

      期  日  令和７年１０月９日（木） 

      開催方法  オンライン開催 

人  数  ４名 

      内  容  ａ テーマ別会議メンバーの推薦・選定について 
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ｂ テーマ別会議の進行・意見集約方法について 

ｃ サブリーダーの設置について 

ｄ 情報共有方法について 

    （第３回） 

      期  日  令和７年１１月１２日（水） 

      開催方法  オンライン開催 

人  数  ４名 

      内  容  ａ ３テーマ合同会議の目的・進行の確認について 

ｂ 各テーマ別会議の進行・ファシリテーション方法について 

ｃ 当日資料・事前準備について 

（第４回） 

  期  日  令和８年３月２日（月） 

  場  所  千葉県社会福祉センター３階中会議室２ 

人  数  ４名 

  内  容  ａ 令和７年度テーマ別会議の振り返りについて 

ｂ 令和８年度の取組み内容と運営体制について 

ｃ 第２回全体会・第３回理事会に向けた事前準備について 

（ウ）テーマ別会議 

【３テーマ合同会議】 

    ※「災害対応」・「権利擁護」・「法人運営全般」の第１回テーマ別会議に併せて開催 

（第１回） 

      期  日  令和７年１１月１９日（水） 

      場  所  千葉県社会福祉センター２階研修室 A 

人  数  ５３名 

      内  容 ［オープニング］ 

ａ 企画委員紹介 

ｂ 専門委員会の充実強化について（説明） 

［クロージング］ 

ａ 第１回テーマ別会議の報告について 

【テーマ：災害対応】 

（第１回） 

      期  日  令和７年１１月１９日（水） 

      場  所  千葉県社会福祉センター２階研修室 C 

人  数  １９名 

      内  容  ａ テーマ別会議のねらい、方向性等について 

ｂ 「災害対応」に関する各社協の実情と課題認識について 

ｃ 共通課題の整理について 

ｄ 優先的に取り組む課題の整理について 

（第２回） 

      期  日  令和７年１２月２５日（木） 

      開催方法  オンライン開催 

人  数  ２２名 

      内  容  ａ 事前ワークの共有について 

ｂ 各優先課題に関する協議 
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（ａ）ICTについて 

（ｂ）人材養成について 

（第３回） 

      期  日  令和８年１月２２日（木） 

      場  所  千葉県社会福祉センター３階中会議室１ 

人  数  ２０名 

      内  容  ａ 各優先課題に関する協議 

（ａ）広域支援ネットワークの調整・役割分担について 

（ｂ）災害 VC運営に係る人材の養成・人材バンク制度について 

（ｃ）ICTを活用した支援情報の一元化と標準化について 

 

【テーマ：権利擁護】 

（第１回） 

      期  日  令和７年１１月１９日（水） 

      場  所  千葉県社会福祉センター２階研修室 B 

人  数  １９名 

      内  容  ａ テーマ別会議のねらい、方向性等について 

ｂ 「権利擁護」に関する各社協の実情と課題認識について 

ｃ 共通課題の整理について 

ｄ 優先的に取り組む課題の整理について 

（第２回） 

      期  日  令和７年１２月２４日（水） 

      開催方法  オンライン開催 

人  数  １８名 

      内  容  ａ ICTシステム（Kintone）の導入検討状況について 

ｂ 専門部会の立ち上げについて 

    （第３回） 

      期  日  令和８年１月２３日（金） 

      開催方法  オンライン開催 

人  数  ２５名 

      内  容  ａ 業務改善部会及び法人後見推進部会メンバーについて 

            ｂ 今後の部会及び全体会議の開催方法について 

            ｃ 令和８年度の部会及び全体会議の開催スケジュールについて 

（第４回※臨時会議） 

      期  日  令和８年３月６日（金） 

      開催方法  オンライン開催 

人  数  １０名 

      内  容  ａ 令和８年度の進め方について 

 

【テーマ：法人運営全般】 

（第１回） 

      期  日  令和７年１１月１９日（水） 

      場  所  千葉県社会福祉センター２階研修室 A 

人  数  １７名 
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      内  容  ａ テーマ別会議のねらい、方向性等について 

ｂ 「法人運営全般」に関する各社協の実情と課題認識について 

ｃ 共通課題の整理について 

ｄ 優先的に取り組む課題の整理について 

（第２回） 

      期  日  令和７年１２月１７日（水） 

      開催方法  オンライン開催 

人  数  １８名 

      内  容  ａ 事前ワークの共有について 

ｂ 各優先課題に関する協議 

（ａ）インナーブランディング・人材養成について 

（ｂ）社協活動の「見える化・見せる化」について 

（ｃ）補助金・委託金の確保、行政交渉やプロポーザル対応力強化 

について 

（第３回） 

      期  日  令和８年１月２２日（木） 

      場  所  千葉県社会福祉センター２階研修室 B 

人  数  １７名 

      内  容  ａ 事前ワークの共有について 

ｂ 各優先課題に関する協議 

（ａ）インナーブランディング・人材養成について 

（ｂ）社協活動の「見える化・見せる化」について 

（ｃ）補助金・委託金の確保、行政交渉やプロポーザル対応力強化 

について 

            ｃ 令和８年度の取組み内容について 

 

エ 課題・テーマ別研修会 

（第１回） 

     期  日  令和７年７月１８日（金） 

場  所  千葉県社会福祉センター２階研修室 C 

人  数  ３９名（３９市町村社協） 

  内  容 

ａ 講 演 「市区町村社協を取り巻く状況とこれからの社協の役割」 

講 師  全国社会福祉協議会 地域福祉部 参事 森山 小槙 氏 

     ｂ 説明① 「地域福祉推進に向けた課題と社協活動の方向性」 

説明者  千葉県社会福祉協議会 事務局次長兼総務班長 鈴木 鉄也 

説明② 「令和７年度 千葉県社会福祉協議会地域福祉推進部重点事業について」 

説明者  千葉県社会福祉協議会 地域福祉推進部長 会田 肇 

（第２回） 

  期  日  令和７年１１月２０日（木） 

  場  所  千葉県経営者会館４階研修室４０７ 

  人  数  ３４名（３１市町村社協） 
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内  容 

ａ 講 演 「社協の存続を見据えた組織マネジメントにおける事務局長の役割に 

ついて」 

講 師  駒澤大学 文学部社会学科 教授 川上 富雄 氏 

ｂ 実践発表 

テーマ 「組織横断のプロジェクトチームによる新たな取り組みについて」 

発表者  松戸市社会福祉協議会 事務局長 米持 和幸 氏 

     ｃ 意見交換 

     ｄ 報 告 「千葉県の地域福祉をつなぐ力―専門委員会が描く新たな協働のかたち― 

～事務局長会専門委員会企画会議におけるテーマ別会議のテーマ選定 

と今後の方向性について～」 

報告者  事務局長会専門委員会企画委員長     

（木更津市社会福祉協議会事務局長） 髙木 淳佳 氏 

 

（３）千葉社協職員連絡協議会活動の運営 

ア 代議員会 

     期  日  令和７年６月２０日（金） 

     場  所  千葉県社会福祉センター３階研修室 D及びオンライン 

人  数  出席代議員２６名、委任状２９名提出  

           その他２４名（役員１０名、次期役員候補者１１名、事務局３名） 

     内  容  ａ 令和６年度事業報告及び決算の承認について 

ｂ 令和７年度事業計画（案）及び予算（案）について 

ｃ 千葉社協職員連絡協議会役員の改選について 

イ 理事会 

（第１回） 

     期  日  令和７年５月２１日（水） 

     開催方法  オンライン開催 

     人  数  １４名 

     内  容  ａ 補欠役員の選任について 

ｂ 第７年度（第１回）市町村社会福祉協議会災害支援研修会について 

ｃ 令和７年度代議員会の開催について 

ｄ 役員の引継ぎ用資料について 

ｅ 各委員会での協議、結果報告 

（第２回） 

     期  日  令和７年８月７日（木） 

     開催方法  オンライン開催 

     人  数  １５名 

     内  容  ａ 第６０回関東ブロック郡市区町村社協職員合同研究協議会について 

ｂ 各委員会での協議、結果報告 

（第３回） 

     期  日  令和７年１１月２５日（火） 

     場  所  千葉県社会福祉センター３階研修室Ｄ 

     人  数  １５名 

     内  容  ａ 各委員会での協議、結果報告 

（第４回） 

     期  日  令和８年３月６日（金） 
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     場  所  千葉県社会福祉センター３階中会議室２   

     人  数  １４名 

内  容  ａ 令和７年度千葉社協職員連絡協議会階層別研修（新任職員研修） 

        及び一般研修・交流事業の報告について 

ｂ 千葉県内市町村社会福祉協議会事務局長会  

専門委員会の取り組みについて 

ｃ 令和７年度事業報告（案）及び決算（案）について 

ｄ 令和８年度事業計画（案）及び予算（案）について 

ｅ 第６１回関東ブロック郡市区町村社協職員合同研究協議会 

茨城大会について 

ｆ 各委員会での協議、結果報告 

ウ 委員会 

（ア）広報委員会 

     開催回数  ４回 

     内  容  機関紙「なかま」の発行について 

   （イ）研修・交流委員会 

     開催回数  ６回 

     内  容  研修事業・交流事業の企画について 

エ 研修事業 

   （ア）階層別研修（新任職員研修）の開催 

期  日  令和７年１１月２５日（火） 

場  所  千葉県社会福祉センター２階研修室Ｃ 

人  数  ４９名（２２県市町社協） 

内  容  講義・グループワーク 

テ ー マ 「自分の想いを発信する力を高めよう！」 

講  師  茨城県神栖市社会福祉協議会 福祉専門幹 橘田 勝 氏 

  （イ）一般研修の開催 

期  日  令和８年１月２９日（木） 

場  所  千葉県社会福祉センター３階大会議室 

人  数  ５０名（２２県市町社協） 

内  容  講義・グループワーク 

テ ー マ 「生成ＡＩはじめて講座」 

講  師  株式会社 For two 代表取締役 CEO 水口 龍弥 氏 

   （ウ）令和７年度（第１回）市町村社会福祉協議会災害支援研修会の開催 

      ※千葉県社会福祉協議会の主催、千葉社協職員連絡協議会による共催 

期  日  令和７年６月１３日（金） 

場  所  千葉県社会福祉センター２階研修室ＡＢ 

人  数  ６２名（３３県市町社協） 

内  容  講義・活動報告・グループ討議 

活動報告者 千葉市社会福祉協議会 地域福祉推進課 

ボランティアセンター 主任主事 斎藤 孝一 氏 

      我孫子市社会福祉協議会 主任主事 渋谷 萌 氏 
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      館山市社会福祉協議会 事業係福祉相談班 主任 和泉 渚 氏 

      市川市社会福祉協議会 主事 佐藤 駿太 氏 

講  師  日本社会事業大学 大学院 福祉マネジメント研究科（専門職大学院） 

北川 進  氏 

   オ 交流事業 

     開催回数  ２回（階層別研修、一般研修内で開催） 

     参加人数  第１回（令和７年１１月２５日）：４９名 

第２回（令和８年１月２９日） ：５０名 

   カ 広報調査活動 

   （ア）千葉県市町村社協役員・職員名簿作成（冊子版１２０部） 

   （イ）機関紙「なかま」の取材・発行 

      第１１１号 取材日：令和７年９月２９日（月）、取材先：我孫子市社会福祉協議会 

発行日：令和７年１１月７日（１，１７０部発行） 

      第１１２号 取材日：令和８年１月１５日（火）、取材先：八街市社会福祉協議会 

発行日：令和８年３月１６日（１，１７０部発行） 

キ 第６０回関東ブロック郡市区町村社協職員合同研究協議会（群馬大会）への参加 

期  日  令和７年７月１０日（木）・１１日（金） 

場  所  【本 会 場】ホテルラシーネ 新前橋 

            【分科会会場】群馬県社会福祉総合センター 

    参加人数  ３１１名（うち千葉県内社協からの参加者４３名） 

 内  容   

【１日目】 

（ア）開会式 

（イ）分科会 

第１分科会 テーマ「一人ひとりが輝く社協～職員が成長できる組織を考える～」 

第２分科会 （千葉県と長野県が運営を担当） 

テーマ「『社協×広報』の『強み』を考える！ 

～「伝わる」チラシをみんなでつくろう～」 

  第３分科会 テーマ「この分科会『社協×行政＝重層』だんべぇ～」 

第４分科会 テーマ「『社協と○○』連携誕生の秘訣 

～まず、やってみっぺ！こうすっぺ！～」 

  第５分科会 テーマ「あなたの“決める”をみんなで支える 

～意思決定支援を多様な立場から考える～」 

第６分科会 テーマ「災害ＶＣ・災害福祉支援の基盤は日常の地域福祉活動にあり！」 

【２日目】 

（ウ）記念講演 

  テ ー マ 「『つながり』から持続可能な地域を考える」 

  講  師  アンカンミンカン 富所 哲平 氏 

   （エ）分科会報告 

   （オ）閉会式（次回当番県挨拶：茨城県） 

   ク 令和７年度関東ブロック社協職員の会連絡会理事会（当番県：群馬県） 

期  日 令和８年１月２１日（水） 

       開催方法 オンライン開催 
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       人  数 ２２名（千葉社協職員連絡協議会からは会長、事務局２名が出席） 

     内  容 

（ア）令和７年度関東ブロック社協職員の会連絡会事業報告・決算及び令和８年度事業 

計画・予算（案）について 

（イ）第６０回関ブロ合同研（群馬大会）の報告について 

（ウ）第６１回関ブロ合同研（茨城大会）について 

 

（４）市町村地域福祉担当課長・市町村社協事務局長合同会議の開催 

     期  日  令和７年５月２８日（水） 

     開催方法  オンライン開催 

     人  数  ９３アカウント（４７市町村、４６市町村社協） 

     内  容 

ア 講  演 「地域共生社会の実現に向けた包括的な支援体制の整備について」 

厚生労働省社会・援護局地域福祉課 地域共生社会推進室 

室長 南 孝徳  氏 

   イ 行政説明 「令和７年度千葉県における地域福祉関係予算及び関連施策」 

千葉県健康福祉部健康福祉指導課 地域福祉推進班 

  班長 菅沼 秀樹 氏 

   ウ 社協説明 「地域福祉推進に向けた課題と社協活動の方向性について」 

           千葉県社会福祉協議会 事務局次長兼総務部長 鈴木 鉄也 

  

（５）市町村社協が主催する会議・研修会等への職員派遣 

開催期日 派遣先 内 容 ・ 対象者等 

令和７年７月１７日（木） 八街市社協 
地区社協会長・福祉活動推進委員・地区担当職員合同

研修会 

９月 ４日（木） 四街道市社協 第１回東部都市社協事務研究会 

令和８年３月 ６日（金） 南房総市社協 
印旛ブロック内市町社会福祉協議会会長・事務局長

会議 

 

（６）全国社会福祉協議会、関東ブロック等が主催する会議・研修会等への出席 

開催期日 派遣先 内 容 ・ 対象者等 

令和７年５月１５日（木） 

～１６日（金） 
全社協 都道府県・指定都市社会福祉協議会部・課・所長会議 

７月１６日（水） 埼玉県社協 
春季関東甲信越静ブロック都県・指定都市社会福祉協

議会 組織・ボランティア業務担当 部・課長会議 

９月 ４日（木） 

～ ５日（金） 
北海道内 

第９４回全国民生委員児童委員大会 

（地域福祉推進部、福祉資金部から出席） 

９月２６日（金） オンライン 中期経営計画策定セミナー 

１１月１７日（月） 

  ～１８日（火） 
埼玉県社協 

秋季関東甲信越静ブロック都県・指定都市社会福祉協

議会 組織・ボランティア業務担当者研究協議会 
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３ 「互いに支え合い安心して暮らせる地域社会」の構築を目指した地域福祉フォーラムの取組の

推進 

第四次千葉県地域福祉支援計画に基づき、基本福祉圏（市町村域）及び小域福祉圏（小学校

区又は中学校区）における地域福祉フォーラムの設置促進（助成金の交付含む）を行うととも

に、設置済みの小域地域福祉フォーラムに対する再助成により活動支援を行った。また、地域

福祉ちば県民会議（千葉県地域福祉フォーラム）、千葉県地域福祉フォーラムシンポジウムを

開催し、地域福祉・地域づくり活動の普及促進を図った。 

（１）地域福祉フォーラムの推進 

   ア 千葉県地域福祉フォーラム（地域福祉ちば県民会議）の開催 

     期  日：令和７年 1０月２７日(月) 

出席者数：２６名(団体数：２１団体) 

場  所  千葉県社会福祉センター３階大会議室 

テ ー マ  地域共生社会の実現に向けて 

内  容 

（ア）事務局説明 「地域福祉フォーラムについて」 

（イ）話題提供Ⅰ 「地域福祉フォーラム事業を活用した、高齢者の『おしゃべりの 

会』と子育て中の親子の『子育てひろば』の立ち上げ・推進の 

取り組みについて」 

習志野市社会福祉協議会津田沼北部支部 副支部長  

山下 雅子 氏 

      話題提供Ⅱ 「地域の関係団体等と連携した、多世代を対象とする『鴨川市地域 

防災フォーラム』の取り組みについて」 

鴨川市社会福祉協議会 主任福祉活動専門員 髙橋 徹  氏 

話題提供Ⅲ 「eスポーツを活用した、高齢者間の交流および高齢者と小中学生 

などの多世代交流推進について」 

ベイシニア浦安 会長 相原 勇二 氏 

（ウ）意見交換・情報交換 

   イ 千葉県地域福祉フォーラム幹事会の開催 

    （第１回） 

     期  日  令和７年７月２４日(木) 

開催方法  オンライン開催 

出席者数  ７名 

内  容 

（ア）令和７年度地域福祉ちば県民会議の日程・開催方法・内容について 

（イ）令和７年度地域福祉フォーラムシンポジウムの日程・開催方法について 

    （第２回） 

     期  日  令和７年１０月２７日(月) 

場  所  千葉県社会福祉センター３階大会議室 

出席者数  ８名 

内  容 

     （ア）千葉県地域福祉フォーラムシンポジウムの内容について 

   （第３回） 

     期  日  令和８年３月６日（金） 

開催方法  オンライン開催 
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出席者数  ８名 

内  容 

（ア）令和７年度千葉県地域福祉フォーラムシンポジウムの振り返り 

（イ）令和８年度事業計画（案）について 

（ウ）令和８年度地域福祉フォーラム設置支援事業及び活動支援事業募集要項について 

ウ 千葉県地域福祉フォーラムシンポジウムの開催 

     テ ー マ 「地域共生社会の実現に向けた取組み」 

     期  日  令和８年２月９日（月） 

     開催方法  千葉県社会福祉センター２階会議室Ａ・Ｂ及びオンライン配信 

     参加者数  会場４８名、オンライン１０２アカウント 

    内  容 

     （ア）シンポジウム導入説明 

        講師  国際医療福祉大学大学院 医療福祉分野責任者 教授 小林 雅彦 氏 

     （イ）シンポジウム 

＜発表テーマ・シンポジスト＞ 

ａ 「地域住民のニーズに応えた、高齢者の『おしゃべりの会』と子育て中の親子の 

『子育てひろば』の立ち上げ・推進の取り組みについて」 

習志野市社会福祉協議会津田沼北部支部 副支部長 山下 雅子 氏 

ｂ 「法人が目指す『芋づる式地域共生社会』の実現に向けた取り組みに関する障害者 

支援施設等と地域との関わりの例について」 

社会福祉法人清郷会 常務理事 三橋 郷留 氏 

ｃ 「eスポーツを活用した、高齢者間の交流および高齢者と小中学生などの多世代 

交流推進や、活動の地域への広がりについて」 

ベイシニア浦安 会長 相原 勇二 氏 

ｄ 「『地域防災』をテーマに多世代の地域住民を対象とする『地域防災フォーラム』を 

開催するなどの、地域の関係団体等とつながった参画・連携・協働の取り組みに 

ついて」 

   鴨川市社会福祉協議会 主任福祉活動専門員 髙橋 徹 氏 

＜コーディネーター＞ 

        国際医療福祉大学大学院 医療福祉学分野責任者 教授 小林 雅彦 氏 

     （ウ）質疑応答、まとめ 

     （エ）事務局説明 「地域福祉フォーラム設置支援事業助成金について」 

 

（２）地域福祉フォーラムの設置・活動支援 

千葉県地域ぐるみ福祉振興基金による助成を行うとともに、本会ホームページに地域福祉フ

ォーラムの設置状況の情報を掲載・更新したほか、本会広報紙「福祉ちば」を通じて広報啓発

を行った。 

ア 地域福祉フォーラム新規設置状況（新規助成実績） 

 H17～25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 合計 

年度総計 304 18 21 7 5 13 8 3 4 3 5 5 4 400 

 基本 24 1 1 2 3 2 0 2 0 1 0 2 0 38 

 小域 280 17 20 5 2 11 8 1 4 2 5 3 4 362 
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イ 小域地域福祉フォーラム再助成活用状況（新規助成実績）※令和３年度から実施 
 H17～25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 合計 

 小域 － － － － － － － － 12 1 9 9 6 37 

 ウ 活動事例の紹介 

（ア）「福祉ちば２０５号」：船橋市本中山地区社会福祉協議会による活動 

（イ）「福祉ちば２０６号」：横芝光町東陽地区社会福祉協議会による活動 

（イ）「福祉ちば２０７号」：松戸市明第２西地区社会福祉協議会による活動 

 

（３）地域福祉フォーラム設置促進に向けた個別訪問等の実施（職員派遣） 

開催期日 派遣先 内  容 ・ 対象者等 

令和７年７月１５日（火） 船橋市社会福祉協議会 たすけあいの会ネットワーク情報交換会 

 

４ 高齢者の生きがいと健康づくりの推進（明るい長寿社会づくり推進機構事業の推進） 

（１）全国健康福祉祭（ねんりんピック）への選手派遣 

内  容  高齢者のスポーツ・文化の祭典として開催される「第３７回全国健康福祉祭 

ぎふ大会（ねんりんピック岐阜２０２５）」に千葉県選手団を派遣した。参加対 

象者は６０歳以上（原則、千葉市在住者を除く）。 

会  期  令和７年１０月１８日(土)～１０月２１日(火) 

※選手団の出発は前日１０月１７日（金）「ＪＲ東京駅集合－ＪＲ岐阜羽島駅」 

会  場   岐阜県内（２４市町村で開催） 

参加選手数  １３８名（内訳：男性９５名、女性４３名、平均年齢７１．４歳） 

その他参加  団長・副団長各１名、本部員７名 

区分 千葉県選手団の参加種目 

スポーツ交流大会（９種目） 
卓球、テニス、ソフトテニス、ソフトボール、ペタンク、ゴルフ、

マラソン、弓道、剣道 

ふれあいスポーツ交流大会 

（１０種目） 

グラウンド・ゴルフ、ラグビーフットボール、ソフトバレーボー

ル、ウォークラリー、太極拳、ダンススポーツ、ディスクゴルフ、

インディアカ、スポーツウエルネス吹矢、パドルテニス 

文化交流大会（３種目） 囲碁、将棋、健康マージャン 

美術展 
千葉県老人クラブ連合会の推薦により、日本画１点、洋画２点、

彫刻２点、工芸２点、書２点、写真１点を出展（計１０点） 

 

（２）ねんりんピック関連事業 

ア 全国健康福祉祭担当係長会議への出席 

     期  日  令和７年５月１５日（木）～１６（金） ※現地視察含む 

     会  場  じゅうろくプラザ（岐阜県岐阜市） 

イ 令和７年度全国健康福祉祭参加選手等選考委員会の開催 

   期  日  令和７年６月６日（金） 

   会  場  千葉県社会福祉センター３階中会議室２ 

  ウ 全国健康福祉祭ぎふ大会千葉県選手団結団式・説明会の開催 

     期  日  令和７年１０月１日（水） 

     会  場  千葉県社会福祉センター２階研修室Ａ・Ｂ 

     参加選手数 ８９名（その他県関係者、本会役職員） 

  エ 地域福祉・ボランティア活動に関するアンケート調査の実施 

     期  日  令和７年４月～５月 
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     対 象 者  第３７回全国健康福祉祭ぎふ大会参加希望者 

           ２３６名中８１名が回答（回答率３４．３％） 

 

（３）千葉県社会福祉協議会明るい長寿社会づくり推進機構運営協議会の開催 

     期  日  令和８年３月５日（木） 

     開催方法  オンライン開催 

人  数  ７名 

     内  容 

    ア 令和７年度千葉県社会福祉協議会明るい長寿社会づくり推進事業実績及び事業決算見込 

について 

    イ 令和８年度千葉県社会福祉協議会明るい長寿社会づくり推進事業計画（案）及び事業

予算（案）について 

 

（４）全国明るい長寿社会づくり推進機構連絡協議会への出席 

ア 全国明るい長寿社会づくり推進機構連絡協議会総会（年２回）への出席 

     期  日  令和７年６月３０日（月）、令和８年２月２５日（水） 

     出席方法  オンライン出席 

  イ 全国明るい長寿社会づくり推進機構連絡協議会関東甲信越ブロック会議（当番県：長野県） 

への出席 

     期  日  令和８年１月３０日（金） 

     会  場  ホテルメトロポリタン長野 ３階「黒姫」 

 

（５）指導者育成事業（高齢者指導者研修会派遣事業） 

    研 修 名 「市民の参加と協働を進めるコーディネーション研究集会」への参加 

期  日  令和８年２月２１日（土）～２２日（日） 

     会  場  至学館大学 

     参加者数  １名 

 

（６）仲間づくり支援事業（地域活動情報提供事業） 

  ア 「ちばスマイルナビ」による発信 

   高齢者等の社会参加や仲間づくりのきっかけ・機会を提供するため、県内で活動するシニ

アサークル、ボランティア団体、ＮＰＯ法人等の活動情報を本会ホームページ中の「ちばス

マイルナビ」で発信した。 

【ホームページ掲載団体数】 

シニアサークル １３ 

ボランティア団体 ２，１９６ 

 

５ 県域ネットワーク組織としての結集機能・政策提言機能の強化 

（１）千葉県介護保険関係団体協議会活動への支援 

介護保険制度に係わるサービスの質の向上と正しい知識の普及に努め、千葉県における介護

保険制度の発展に資することを目的に、関係２２団体の会員で構成される協議会の事務局機能

を担うとともに必要な支援を行った。  
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会議名（場所） 期日 出席者 内  容 

総 会 

（千葉県社会福祉センター 

３階中会議室１） 

令和7年 

6月23日

（月） 

20団体 ○令和 6年度事業報告について 

○令和 6年度決算について 

○令和 7年度事業計画（案)について 

○令和 7年度予算(案)について 

第１回幹事会 

（千葉県社会福祉センター 

３階中会議室１） 

6月23日

（月） 

18団体 ○令和 7年度総会報告 

○行政説明「千葉県における今後の介護保険施

策について」 

説明者 千葉県健康福祉部高齢者福祉課 

 副課長 佐藤 克彦 氏 

○意見交換・情報交換 

○令和 7年度研修会の実施について 

研修会 

（オンライン開催） 

11月7日

（金） 

当日参加

87アカウ

ント 

動画視聴

129回 

○講演「介護・医療従事者が気を付けるべきACP

の視点」 

講師 筑波大学 医学医療系  

緩和医療学分野 木澤 義之 氏 

○実践報告「千葉県訪問看護ステーション協会

の取り組み」 

報告者 千葉県訪問看護ステーション協会 

佐藤 恵美子 氏 

○行政説明「訪問介護等サービス提供体制確保

支援事業について」 

説明者 千葉県健康福祉部高齢者福祉課 

 介護事業者指導班班長  

和田 昭浩 氏 

アンケート調査 令和8年

2月18日

（水） 

21団体 〇千葉県介護保険関係団体協議会 

アンケート調査 

第 2回幹事会 

（オンライン開催） 

令和8年 

3月19日

（木） 

15団体 ○令和７年度事業報告及び決算について 

○令和８年度事業計画案及び予算案について 

○今後の千葉県介護保険関係団体協議会のあ

り方について 

○令和８年度総会について 
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＜２＞ボランティア・市民活動センター 

１ 地域共生社会の基盤づくりを目指したボランティア・市民活動の推進 

（１）運営委員会の開催（予定） 

期  日  令和８年３月１０日（火） 

開催方法  オンライン開催 

出席者数  １７名 

議  題 

ア 令和７年度千葉県ボランティア・市民活動センター事業実施状況について 

イ 令和８年度千葉県ボランティア・市民活動センター事業計画（案）について 

 

（２）情報の収集・発信  

ア ボランティア･市民活動データブックの発行 

    発 行 月   令和８年３月 

    発行部数  ７００部 

配 布 先  千葉県内市町村社会福祉協議会、市民活動支援センター、 

市町村ボランティア担当部課、その他関係団体 等 

イ ボランティア・市民活動機関紙「エールちば」の掲載（広報紙「福祉ちば」内） 

発行回数  年３回（令和７年８月、１１月、令和８年２月） 

発行部数  各１７，０００部 

配 布 先  千葉県内市町村社会福祉協議会、市民活動支援センター、ボランティア、 

ＮＰＯ、一般県民等 

 

（３）ボランティア・市民活動推進のための資材機材の貸出 

ア 視聴覚ライブラリー（ＤＶＤ）の貸出   ４回 

イ 資材機材（プロジェクター、マイク・アンプセット、スクリーン）の貸出 １１回 

ウ 高齢者等擬似体験用具貸出 ３７回 

（内訳：シニアポーズ２１体、エルダートライ３７体、白杖２７本、アイマスク３７枚、 

車椅子４３台、妊婦体験８体） 

 

（４）民間助成事業等の活用促進 

ア ボランティア･市民活動団体に対する助成（千葉県地域ぐるみ福祉振興基金） 

    千葉県ボランティア連絡協議会へ助成 

イ 地域福祉、ボランティア・市民活動関係助成事業の活用促進及び紹介 

  （ア）民間助成の活用促進 

ａ 株式会社ツルハホールディングス及びクラシエホールディングス株式会社による車 

いす寄贈に関する協力（寄贈先の推薦） 

    ｂ 「２４時間テレビ」福祉車両贈呈事業に関する協力（県内から申請のあった団体の 

審査及び推薦） 

    ｃ 生命保険協会千葉県協会による各種寄贈に関する協力（寄贈先の推薦） 

（ａ）福祉巡回車寄贈 
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     （ｂ）高齢者・健康関連の取り組み支援団体への助成 

（ｃ）障害者支援団体への助成 

（ｄ）子ども食堂への助成 

ｄ 千葉県ゴルフ協会による車両の贈呈に関する協力（贈呈先の推薦） 

（イ）各助成機関・団体による助成事業を市町村社協並びに本会ウェブサイトに紹介 

 

（５）ボランティア保険加入の促進 

ア 加入手続き合計            １８７件（１６，５５１名） 

＜内訳＞ （ア）ボランティア活動保険    ８６件（ ２，２５２名） 

（イ）ボランティア行事用保険   ８７件（１３，３５３名） 

（ウ）福祉サービス総合補償      １０件（     ６３６名） 

（エ）送迎サービス補償        ４件（    ３１０名） 

 

（６）市町村社会福祉協議会地域福祉・ボランティア担当者研修会の開催 

   期  日  令和８年１月２０日（火） 

   会  場  千葉県社会福祉センター 中会議室２ 

   参加者数  １９名 

   内  容 

   （ア）講 義 「地域住民との関わりにおいて重要な視点」 

      講 師 淑徳大学 総合福祉学部 教授 菅野 道生 氏 

   （イ）実践発表「事例から学ぶ、地域への働きかけのポイント」 

     発表者 市川市社会福祉協議会 地域づくり担当室 室長 菊地 薫 氏           

富里市社会福祉協議会 地域福祉班 班長 朝倉 淳一 氏 

      コーディネーター 淑徳大学 総合福祉学部 教授 菅野 道生 氏 

    （ウ）グループディスカッション 

「地域住民へのアプローチ方法や会議の進め方を考える」 

 

（７）ボランティアコーディネーター研修会の開催 

  ア 基礎編 

期  日  令和７年１０月２９日（水） 

    開催方法  オンライン開催 

    参加者数  ２７名 

    内  容 

（ア）講 義  

内 容 ボランティア活動の特性 

ボランティア活動の強み、弱み 

ボランティアコーディネーションの必要性 

ボランティアコーディネーターの役割 

  講 師 特定非営利活動法人日本ボランティアコーディネーター協会 

運営委員 唐木 理恵子 氏 
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（イ）演 習 

テーマ 業務上の課題の共有と解決策を考える 

講 師 特定非営利活動法人日本ボランティアコーディネーター協会 

運営委員 唐木 理恵子 氏 

  イ 災害編 

    ※市町村災害ボランティアセンター運営スタッフ研修の開催と合同開催 

 

（８）ボランティアリーダー研修の開催 

開催方法  ・研修名を「地域福祉支え合い・助け合い推進講座」として開催 

・開催地の市町村社会福祉協議会の協力により開催 

講  師  作新学院大学女子短期大学部幼児教育科 教授 坪井 真 氏 

 期  日 （第１回）令和７年 ９月１８日（木） 協力：富里市社会福祉協議会 

（第２回）令和７年１１月１４日（金） 協力：浦安市社会福祉協議会 

（第３回）令和８年 １月 ９日（金） 協力：流山市社会福祉協議会 

（第４回）令和８年 ２月 ２日（月） 協力：木更津市社会福祉協議会 

（第５回）令和８年 ２月 ３日（火） 協力：富津市社会福祉協議会 

受講者総数  計１７４名 

 

（９）大学・短大・専門学校の学生ボランティア、大学等担当教職員、市町村社協職員向けセミナ

ー等の開催 

    期  日  令和８年３月２３日（月） 

    開催方法  オンライン開催 

    参加人数  ３０名 

    内  容 

ア 講  義  

テーマ「大学生の価値観の変化とボランティア参加の傾向」 

 講 師 淑徳大学 総合福祉学部 社会福祉学科 教授 菅野 道生 氏 

      いわて学生ボランティアネットワーク 川原 直也 氏 

イ 実践報告 

テーマ「学生のリアルな声から考える～「はじめの一歩」と「続くボランティア」～」 

報告者 淑徳大学 経営学部経営学科 ４年 桑折 奏斗 氏 

 

（10）シニアリーダー育成支援（全国研修会等への派遣事業） 

     研 修 名 「市民の参加と協働を進めるコーディネーション研究集会」への派遣 

     期  日  令和８年２月２１日（土）～２２日（日） 

      参加者数  １名 
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（11）仲間づくり支援事業（地域活動情報提供事業） 

    ア 「ちばスマイルナビ」による発信 

     高齢者等の社会参加や仲間づくりのきっかけ・機会を提供するため、県内で活動する

シニアサークル、ボランティア団体、ＮＰＯ法人等の活動情報を本会ホームページ中

の「ちばスマイルナビ」で発信した。 

【ホームページ掲載団体数】 

シニアサークル １２ 

ボランティア団体 ２，１９６ 

 

（12）千葉県ボランティア連絡協議会活動の推進 

千葉県ボランティア連絡協議会（加入２２団体）の運営費を補助するとともに事務局を担い、

会の運営や事業の推進を支援した。 

行事名 期日・場所 人数 内 容 

運営委員会

（総会） 
5月 26日（水） 14名 

・令和６年度事業報告・決算報告について 

・令和７年度事業計画（案）・予算（案）について 

会長会議 

12月 16日（火） 

ホテルポートプ

ラザちば 

12名 

・地域別（長生地区）ボランティア研修会について 

・第４５回ボランティアの集いについて 

・情報交換 

地域別（東

葛地区）ボ

ランティア

研修会 

10月 8日（水） 

市川市八幡市民

交流館 

38名 

テーマ「ボランティア活動 

次世代を担う学生にどう繋ぐ」 

○講演「学生のボランティア活動と地域活動への参

画」 

講師 千葉商科大学 人間社会学部 

   准教授 小口 広太 氏 

※実行委員会を２回開催（7月 29日、9月 24日） 

地域別（長

生地区）ボ

ランティア

研修会 

令和 8年 

2月 24日（火） 

一宮町中央公民

館 

67名 

テーマ「認知症の予防と備え」 

～予防のための運動コグニサイズ～ 

○講演・予防体操 

講師 城西国際大学 健康科学研究科 

教授 竹内 弥彦 氏 

※実行委員会を 1回開催（1月 29日） 

第 45回 

千葉県ボラ

ンティアの

集い 

（県社協共

催事業） 

 

令和 8年 

1月 12日（月）

～13日（火） 

蓮沼ガーデンハ

ウス「マリー

ノ」 

51名 

テーマ「地域共生社会とボランティア活動」 

～それぞれの役割の中で～ 

講演①「地域活動で地域丸ごと健康に」  

～社会とのつながり講座～ 

講師 東京都健康長寿医療センター研究所 

社会参加とヘルシーエイジング研究チーム

専門副部長 桜井 良太 氏 

講演②「予防体操（コグニサイズ）」 

 講師 城西国際大学 健康科学研究科 

教授 竹内 弥彦 氏 

コンサート NPO生き方応援団ララ  

理事長 山田 賢明 氏 

※実行委員会を 2回開催 

（9月 19日､11月 11日） 
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（13）千葉県おもちゃ図書館連絡会活動の推進 

千葉県おもちゃ図書館連絡会（加入１７団体）の事務局を担い、運営を支援した。 

行事名 期日・場所 人数 内 容 

総 会 

5月 27日（火） 

千葉県社会福祉

センター 

12団体 

17名 

・令和 6年度事業報告・決算報告について 

・令和 7年度事業計画（案）・予算（案）につい 

 て 

・令和 7年度役員改選について 

・会則改訂（案） 

役員会 

8月 8日（金） 

千葉県社会福祉

センター 

3団体 

5名 

・令和７年度千葉県共同募金会助成の研修会に

ついて  

・令和７年度第２回役員会について  

・令和７年度第２回定例会について  

・令和８年度千葉県共同募金会助成の研修会に

ついて  

・その他 

研修会 

10月 7日（金） 

社会福祉法人め

だかすとりぃむ 

9団体 

25名 

・手作りパン工房＆木工房「すいーつばたけ」 

施設見学 

定例会 

5月 27日（火） 

千葉県社会福祉

センター 

11団体 

14名 

・令和 7年度研修会について 

・令和 8年度研修会について 

令和 8年 

1月 27日（火） 

千葉県社会福祉

センター 

8団体 

10名 

・令和８年度千葉県おもちゃ図書館連絡会総会

及び第１回定例会開催日等について  

・令和８年度千葉県おもちゃ図書館連絡会研修

会について  

・令和７年度事業報告（案）について  

・令和７年度決算報告（案）について  

・令和８年度事業計画（案）について  

・令和８年度予算（案）について  

・令和９年度千葉県おもちゃ図書館連絡会研修

会について  

・その他  

・各おもちゃ図書館の現況 

おもちゃの

図書館全国

連絡会への

参加 

令和 8年 

3月 4日（水） 

オンライン 

2名 

〇全国連絡会からの報告  

・２０２６年度の事業計画について  

・２０２６年度助成金や図書・おもちゃの配布情

報  

〇各連絡会の活動報告ならびに情報交換 

広報紙の 

発行 

9月（第 102号） 

1月（第 103号）

発行 

22か所 
・役員紹介 

・研修会の報告 他 
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（14）千葉県たすけあい協議会活動の推進 

千葉県たすけあい協議会（会員２９団体）の事務局を担い、会の運営を支援した。 

行事名 期日・場所 人数 内 容 

総 会 

6月 21日（土） 

千葉県社会福祉

センター 

24名 

・令和 6年度事業報告・決算報告について 

・令和 7年度事業計画（案）・予算（案）につい 

 て 

役員会 5回開催   

コーディネ

ーター研修

会 

9月 20日（土） 

千葉県社会福祉

センター 

19名 

○事例検討会 

コーディネーター 

全国社会福祉協議会中央福祉学院 

主任教授 山下 興一郎 氏 

ブロック研

修 

山武・印旛 

10月 20日（月） 

コミュニティ喫

茶欅 

10名 サロン・カフェの準備見学と懇談会 

京葉 

12月 13日（土） 

千葉市美浜保健

福祉センター 

6名 参加団体との意見交換、交流会 

県南 

2月 7日（土） 

NPOたんぽぽの会 

30名 参加団体との意見交換、交流会 

広報紙の 

発行 

9月（第 67号）・

3月（第 68号）

発行 

450部 
広報紙「たすけあいちば」 

・研修会の報告、会員団体の紹介 ほか 

 

（15）市民活動推進に向けたＮＰＯ等との連携強化 

 ア 県環境生活部県民生活課が事務局の千葉県市民活動支援組織ネットワーク会議及び幹事会 

に参画し、市民活動推進機関との連携を強化した。 

（ア）第１回幹事会 

   期  日 令和７年７月２９日（火） 

   会  場 千葉県庁本庁舎 2階 県民活動情報オフィス 

  （イ）第２回千葉県市民活動支援組織ネットワーク会議 

     期  日 令和７年１２月３日（水） 

     会  場 千葉市文化センター９階ⅡⅢⅣ 

（ウ）第３回千葉県市民活動支援組織ネットワーク会議 

     期  日 令和８年２月９日（月） 

     会  場 千葉市文化センター９階ⅡⅢⅣ 

イ ＮＰＯクラブの理事として中間支援組織の活動を行う同団体の運営を支援した。 

（ア）第２５回定期総会・講演会 

   期  日 令和７年６月１４日（土） 

   会  場 幕張公民館 ２階講習室 
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  （イ）第２回理事会 

   期  日 令和７年９月１８日（木） 

    開催方法 オンライン（Zoom） 

 

（ウ）第４回理事会 

   期  日 令和８年３月１９日（木） 

    開催方法 オンライン（Zoom） 

 

２ 地域に根ざした地域ぐるみによる福祉教育の展開 

（１）福祉教育推進指定校状況（※千葉県が指定） 

小中高別 
指定年度 

公私立別 

令和 

５年度 

令和 

６年度 

令和 

７年度 
合 計 

小学校 
公立 9校 7校 8校 24校 

私立 1校 1校 １校 3校 

中学校 
公立 5校 5校 5校 15校 

私立 1校 1校 1校 3校 

高等学校 
公立 5校 5校 4校 14校 

私立 1校 1校 1校 3校 

合  計 22校 20校 20校 62校 

（２）福祉教育推進団体の指定（※本会が指定） 

   ア 南行徳地区社会福祉協議会（市川市） 

イ 西原地区社会福祉協議会（柏市） 

ウ 栄町社会福祉協議会（栄町） 

エ 老川地区地域ぐるみ社会福祉協議会（大多喜町） 

オ 西畑地区地域ぐるみ社会福祉協議会（大多喜町） 

カ 総元地区地域ぐるみ社会福祉協議会（大多喜町） 

キ 大多喜地区地域ぐるみ社会福祉協議会（大多喜町） 

ク 上瀑地区地域ぐるみ社会福祉協議会（大多喜町） 

ケ 市原地区社会福祉協議会（市原市） 

 

（３）千葉県福祉教育推進連絡会議の開催 

（第１回） 

    期  日  令和７年７月７日（月） 

    場  所  千葉県社会福祉センター３階研修室Ｄ 

    出席者数 １７名 

    協議・報告事項 

 ア 千葉県における福祉教育の取り組みについて 

イ 令和７年度千葉県福祉教育推進員養成研修について 
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ウ 令和７年度福祉教育推進パッケージの進め方研修について 

エ 令和７年度千葉県福祉教育推進員養成研修について 

オ 令和７年度千葉県福祉教育研究大について 

カ パッケージ指定に関する実態調査について 

（第２回） 

    期  日  令和７年１２月１０日（水） 

場  所  千葉県社会福祉センター３階研修室Ⅾ 

    出席者数  １４名 

    報告事項 

 ア 令和７年度千葉県福祉教育推進員養成研修及び千葉県福祉教育研究大会の実施状況 

及びアンケート結果について 

イ パッケージ指定に関するアンケート調査について 

（第３回） 

    期  日  令和８年３月２６日（木） 

場  所  千葉県社会福祉センター３階 大会議室 

    出席者数  １６名 

    協議・報告事項 

   ア 令和７年度事業について 

イ 令和８年度指定福祉教育推進校（予定）について 

ウ 令和８年度事業について千葉県福祉教育推進員養成研修および福祉教育研究大会    

について 

エ 今後の福祉教育の進め方の検討について 

オ その他 

 

（４）千葉県福祉教育推進関係者会議の開催 

    期  日  令和７年４月２３日（水） 

    場  所  千葉県社会福祉センター２階研修室Ａ・Ｂ 

参加者数  １１５名 

内  容  事業説明 

  ア 説明Ⅰ 「学習指導要領における福祉・ボランティアに関する教育について」 

    説明者  千葉県教育庁教育振興部学習指導課 指導主事 飯田 李恵 氏 

  イ 説明Ⅲ 「千葉県における福祉教育の取り組みについて」 

説明者  千葉県社会福祉協議会 ボランティアセンター・市民活動センター 

 

（５）福祉教育推進指定校、福祉教育推進指定団体への補助・助成 

  ア 福祉教育推進指定校 

補 助 額   １校あたり７０千円以内 

対象校数   ６２校（令和５年度～令和７年度指定） 

  イ 福祉教育推進指定団体 

助 成 額   １団体あたり１００千円（１指定地区内に複数団体ある場合は按分） 
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対象団体数  ２３団体（令和５年度～令和７年度指定） 

 

（６）千葉県福祉教育推進員養成研修（５日間のプログラム）の実施 

ア ファーストステップ 

 期  日  令和７年４月２３日（水） 

 場  所  千葉県社会福祉センター２階 研修室Ａ・Ｂ 

参加者数  １１５名 

内  容 

（ア）講  義 「福祉教育概論」 

  講  師  順天堂大学スポーツ健康科学部先任准教授 松山 毅 氏 

（イ）実践報告 「福祉教育実践報告」 

報 告 者  山武市立緑海小学校 教頭 行木 祐透 氏 

東庄町立東庄中学校 教諭 竹重 汐音 氏 

千葉県立津田沼高等学校 教頭 髙梨 禎史 氏 

君津東地区社会福祉協議会 副会長 磯部 泰治 氏 

君津市社会福祉協議会 主事 八田 里夏 氏 

コメンテーター 

順天堂大学 スポーツ健康科学部 先任准教授 松山 毅 氏 

（ウ）新規パッケージ指定関係者打ち合わせ 

イ セカンドステップ 

    期  日  ７月２２日（火）から８月２９日（金）まで 

    開催方法  オンデマンド（動画）配信 

視聴者数  ５５名 

    内  容 

実践発表 「福祉教育の進め方」 

発 表 者  鴨川市社会福祉協議会 副主任 吉田 華子 氏 

日本赤十字社千葉県支部 事業部 救護福祉課  

社会福祉法人東京栄和会 うらやす和楽苑生活課長 足立 昌紀 氏 

キャラバン隊『空』 代表 平野 緑 氏  

コーディネーター 

市川市社会福祉協議会 事務局次長 川名 成和 氏 

順天堂大学 スポーツ健康科学部 先任准教授 松山 毅 氏 

  ウ サードステップ 

    期  日  令和７年７月３０日（水） 

    場  所  千葉県社会福祉センター２階 研修室Ｃ 

参加者数  ３９名 

 内  容 

（ア）講 義 「福祉教育プログラムを学び、体験する」 

     講 師  墨田区立菊川小学校 主任教諭 坂本 晃一 氏 

  エ 千葉県福祉教育研究大会 

    期  日  令和７年８月１９日（火） 
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    場  所  千葉県社会福祉センター２階研修室Ａ・Ｂ、センター内各研修室 

及び各会議室 

参加者数  １９２名 

    内  容 

（ア）基調講演 「医学モデル」から「社会モデル」への転換 〜合理的配慮を考える〜」 

講 師   桜美林大学 健康福祉学群 社会福祉学専攻 准教授 谷内 孝行 

（イ）実践発表・研究協議（６会場に分かれて実施） 

「指定３年目の福祉教育推進校及び推進団体の実践発表・研究協議」 

     実践発表①浦安市パッケージ 

     実践発表②流山市パッケージ 

     実践発表③佐倉市パッケージ 

     実践発表④長生村パッケージ 

     実践発表⑤鴨川市パッケージ 

     実践発表⑥私立学校 

  オ ファイナルステップ 

    期  日  令和７年８月２２日（金） 

    開催方法  パッケージごとに地域で参集の上、オンライン開催 

    参加者数  ５９名 

    内  容 

演  習 「地域と学校での福祉教育について考える 

～学校・地域とのプログラムを考えよう～」 

    講  師  順天堂大学 スポーツ健康科学部 先任准教授 松山 毅 氏 

          淑徳大学 総合福祉学部 教授 菅野 道生 氏 

  カ 令和７年度修了者（令和７年度指定４日以上、その他３日以上参加）４０名 

※参加・視聴者数は延べ４６０名 

 

（７）千葉県福祉教育推進パッケージの進め方研修会の実施 

期  日  令和７年６月１７日（火） 

    開催方法  オンライン開催 

    参加者数  １９名 

    内  容 

（ア）講  義 「福祉教育推進パッケージの展開における市町村社協の役割」 

講  師 順天堂大学 スポーツ健康科学部 先任准教授 松山 毅 氏 

    （イ）実践発表 

発 表 者 佐倉市社会福祉協議会 地域福祉推進グループ 

グループリーダー 髙橋 将紀 氏 

習志野市社会福祉協議会 地域福祉推進課  

地域支援係 係長 栃木 綾子 氏 

コーディネーター 市川市社会福祉協議会  事務局次長 川名 成和 氏 
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（８）市町村社会福祉協議会、学校等への福祉教育事業訪問支援 

 開催期日 派遣先 内  容 ・ 対象者等 

5月 20日（火） 

10月 22日（水） 
浦安市 福祉教育関係者会議 

6月 9日（月） 栄町 栄町福祉教育推進連絡会議 

6月 25日（水） 市川市 福祉教育推進連絡会議 

6月 26日（木） 

9月 24日（水） 

2月 25日（水） 

柏市 西原地区福祉教育推進連絡会議 

7月 4日（金） 流山市 八木北地区福祉教育推進連絡会議 

7月 15日（火） 

11月 5日（水） 

12月 15日（月） 

市原市 市原地区福祉教育推進連絡会議 

   

（９）高校生介護等体験特別事業の実施 

高校生の社会福祉施設等での体験学習を通じて、青少年の社会福祉への理解と関心を高め、

福祉活動への参加促進を図ることを目的に、高等学校１校を３年間指定し、介護等体験事業等

を実施した。 

     指定校名  千葉県立小見川高等学校 

     指定期間  令和６年度～令和８年度 

 

（10）福祉教育推進活動報告書の作成 

３年間の指定が終了した福祉教育推進指定校及び推進指定団体が作成した指定期間中の活

動報告をまとめ、福祉教育推進指定校等に配布し、福祉教育活動の普及に努めた。 

    名  称  千葉県の福祉教育推進校・推進団体３か年の歩み（第４７集） 

     作成部数  １，０００部 

 

３ 市町村災害支援ボランティア活動を推進するための基盤強化 

（１）市町村社協との連携強化 

ア 市町村災害ボランティアセンター運営スタッフ研修の開催 

 （第 1回） 

 期  日  令和７年６月１３日（金） 

 場  所  千葉県社会福祉センター２階 研修室Ａ・Ｂ 

 参 加 者  ６２名 

 内  容 

（ア）講義 

   ①なぜ社協が災害支援活動に関わるのか 

②社協が災害時に担うべき役割 

   講師 

日本社会事業大学 大学院 福祉マネジメント研究科（専門職大学院） 

講師 北川 進 氏 
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（イ）石川県内の災害ボランティアセンターへ派遣された職員による活動報告 

報告者 

   ①千葉市社会福祉協議会 

    地域福祉推進課ボランティアセンター 主任主事 斎藤 孝一 氏 

 ②我孫子市社会福祉協議会 

    地域福祉係 主任主事 渋谷 萌 氏 

   ③館山市社会福祉協議会 

    事業係福祉相談班 主任 和泉 渚 氏 

   ④市川市社会福祉協議会 

総務課 主事 佐藤 駿太 氏 

   コーディネーター 

   日本社会事業大学 大学院 福祉マネジメント研究科（専門職大学院） 

講師 北川 進 氏 

（ウ）グループ討議・討議結果報告 

   コーディネーター 

   日本社会事業大学 大学院 福祉マネジメント研究科（専門職大学院） 

講師 北川 進 氏 

 

   （第２回（１日目）） 

 期  日  令和７年１２月８日（月） 

 場  所  千葉県社会福祉センター２階 研修室Ａ・Ｂ 

 参 加 者  ５０名 

 内  容 

    （ア）講義・演習 

 ①被災者の生活フェーズの移行について 

       ②各フェーズにおける被災者ニーズ（必要な支援）について 

       ③各フェーズにおける被災地社協としての役割について 

 ④地域協働型の支援（地域協働型災害 VC）の必要性について 

       ⑤行政との連携について 

 ⑥地域支え合いセンターについて 

講師 

日本社会事業大学 大学院 福祉マネジメント研究科（専門職大学院） 

講師 北川 進 氏 

    （イ）講義 

       ①連携協働の必要性について 

講師 

       全国災害ボランティア支援団体ネットワーク（JVOAD） 

       事業部リーダー 神元 幸津江 氏 

災害支援ネットワークちば（CVOAD） 代表 加納 基成 氏 
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   （第２回（２日目）） 

期  日  令和７年１２月１６日（火） 

 場  所  千葉県経営者会館２０７研修室 

 参 加 者  ４７名 

 内  容 

    （ア）講義・演習 

       ①社協に求められる姿、理想的な災害 VCとは 

②社協に求められる姿、理想的な災害 VCを考える 

講師 

日本社会事業大学 大学院 福祉マネジメント研究科（専門職大学院） 

講師 北川 進 氏   

    （イ）実践報告 
       ①氷見市社会福祉協議会における災害支援活動について 

報告者 

富山県氷見市社会福祉協議会 事務局次長 森脇 俊二 氏 

（ウ）演習 

   ①改めて社協に求められる姿、理想的な災害 VCを考える 

    ②２日間のまとめ 

   講師 

日本社会事業大学 大学院 福祉マネジメント研究科（専門職大学院） 

講師 北川 進 氏   

イ ＩＣＴ導入及びＩＣＴを効果的に活用するための運営スタッフ向け研修の開催 

 期  日  令和７年９月１日（火） 

 場  所  千葉県社会福祉センター２階 研修室Ａ・Ｂ 

 参 加 者  １０１名 

 内  容 

（ア）説明 

   災害ＶＣ運営支援システムの使用方法について 

説明者 

   千葉県社会福祉協議会 地域福祉推進部 ボランティア・市民活動センター 

（イ）演習 

   災害ＶＣ運営支援システムを使用した災害ＶＣ運営 

※実際にシステムを用いた災害ＶＣ運営の体験 

 進行 

   千葉県社会福祉協議会 地域福祉推進部 

ボランティア・市民活動センター 
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ウ 市町村災害ボランティアセンター設置・運営訓練への協力、運営マニュアルの作成支援等 

№ 期 日 社協 場 所 事 業 名 
派遣

人数 

1 
5月 10日

（土） 

八街市社会福祉

協議会 
八街北小学校 

八街北地区社会福祉協議会三区合

同防災訓練 
2名 

2 
7月 17日

（木） 

白井市社会福祉

協議会 

白井市保健福祉

センター 

白井市「ボランティア交流会 防

災セミナー」 
1名 

3 
8月 26日

（火） 

茂原市社会福祉

協議会 

茂原市総合市民

センター 

災害ボランティアセンター運営訓

練 
1名 

4 
9月 6日 

（土） 

八街市社会福祉

協議会 

八街市総合保健

福祉センター 
法人研修 2名 

5 
10月 31日

（金） 

市川市社会福祉

協議会 

メディアパーク

市川 

市川市災害ボランティアセンター

運営訓練 
2名 

6 
11月 14日

（金） 

銚子市社会福祉

協議会 

銚子市保健福祉

センター 

銚子市災害ボランティアセンター

連絡調整会議研修会 
2名 

7 
11月 22日

（土） 

鴨川市社会福祉

協議会 

鴨川市総合保健

福祉会館 

災害ボランティアセンター立ち上

げ運営訓練 
1名 

8 
11月 23日

（日） 

木更津市社会福

祉協議会 

木更津市民総合

福祉会館 

災害ボランティアセンター設置運

営訓練 
1名 

9 
12月 2日

（火） 

白子町社会福祉

協議会 

白子町公民館会

議室 

白子町災害ボランティアセンター

立ち上げ訓練 
1名 

10 
1月 17日

（土） 

東庄町社会福祉

協議会 

東庄町オーシャ

ンプラザ 

災害ボランティアセンター立ち上

げ訓練 
1名 

11 
1月 20日

（火） 

君津市社会福祉

協議会 

君津市保健福祉

センター 

災害ボランティアセンター運営訓

練 
2名 

12 
1月 14日

（水） 

浦安市社会福祉

協議会 

浦安市総合福祉

センター 

災害ボランティアセンター運営連

携委員会 
1名 

13 
1月 23日

（金） 

市原市社会福祉

協議会 

市原市社会福祉

協議会 

災害ボランティアセンター設置運

営訓練事前勉強会 
1名 

14 
1月 24日

（土） 

鎌ケ谷市社会福

祉協議会 

総合福祉保健セ

ンター 

災害ボランティアセンター立ち上

げ・運営訓練にかかる運営支援シ

ステム研修会 

1名 

15 
1月 24日

（土） 

富里市社会福祉

協議会 

富里市福祉セン

ター 

災害ボランティアセンター立ち上

げ・運営訓練にかかる運営支援シ

ステム研修会 

1名 

16 
1月 28日

（水） 

松戸市社会福祉

協議会 

松戸市総合福祉

会館 

災害ボランティアセンター職員研

修 
1名 

17 
1月 30日

（金） 

佐倉市社会福祉

協議会 

佐倉市西部地域

福祉センター 

佐倉市災害ボランティアネットワ

ーク会議 
1名 
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18 
2月 3日

（火） 

四街道市社会福

祉協議会 

四街道市総合福

祉センター 

災害ボランティアセンター立ち上

げ・運営訓練にかかる運営支援シ

ステム研修会 

1名 

19 
2月 14日

（土） 

長生村社会福祉

協議会 

長生村総合福祉

センター 

災害ボランティアセンター運営ス

タッフ研修 
1名 

20 
3月 5日

（木） 

一宮町社会福祉

協議会 

一宮町社会福祉

センター 
災害ボランティアセンター研修会 1名 

21 
3月 7日

（土） 

浦安市社会福祉

協議会 

浦安市交通公

園・若潮公園 

災害ボランティアセンター運営訓

練 
1名 

22 
3月 11日 

（水） 

館山市社会福祉

協議会 

館山市役所４号

館 

災害ボランティアセンター運営シ

ステム操作研修 
1名 

エ 市町村社協による大規模災害時の先遣支援チームの検討 

   ※事務局長会専門委員会テーマ別会議にて検討 

  （第１回） 

期  日  令和７年１１月１９日（水）  

   会  場  千葉県社会福祉センター２階研修室Ｃ 

   出 席 者  １９名 

  （第２回） 

   期  日  令和７年１２月２５日（木）  

   開催方法  オンライン開催  

   出 席 者  ２２名 

（第３回） 

   期  日  令和８年１月２２日（木）  

   会  場  千葉県社会福祉センター３階中会議室１  

   出 席 者  ２０名 

オ 市町村ボランティアコーディネーター研修会（災害編）の開催（再掲） 

 

４ 千葉県災害ボランティアセンター運営のための支援 

（１）千葉県災害ボランティアセンター連絡会活動の推進 

  ア 千葉県災害ボランティアセンター立ち上げ訓練の実施 

    ※第４５回九都県市合同防災訓練（千葉県会場・館山市）と同時開催  

    ※雨天のため中止 

イ 広域災害ボランティアセンター機能検討会議の実施 

期  日  令和８年３月１３日（金）  

会  場  千葉県西部防災センター会議室  

出 席 者  １１団体２６名 

内  容  

  （ア）議 題  

ａ 広域災害ボランティアセンター機能について 
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ウ 千葉県災害ボランティアセンター連絡会議の開催 

  （第１回定例会）  

期  日  令和７年６月６日（金）  

   会  場  千葉県社会福祉センター３階研修室Ｄ  

   出 席 者  １４団体３０名  

   内  容  

   （ア）議 題  

     ａ 第４６回九都県市合同防災訓練（千葉県・館山市会場）について  

ｂ 千葉県災害ボランティアセンター設置・運営訓練の企画について  

ｃ 広域災害ボランティアセンターの在り方について  

  （第２回定例会）  

   期  日  令和７年９月３日（水）  

 開催方式  オンライン開催  

   出 席 者  １３団体２８名  

   内  容  

  （ア）議 題  

ａ 第４６回九都県市合同防災訓練（千葉県・館山市会場）における 災害ボランテ 

ィアセンター設置運営訓練について  

ｂ 災害対策基本法改正に伴う被災者援護協力団体の登録制度について  

ｃ 災害救助法の国庫負担に係る千葉県災害ボランティアセンター運営の委託契 

約について  

ｄ 広域災害ボランティアセンターに係る訓練の実施について  

  （第３回定例会） 

   期  日  令和８年３月１３日（金）  

   会  場  千葉県西部防災センター会議室  

出 席 者  １２団体２８名 

   内  容  

   （ア）議 題  

ａ 令和７年度千葉県災害ボランティアセンター連絡会活動報告について  

ｂ 令和８年度千葉県災害ボランティアセンター連絡会活動計画(案)について  

 

（２）千葉県災害ボランティアセンター用資機材備蓄倉庫の管理 

県内４か所（千葉市、柏市、鴨川市、匝瑳市）に設置してある倉庫内の資機材について、   

各１回点検作業を行った。 

 

（３）第４５回九都県市合同防災訓練（千葉県会場・館山市）への参加  

ア 全体会議への参加 ３回  

イ 部門別会議への参加 １回  

ウ 第４５回九都県市合同防災訓練（千葉県会場）事前訓練  

期  日  令和７年９月２１日（日）  
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会  場  館山市役所４号館駐車場  

  内  容  

（ア）情報伝達訓練   

（イ）災害ボランティアセンター設置・運営訓練  

エ 第４５回九都県市合同防災訓練（千葉県会場） ※雨天のため中止   

期  日  令和７年１０月２６日（日）  

会  場  館山市役所４号館駐車場  

 

（４）災害支援ネットワークちば（ＣＶＯＡＤ）との連携並びに災害時の「三者連携」の推進 

 県やＣＶＯＡＤが開催した三者連携推進のための会議及び訓練等への出席を通じて連携の

推進を図った。 

ア 災害ボランティア地域ミーティングへの参加 

（ア）山武地域 

   期  日  令和７年６月１７日（火） 

   会  場  山武合同庁舎４階会議室１～３ 

（イ）安房地域 

   期  日  令和７年７月１日（火） 

   会  場  館山市菜の花ホール１階第１集会室 

（ウ）君津地域＋市原市 

   期  日  令和７年７月２日（水） 

   会  場  東京ベイプラザホテル３階孔雀の間 

（エ）夷隅地域 

   期  日  令和７年７月３日（木） 

   会  場  夷隅合同庁舎２階大会議室 

（オ）長生地域 

   期  日  令和７月９日（水） 

   会  場  一宮シーサイドオーツカ別館アルファプラザ２８０号室 

（カ）葛南地域＋千葉市 

   期  日  令和８年１月８日（木） 

   会  場  千葉県消費者センターホール 

（キ）東葛地域 

   期  日  １月２１日（水） 

   会  場  東葛飾合同庁舎６階第３会議室 

（ク）印旛地域 

   期  日  ２月４日（水） 

   会  場  印旛合同庁舎２階大会議室 

（ケ）香取地域 

   期  日  ２月１０日（火） 

   会  場  香取合同庁舎中会議室 
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イ 千葉県災害支援関係者連絡会議（ふさの国会議）への参加 

 期  日  令和８年２月１３日（金） 

 会  場  千葉市文化センターセミナー室 

 

５ 福島県復興支援員活動の充実 

東日本大震災の後、平成２６年度から福島県が行っている福島県外避難者支援事業を福島県か

ら事業を本年度も引き続き受託し、５名の福島県復興支援員が福島県から本県に避難している人

たちへの戸別訪問をとおして生活再建に向けた支援を行った。 

（１）戸別訪問の実施 

千葉県内に避難をされている人たちのお宅を以下のとおり訪問活動を行った。 

   ア 訪問期間  令和７年４月～令和８年３月 

   イ 訪 問 先  県内２７市町 

   ウ 訪問実績  ２７７世帯に訪問し、１５０世帯に面会 

   エ その他（電話・手紙等による確認など）  ６８件 

（２）避難者支援交流会等への参加 

№ 期 日 事 業 名 主 催 等 場 所 人数 

1 6月 2日 
福島健復興支援員設置事業６月

度支援ミーティング 
千葉県社会福祉協議会 

社会福祉センタ

ー小会議室２ 
4名 

2 6月 6日 
東日本大震災被災者支援関係団

体 情報交換会・実行委員会 

ちば市民活動・市民事

業サポートクラブ 

NPOクラブ お

おなみこなみ 
11名 

3 6月 19日 福島県復興支援員情報交換会 
東京都公認心理師協会 

東京社会福祉士会 
オンライン会議 21名 

4 7月 15日 
福島県復興支援ミーティング 

臨時支援ミーティング 
福島県 オンライン会議 7名 

5 7月 24日 
令和７年度福島県復興支援関係

者会議 
千葉県社会福祉協議会 

社会福祉センタ

ー中会議室２ 
11名 

6 9月 5日 
東日本大震災被災者支援関係団

体 情報交換会・実行委員会 

ちば市民活動・市民事

業サポートクラブ 

NPOクラブ お

おなみこなみ 
15名 

7 9月 11日 
福島県復興支援ミーティング 

９月度支援ミーティング 
千葉県社会福祉協議会 オンライン会議 3名 

8 10月 13日 13日～15日 縁 Joy交流会 2025 
ちば市民活動・市民事

業サポートクラブ 

千葉市生涯学習

センター1階ロ

ビー 

100

名 

9 10月 28日 
福島県復興支援ミーティング 

１０月度ミーティング 
千葉県社会福祉協議会 オンライン会議 4名 

10 12月 9日 
東日本大震災被災者支援関係団

体 情報交換会・実行委員会 

ちば市民活動・市民事

業サポートクラブ 

NPOクラブ お

おなみこなみ 
9名 

11 1月 9日 
福島県復興支援ミーティング  

１月度ミーティング 
千葉県社会福祉協議会 

社会福祉センタ

ー小会議室２ 
5名 

12 2月 3日 
福島県復興支援員事業情報交換

（浪江町社協） 
千葉県社会福祉協議会 

ボランティア市

民活動センター

ほか 

5名 
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13 2月 9日 
福島県復興支援員事業情報交換

（茨城県社協） 
千葉県社会福祉協議会 

ボランティア市

民活動センター

ほか 

5名 

14 2月 18日 
令和８年度福島県復興支援員設

置業務に向けた情報共有会議 
福島県 オンライン会議 25名 

15 3月 6日 
福島県復興支援ミーティング 

３月度ミーティング 
千葉県社会福祉協議会 

ボランティア市

民活動センター 

ほか 

4名 

16 3月 6日 
東日本大震災被災者支援関係 

団体情報交換会・実行委員会 

ちば市民活動・市民事

業サポートクラブ 

NPOクラブ お

おなみこなみ 
9名 
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＜３＞後見支援センター  

１ 日常生活自立支援事業の実施状況 

高齢者や障害者のうち判断能力が十分でない者に対し、福祉サービスの利用援助や日常的な金

銭管理のサービスを提供する日常生活自立支援事業を実施した。なお、地域住民に身近なサービ

ス提供体制を構築するため、政令市（千葉市）を除くすべての市町村社会福祉協議会（５３社協）

へ委託して事業を行った。 

○相談・訪問調査等延べ回数及び新規契約件数、現利用者数 

 高齢者 知的障害 精神障害 その他 合計 

相談・訪問調査等延べ回数 8,463 1,373 2,474 1,027 13,337 

新規契約件数 308 34 70 39 451 

現利用者数（令和８年３月末現在） 1,051 271 462 155 1,939 

※累計契約者数６，３７９名 

（１）千葉県後見支援センターの運営 

ア 契約締結審査会の開催 

精神科医、弁護士、司法書士、社会福祉士、学識経験者等５名の専門家による契約締結審

査会を開催し、利用申込者の契約締結能力の新規審査、解約承認等を行った。 

  

開催期日 審査件数 

令和 7年 4月 22日（火） 新規 34・解約 42・契約変更 5・評価 172・その他 1 

5月 20日（火） 新規 32・解約 27・契約変更 4・評価 212・その他 2 

6月 17日（火） 新規 52・解約 41・契約変更 5・評価 183・その他 0 

7月 15日（火） 新規 41・解約 27・契約変更 4・評価 181・その他 1 

8月 19日（火） 新規 37・解約 35・契約変更 5・評価 157・その他 1  

9月 16日（火） 新規 46・解約 25・契約変更 2・評価 156・その他 1 

10月 21日（火） 新規 56・解約 37・契約変更 4・評価 162・その他 0  

11月 18日（火） 新規 37・解約 23・契約変更 5・評価 185・その他 1 

12月 16日（火） 新規 46・解約 27・契約変更 1・評価 172・その他 0 

令和 8年 1月 20日（火） 新規 38・解約 32・契約変更 5・評価 173・その他 1 

2月 17日（火） 新規 40・解約 38・契約変更 2・評価 192・その他 0 

3月 17日（火） 新規 53・解約 36・契約変更 2・評価 144・その他 0 

計 新規 512件、解約 390件、契約変更 44件、評価 2,089件、その他 8件 

イ 市町村社協日常生活自立支援事業連絡会議の開催 

事業の円滑な実施を図るため、千葉県後見支援センターと市町村社協が事業実施上の課題

等について意見交換、情報交換等を行った。 

 （第１回） 

  期  日  令和７年９月１０日（水） 

   開催方法  オンライン開催 

   参 加 者  ８７名 
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内  容   

[説明] 

（ア）新たな事業（新日自事業（仮称））及びモデル事業について 

（イ）令和８年度千葉県の予算に関する提案・要望（抜粋）について      

（ウ）事業実施上の留意点について                                       

（エ）千葉県内市町村社協事務局長会 専門委員会テーマ別会議（権利擁護）について 

[議題] 

（ア）令和８年度日常生活自立支援事業委託費の算定方法について 

（イ）今後の審査及び契約締結審査会等のあり方について 

（ウ）フェイスシートの改正について   

（エ）契約締結判定ガイドラインの改正について   

[意見交換] 事業実施上の課題等について 

（第２回） 

期  日  令和８年２月２５日（水） 

    開催方法  オンライン開催 

    参 加 者  ８８名 

内  容   

[説明] 

（ア）令和 7年度千葉県後見支援センター事業等報告（R8.2.25時点） 

（イ）「頼れる身寄りがいない高齢者等への対応、成年後見制度の見直しへの対応」に関 

する情報について 

（ウ）事務局長会テーマ別会議「権利擁護会議」の進捗状況について 

[議題] 

（ア）令和８年度日常生活自立支援事業委託費（予定額）について 

（イ）フェイスシートの改正について 

（ウ）令和 8年度に向けての今後のスケジュールについて 

[意見交換] 事業実施上の課題等について 

ウ 関係機関連絡会議の開催 

    期  日  令和８年３月６日（金） 

 場  所  オンライン、オンデマンド配信 

 参 加 者  １２９名（家庭裁判所、県関係各課、専門職等関係団体、市町村高齢・障害 

福祉担当部課、市町村社協、法人後見団体等） 

 内  容 

 [説明] 

（ア）千葉県における日常生活自立支援事業の推進状況について 

（イ）千葉県における成年後見制度利用促進事業の推進状況について 

（ウ）頼れる身寄りのない高齢者等の支援を含めた「新たな事業」について 

[意見交換] 日常生活自立支援事業の推進に向けた提案・意見について 
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（２）市町村社会福祉協議会の運営支援 

随時相談対応、情報提供を行った。また、会議出席等の個別支援を行った。 

期 日 依頼元 会議名・内容等 

令和 7年 5月 24日（土） 市川市社会福祉協議会 市川市市民後見人養成研修 

9月 27日（土） 鴨川市社会福祉協議会 安房地域権利擁護支援員養成講座 

令和 8年 2月 27日（水） 流山市社会福祉協議会 日常生活自立支援事業関係機関連絡会議 

 

（３）専門員の資質の向上 

  ア 新任専門員研修会の開催 

期  日  令和７年４月３０日（水） 

場  所  千葉県社会福祉センター２階研修室Ａ 

参 加 者  専門員２５名 

内  容  

（ア）講 義 「日常生活自立支援事業における専門員の役割と対人援助の基礎知識」 

講 師  全国社会福祉協議会中央福祉学院 主任教授 山下 興一郎 氏 

（イ）ＤＶＤ視聴「日常生活自立支援事業」 

（ウ）事業説明「日常生活自立支援事業の運営について」 

（エ）専門員業務マニュアルの解説 

   講 師 千葉県社会福祉協議会 後見支援センター 

イ 現任専門員研修の開催 

期  日  令和７年８月４日（月） 

場  所  千葉県社会福祉センター２階研修室Ａ・Ｂ 

参 加 者  専門員６２名 

内  容 

（ア）講 義「権利擁護支援におけるグループスーパービジョンの意義と技法」 

講 師 全国社会福祉協議会中央福祉学院 主任教授 山下 興一郎 氏 

（イ）演 習「グループスーパービジョンによる事例検討」 

   事例発表①「認知機能低下が見られる独居高齢者の今後の支援について」 

   発表者 柏市社会福祉協議会 専門員 春原 祥平 氏 

   事例発表②「家計と健康面に課題を抱える精神障害者への支援について」 

   発表者 成田市社会福祉協議会 専門員 平野 佳代 氏 

   事例発表③「軽度知的障害のある２０代女性への支援について」 

   発表者 木更津市社会福祉協議会 専門員 早川 葵 氏 

コーディネーター 

全国社会福祉協議会中央福祉学院 主任教授 山下 興一郎 氏 

（ウ）説 明Ⅰ「日常生活自立支援事業実施上の事務手続きに関する留意点について」 

 説 明Ⅱ「成年後見制度等他制度への移行・連携について」 

 説明者 千葉県社会福祉協議会 後見支援センター 
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（４）生活支援員の資質の向上 

ア 生活支援員養成研修の開催（年４回） 

期 日・参加者 令和７年４月２３日（水）：１８名 

７月３０日（水）：２０名 

１０月２２日（水）：２４名 

令和８年１月２６日（月）：３２名  ※計９４名 

場  所  千葉県社会福祉センター研修室Ａ・Ｂ・Ｄ 

内  容（各回共通） 

（ア）講 義「制度の概要、生活支援員業務、生活支援員の関わり方の基本的な視点、 

職務倫理の徹底について」 

講 師 千葉県社会福祉協議会 後見支援センター・千葉市社会福祉協議会 

イ 現任・登録生活支援員等研修会の開催 

    期  日  令和７年１２月１８日（木） 

    開催方法  オンライン、オンデマンド配信 

  場  所  千葉県社会福祉センター３階小会議室２ 

配信期間  令和７年１月３１日（金）～２月２８日（金） 

参 加 者  生活支援員、市町村社協職員 

３４９名（ライブ配信２３５名、オンデマンド配信１１４名） 

内  容 

（ア）講 義「意思決定支援の基本」 

講 師 筑波大学人間系障害科学域 講師 

一般社団法人日本意思決定支援ネットワーク代表理事 名川 勝 氏 

（イ）意見交換 テーマ①「利用者の自己決定を尊重するために心がけていること」 

テーマ②「支援するうえで戸惑ったこと・不安に思っていること」 

コーディネーター  

    筑波大学人間系障害科学域 講師 

一般社団法人日本意思決定支援ネットワーク代表理事 名川 勝 氏 

 

２ 成年後見制度の利用促進 

  各市町村における成年後見制度利用促進体制の整備を推進するため、各地域での整備状況の把

握、情報共有及び課題の整理を行い、今後の方策を検討した。 

（１）成年後見制度の利用促進体制整備に向けた支援 

   各市町村における成年後見制度利用促進体制の整備を推進するため、成年後見制度利用促進

体制整備に市町村が主体的に取り組む必要性、意義、今後の取組みの方向性について共通理解

を図ることを目的としてセミナー・会議等を開催した。 

  ア 千葉県成年後見制度利用促進協議会の設置及び担い手育成方針の策定に向けた準備会の

開催 

    期  日  令和７年１０月２３日（木） 

    場  所  千葉県社会福祉センター３階中会議室２ 
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    参 加 者  成年後見制度利用促進アドバイザー（弁護士、司法書士、社会福祉士各２名）、 

          千葉家庭裁判所、千葉県健康福祉指導課、千葉県社会福祉協議会 １５名 

    議  題  

    （ア）今後の予定について 

    （イ）千葉県成年後見制度利用促進協議会の設置について 

    （ウ）千葉県成年後見制度に関する担い手育成方針の策定について 

       説明者 千葉県健康福祉指導課 

 イ 千葉県成年後見制度利用促進協議会の開催 

    期  日  令和８年３月１８日（水） 

    場  所  千葉県社会福祉センター３階大会議室 

参 加 者  弁護士、司法書士、社会福祉士、行政書士、社会保険労務士、税理士、市及 

び市社会福祉協議会（松戸市、千葉市、成田市、銚子市、茂原市、館山市）、 

千葉家庭裁判所、千葉県健康福祉部（健康福祉指導課、高齢者福祉課、障害 

者福祉推進課、障害福祉事業課）、千葉県社会福祉協議会 ２７名 

   議  題 

    （ア）担い手育成方針の策定について 

    （イ）今後の協議会及び地区協議会の進め方について ※地区協議会の開催結果含む 

          説明者 千葉県健康福祉指導課 

ウ 地区別意見交換会（地区協議会）の開催 

千葉家庭裁判所の管轄区域（９区域）を６地区に統合し、管内の市町村及び市町村社会福

祉協議会の担当者等が集まり、千葉県成年後見制度利用促進協議会及び権利擁護支援の担い

手の育成について検討するとともに、各市町村の課題等について意見交換を行った。 

参 加 者  千葉家庭裁判所各支部、千葉県健康福祉指導課、各市町村高齢・障害福祉担

当部課、各市町村社会福祉協議会、体制整備アドバイザー（弁護士、司法書

士、社会福祉士）、千葉県社会福祉協議会 

内  容（各回共通） 

[説明] 

（ア）第二期成年後見制度利用促進基本計画に基づく県及び市町村の体制整備推進につ

いて 

説明者 千葉県健康福祉指導課 

（イ）第二期計画を踏まえた福祉・行政等と家庭裁判所との連携について 

説明者 千葉家庭裁判所本庁及び各支部 

[議題] 

（ア）千葉県成年後見制度利用促進協議会設置要綱（案）について 

（イ）千葉県成年後見制度に関する担い手の育成方針（案）について 

   説明者 千葉県健康福祉指導課 

[意見交換]   

成年後見制度利用促進体制整備に向けて（事前アンケート結果を基に実施） 

進 行 千葉県社会福祉協議会 後見支援センター 

ａ 成年後見制度利用促進体制について（職員体制、予算額） 
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ｂ 成年後見制度利用促進基本計画について（策定有無、進捗状況） 

ｃ 令和 7年度の新たな取組み、令和 8年度以降の新たな取組み予定について 

ｄ 中核機関の主な実施内容（機能）について 

（ａ）協議会の事務局 

（ｂ）広報啓発 

（ｃ）相談受付・アセスメント・支援方針検討 

（ｄ）成年後見制度利用促進 

（ｅ）成年後見人等への支援  

ｅ 成年後見制度担当各課の庁内連携 

ｆ 専門職との連携、協力関係の構築 

ｇ 日常生活自立支援事業から成年後見制度へスムーズに移行させるための仕組み 

ｈ 千葉県・県社協・家庭裁判所・３士会への意見や提案について 

ｉ 他の参加者へ聞いてみたいこと 

ｊ 成年後見制度利用促進に関する事業を実施する上で課題と感じていること 

  ※長生・夷隅地区は上記内容に加え研修を開催 

   講 義 「中核機関の基本的な考え方と役割について」 

 講 師 千葉県社会福祉士会 ぱあとなあ千葉運営委員長 古澤 肇 氏 

 

＜開催実績＞ 

開催期日 地 区(千葉家庭裁判所管轄区域) 場 所 
参加 

人数 

令和 8年 

1月27日(火) 
海匝・山武地区(八日市場支部管内) 匝瑳市市民ふれあいセンター 50名 

1月29日(木) 東葛南・千葉地区(市川出張所・本庁管内) 千葉県社会福祉センター 37名 

 2月2日(月) 印旛・香取地区(佐倉・佐原支部管内) 佐倉市中央公民館 48名 

 2月3日(火) 長生・夷隅地区(一宮支部管内) 茂原市役所市民室 35名 

2月10日(火) 君津・安房地区(木更津・館山支部管内) 君津勤労者総合福祉センター 41名 

2月12日(木) 東葛北地区(松戸支部管内) 松戸市勤労会館 28名 

計 6日 6地区 合 計 239名 

エ 成年後見制度利用促進セミナー（体制整備セミナー）の開催 

期  日  令和８年３月９日（月） 

    開催方法  オンライン、オンデマンド配信 

場  所  千葉県社会福祉センター２階研修室Ｃ 

参 加 者  家庭裁判所、県、専門職等関係団体、市町村高齢・障害福祉担当部課、市町 

      村社協等 １８４名（ライブ配信９６名、オンデマンド配信８８名） 

内  容 

（ア）講 義「成年後見制度が抱える課題と制度改正の方向性について」 

    講 師 成年後見制度利用促進専門家会議委員 

一般社団法人日本成年後見法学会理事長 

        中央大学研究開発機構 教授 新井 誠 氏 
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オ 成年後見制度利用促進体制整備アドバイザーの派遣 

    市町村等が進める地域連携ネットワーク及び中核機関の設置等の成年後見制度利用促進

体制整備の支援策として、希望する市町村へ専門職で構成する「体制整備アドバイザー」を

派遣し、課題解決に向けての助言を行った。また、成年後見制度利用開始に向けた調整時や

利用開始後に生じた支援困難事案について、市町村から相談を受ける窓口と権利擁護支援に

関する総合的な助言を行う「権利擁護支援総合アドバイザー」の派遣体制を整備した。 

   （ア）体制整備アドバイザーの派遣 

期 日 派遣先 派遣人数 助言内容 

令和 7年 

10月 29日(水) 

習志野市 

高齢者支援課 

2 名（弁護士、

社会福祉士） 

・庁内連携や専門職と進める中核機関の設

置について 

・成年後見制度利用促進基本計画について 

令和 8年 

1月 7日(水) 

東金市 

高齢者支援課 

1 名（市社会福

祉協議会事務

局長） 

・意見交換会から始める中核機関の設置に

ついて 

・法人後見の実施について 

・県協議会の設置及び担い手育成方針の策定に向けた準備会への派遣 6名（弁護士、司法書士、

社会福祉士 各 2名） 

・地区別意見交換会（地区協議会）への派遣（6回※再掲）18名（1回につき弁護士、司法書士、

社会福祉士 各 1名） 

（イ）権利擁護支援総合アドバイザーの派遣   

派遣依頼なし 

カ 成年後見制度の周知活動・関係機関の会議への参加 

期 日 依頼元 会議名・内容等 

令和 7年 5月 23日（金） 
木更津市社会福祉協議会 

木更津市権利擁護推進会議 

8月 25日（月） 君津四市中核機関連絡会議 

12月 5日（金） 
市川市社会福祉協議会 東葛飾地区中核機関意見交換会 

千葉県社会保険労務士会 成年後見制度に関する一般研修会 

 

（２）成年後見制度の利用を促進するための取組の推進  

認知症高齢者、知的障害者、精神障害者等の判断能力が低下した方の権利を擁護する制度で

ある成年後見制度の利用促進と利用促進体制の整備を目的とした研修会を開催した。 

ア 市町村長申立研修会の開催 

  期  日  令和７年８月７日（木） 

開催方法  オンライン、オンデマンド配信 

場  所  千葉県社会福祉センター３階小会議室２ 

参 加 者  家庭裁判所、県、専門職等関係団体、市町村高齢・障害福祉担当部課、市町 

村社協等 ２７７名（ライブ配信１０７名、オンデマンド配信１７０名） 

内  容  

  （ア）講  義 「成年後見制度の概要」「市町村長申立の実務」 

講  師  千葉県弁護士会 弁護士 佐久間 貴幸 氏 
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（イ）事例発表 「柏市における成年後見制度市長申立ての事例について」 

   発 表 者 

高齢者編 柏市地域包括支援課 権利擁護担当 佐藤 真由美 氏 

障害者編 柏市障害福祉課   権利擁護担当 石月 克哉  氏 

コメンテーター 千葉県弁護士会 弁護士     佐久間 貴幸 氏 

 

イ 法人後見専門員研修会の開催 

期  日  令和８年２月１９日（木） 

開催方法  オンライン、オンデマンド配信 

場  所  千葉県社会福祉センター５階相談室２ 

参 加 者  専門職等関係団体、市町村高齢・障害福祉担当部課、市町村社協、ＮＰＯ法 

人、社会福祉法人等１３２名（ライブ配信５２名、オンデマンド配信８０名） 

内  容  

（ア）講  義 「法人後見の意義と法人後見における意思決定支援について」 

講  師 特定非営利活動法人尾張東部権利擁護支援センター 

                   センター長 住田 敦子 氏 

    （イ）講  義 「広域における法人後見及び中核機関について」 

講  師 特定非営利活動法人尾張東部権利擁護支援センター 

                          センター長 住田 敦子 氏 

       講  師 鴨川市社会福祉協議会 安房地域権利擁護推進センター 

                         副センター長 宮原 孝行 氏 
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◆福祉資金部                             

主な取組状況・成果 

○低所得世帯、障害者世帯、高齢者世帯等を対象とした生活福祉資金（本則）については、資金ニ

ーズに対応すべく新たに 1,075件（前年度：1,403件）の貸付を行った。併せて、当該世帯の自

立に向けて市町村社協並びに民生委員や生活困窮者自立支援機関等と連携を図りながら継続的

な支援を行った。 

○生活福祉資金の債権管理の取り組みとして、郵便物の返戻ケースに対する住所追跡調査や借受人

死亡ケースに対する相続人調査を 2,796件（前年度：2,587件）実施した。 

○8 月から住所調査に係る法人請求オンラインサービスの利用を開始し、本サービス取扱い自治体

への申請の迅速かつ円滑な手続きを行った。 

○緊急小口資金等特例貸付については、クラウド型記録支援システムよりそい plus の「訪問」件

数が伸び悩む市町村社協の状況の確認を 7月から翌年 1月にかけ 21 社協で実施し、訪問対応体

制が整備しづらい等の課題が確認されたことより、本会職員が戸別訪問に同行することとして延

べ 25回同行支援活動を実施し、市町村社協におけるフォローアップ支援の促進を図った。 

○市町村社協に兼務も含めた正規職員 126名分、相談員 123名分の人件費を含めた債権管理事務委

託費を交付し、債権管理体制の整備を行った。 

○借受世帯の状態を把握するため、住所調査（8,934件実施・2,249件住所判明）、県外転居者調査

（221件））を実施するとともに、郵便返戻となった借受人を対象に電話番号クリーニングや行方

不明の借受人へのロボットコール並びに SMSによる償還案内を実施し、行方不明の借受世帯を含

め状況把握に努めた。 

○8月に生活福祉資金業務システムの基盤更新を実施し、サーバー2台（本則用・コロナ特例用）・

PC18台・プリンター6台を現行機種と入れ替えた。 

 

１ 生活福祉資金貸付事業 

（１）貸付審査等運営委員会の開催 

毎月１回の全１２回開催 

 

（２）各月の審査状況 

回

数 
年 月 

 申 込 決 定 状 況 

申込

（件） 

決定 

（件） 

不承認

（件） 

辞退等 

（件） 

決定率

（％） 
決定金額（円） 

1 令和 7年  4月 83 73 10 0 87.95 12,868,400 

2 5月 79 59 15 5 74.68 17,241,600 

3 6月 60 46 14 0 76.67 40,609,592 

4 7月 82 69 13 0 84.15 13,225,000 

5 8月 76 57 16 3 75.00 14,419,700 

6 9月 77 67 10 0 87.01 25,037,800 
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7 10月 114 90 24 0 78.95 45,207,800 

8 11月 142 124 16 2 87.32 54,198,000 

9 12月 166 141 14 11 84.94 62,049,200 

10 令和 8年 1月 112 94 14 4 83.93 43,178,900 

11 2月 163 139 22 2 85.28 67,368,000 

12 3月 136 116 17 3 85.29 50,402,800 

合  計 1,290 1,075 185 30 83.33 445,806,792 

 

（３）総合支援資金貸付事業 

   失業等により生計の維持が困難となった世帯に対し、生活の安定や就業の促進を図るための

生活費等の貸付を行い、世帯の自立を支援した。 

＜貸付決定状況＞ 

資金種類 

 申 込 決 定 状 況 

申込 

（件） 

決定 

（件） 

不承認 

（件） 

辞退等 

（件） 

決定率 

（％） 
決定金額（円） 

生活支援費 2 0 1 1 0.00 0 

住宅入居費 0 0 0 0 0.00 0 

一時生活再建費 0 0 0 0 0.00 0 

合  計 2 0 1 1 0.00 0 

 

（４）福祉資金及び教育支援資金貸付事業 

低所得者・高齢者・障害者世帯に対し、日常生活を送る上で一時的に必要と見込まれる費用

（福祉資金）及び低所得世帯に属する者が学校教育法に規定する学校に就学するのに必要な経

費を貸し付けた。 

＜貸付決定状況＞ 

資金種類 

 申 込 決 定 状 況 

申込 

（件） 

決定 

（件） 

不承認 

（件） 

辞退等 

（件） 

決定率 

（％） 
決定金額（円） 

福祉

資金 

福祉費 183 148 31 4 80.87 21,457,100 

緊急小口資金 496 380 116 0 76.61 29,491,800 

教育

支援

資金 

教育支援・支度費 526 472 30 24 89.73 266,034,600 

教育支援費 38 32 5 1 84.21 16,389,192 

就学支度費 38 36 2 0 94.74 14,019,300 

合  計 1,281 1,068 184 29 83.37 347,391,992 
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（５）不動産担保型生活資金貸付事業 

一定の居住用の不動産を有し、将来にわたりその住居に住み続けることを希望する低所得の

高齢者世帯に対し、当該不動産を担保として生活資金の貸付を行なうことにより、その世帯の

自立を支援した。 

＜貸付決定状況＞ 

資金種類 

 申 込 決 定 状 況 

申込 

（件） 

決定 

（件） 

不承認 

（件） 

辞退等 

（件） 

決定率 

（％） 
決定金額（円） 

不動産担保型生活資金 3 3 0 0 100.00 35,037,800 

 

（６）要保護世帯向け不動産担保型生活資金貸付事業 

要保護の高齢者世帯に対して、不動産を担保に生活資金の貸付を行うことにより、世帯の自

立と生活保護の適正化を図った。 

＜貸付決定状況＞ 

資金種類 

 申 込 決 定 状 況 

申込 

（件） 

決定 

（件） 

不承認 

（件） 

辞退等 

（件） 

決定率 

（％） 
決定金額（円） 

要保護世帯向け不動産 

担保型生活資金 
4 4 0 0 100.00 27,377,000 

 

（７）債権管理強化推進事業の実施 

償還困難世帯、長期滞納世帯等を対象に、民生委員・市社協を中心に実態把握を行い、関係

機関等との連携した個別援助活動を行うことにより、世帯の自立と生活の安定を図るとともに

償還の促進、債権管理の強化を図るため茂原市社協に委託した。 

6 月 27 日に茂原市社協とのケース検討会議を開催し、個別支援に関する今後の方向性等の

検討を行った。 

上記検討を踏まえ、7月 16 日と翌年 3月 16日に茂原市社協において生活相談会を開催し、

借受人等債務関係者から生活状況の確認とともに償還指導を行った。 

なお、3 月については、戸別訪問も実施し、より債務関係者との接点を持つ機会を増やし、

償還指導を行った。 

＜債権管理強化推進事業の概要＞  

事 業 名 対 応 内 容 

１ 個別援助指導事業 

１ 滞納世帯の抽出及び分類、訪問による実態把握 

２ 滞納世帯への援助・指導方針の検討会議の実施 

３ 滞納者生活相談会及び面接の実施 

２ 特に問題を抱えた滞納債

権調査、督促、回収、支払免

除等を集中的に行う事業 

 特に問題を抱えた滞納債権の調査、督促、回収、支払免除等

を集中的に行う事業 
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３ その他、生活福祉資金の債

権管理の強化に関する事業 

１ 貸付事業に関する説明書類の更新・配布 

２ 借受世帯のデータの詳細化 

３ ケースファイルの整理 

４ 債権管理強化の推進に関する方針の検討 

 

（８）償還金支払免除・延滞利子免除 

  ア 本則 

区  分 

申 込 状 況 決 定 状 況 

件数 

（件） 
金 額（円） 

件数 

（件） 
金 額（円） 

償還金 

支払免除 

元 金 

86 

39,153,577 

118 

49,273,281 

利 子 3,094,916 3,656,171 

延滞利子 69,557,385 78,346,782 

合 計  111,805,878  131,276,234 

延滞利子免除 8 3,013,991 8 3,013,991 

 

  イ 緊急小口資金等特例貸付 

区  分 

決 定 状 況 決 定 状 況（累計） 

件数 

（件） 
金 額（円） 

件数 

（件） 
金 額（円） 

償還金 

支払免

除 

元 金 

3,928 

1,396,164,924 

41,602 

14,999,614,237 

利 子 0 0 

延滞利子 4,928,056 5,211,555 

合 計  1,401,092,980  15,004,825,792 

延滞利子免除 282 1,205,847   

 

（９）生活福祉資金償還状況 

生活福祉資金会計準則の中で債権については、健全債権と長期滞留債権に分けて管理するこ

ととしている。 

なお、長期滞留債権とは、１年以上償還金の未入金が続いている貸付金のことであり、健全

債権はそれ以外の貸付金を指す。 

ア 本則 

資金名 
本年度償還計画額 

（円） 

償還実績額 

（円） 

償還率 

（％） 

総合支援資金 

健 全 61,593,948 18,543,716 30.11 

長期滞留 3,597,318,122 39,529,563 1.10 

計 3,658,912,070 58,073,279 1.59 
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生活資金 

健 全 0 0 － 

長期滞留 0 0 － 

計 0 0 － 

更生資金 

健 全 71,800 33,050 46.03 

長期滞留 8,770,735 0 0.00 

計 8,842,535 33,050 0.37 

（障害者） 

更生資金 

健 全 0 0 － 

長期滞留 8,374,645 46,960 0.56 

計 8,374,645 46,960 0.56 

福祉資金 

健 全 68,144,342 48,471,443 71.13 

長期滞留 167,299,291 4,922,183 2.94 

計 235,443,633 53,393,626 22.68 

福祉資金 

（住 宅） 

健 全 0 0 － 

長期滞留 5,851,898 0 0.00 

計 5,851,898 0 0.00 

教育支援資金 

健 全 549,593,740 402,169,064 73.18 

長期滞留 634,130,948 45,939,667 7.24 

計 1,183,724,688 113,233,217 37.86 

療養・ 

介護等資金 

健 全 0 0 － 

長期滞留 1,362,280 60,000 4.40 

計 1,362,280 60,000 4.40 

災害援護資金 

 

健 全 0 0 － 

長期滞留 380,100 43,600 11.47 

計 380,100 43,600 11.47 

緊急小口資金 

健 全 52,758,617 30,481,162 57.77 

長期滞留 205,959,481 6,593,565 3.20 

計 258,718,098 37,074,727 14.33 

生活復興 

支援資金 

健 全 0 0 － 

長期滞留 6,487,160 113,600 1.75 

計 6,487,160 113,600 1.75 

離職者支援資金 

健 全 4,111,070 130,200 3.17 

長期滞留 68,282,498 2,089,988 3.06 

計 72,393,568 2,220,188 3.07 

上記資金計 

健 全 736,273,517 499,828,635 67.89 

長期滞留 4,704,217,158 99,339,126 2.11 

計 5,440,490,675 599,167,761 11.01 

不動産担保型 

生活資金 
健 全 0 43,880,344 － 
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要保護世帯向け

不動産担保型

生活資金 

健 全 0 43,722,348 － 

合 計（要保護を除く） 5,440,490,675 643,049,105 11.82 

  ※生活福祉資金貸付業務システムからの抽出データによる。 

 

  イ 緊急小口資金等特例貸付 

資金名 
本年度償還計画額 

（円） 

償還実績額 

（円） 

償還率 

（％） 

総合支援資金 

健 全 5,023,074,063 984,900,903 19.61 

長期滞留 0 0 － 

計 5,023,074,063 984,900,903 19.61 

緊急小口資金 

健 全 3,672,794,108 259,660,726 7.07 

長期滞留 0 0 － 

計 3,672,794,108 259,660,726 7.07 

上記資金計 

健 全 8,695,868,171 1,244,561,629 14.31 

長期滞留 0 0 － 

計 8,695,868,171 1,244,561,629 14.31 

※生活福祉資金貸付業務システムからの抽出データによる。 

 

２ 市町村社協等関係事業 

（１）生活福祉資金体制整備事業 

   生活福祉資金の取扱い件数の多い 30市社協に対し、県社協 10名と合わせて計 94 名の相談

員を配置し相談体制の強化を図った。 

 

（２）生活福祉資金担当職員・相談員研修会（新任）の開催 

   期  日  １日目：令和７年４月１５日（火） 

         ２日目：令和７年４月１７日（木） 

         ３日目：令和７年４月２３日（水） 

   場  所  千葉県社会福祉センター２階研修室Ａ・Ｂ・Ｃ（１・２日目） 

         千葉県経営者会館６階大ホール（３日目） 

   参加者数  １日目：５９名、２日目：５８名、３日目：６１名 

   内  容  

＜１日目＞ 

    ア 事業説明 「貸付事業に関する基礎知識」 

（生活福祉資金の歴史と現状について、生活困窮者自立支援制度との連携 

について、市町村社協と県社協のそれぞれの役割について、民生委員と 

の関わりについて、貸付事業の基礎知識） 

説 明 者  千葉県社会福祉協議会福祉資金部職員 
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イ 事業説明 「各種貸付制度（緊急小口資金・教育支援資金・福祉資金（福祉費）・人材 

確保等貸付）について」 

（制度内容・貸付条件等について、市町村社協における相談業務と事務手 

続きについて、事例・その他の関連事項について） 

説 明 者  千葉県社会福祉協議会福祉資金部職員 

＜２日目＞ 

ウ 事業説明 「償還業務について」 

（市町村社協における償還業務について、償還にかかる事務について、滞 

納になった場合の対応について、償還猶予・償還免除について、事例・ 

その他関連事項について） 

説 明 者  千葉県社会福祉協議会福祉資金部職員 

エ 事業説明 「各種貸付制度（不動産担保型生活資金・総合支援資金・臨時特例つなぎ 

資金）について」 

説 明 者  千葉県社会福祉協議会福祉資金部職員 

   ＜３日目＞ 

オ 事業説明 「緊急小口資金等特例貸付債権管理について」 

説 明 者  千葉県社会福祉協議会福祉資金部職員 

     カ 実践報告１ 「市町村社協における貸付・償還業務について」 

  報告社協  茂原市社会福祉協議会・鴨川市社会福祉協議会 

キ 実践報告２ 「コロナ特例貸付におけるフォローアップ支援について」 

  報告社協  野田市社会福祉協議会・四街道市社会福祉協議会 

    ク 情報共有・ふりかえり 

 

（３）市町村社会福祉協議会生活福祉資金担当者会議の開催 

事業の円滑な実施を図るため、緊急小口資金等特例貸付に関するフォローアップ支援や本則

における教育支援資金等の取扱いについて説明するとともに、意見交換を行った。 

（１回目） 

   期  日  令和７年７月２８日（月） 

   会  場  千葉県社会福祉センター２階研修室 A・B・C 

   参加社協数 ８３名（４９市町村社協） 

   内  容   

ア 償還免除の取扱いをはじめとするフォローアップ支援について 

イ 教育支援資金をはじめとする生活福祉資金貸付（本則）について 

ウ 県内におけるフォローアップ支援の取り組み状況について 

（２回目）※オンライン開催 

本会の YouTubeチャンネル（市町村社協限定公開）にて動画配信を行った。 

   期  日  令和７年８月２９日（金） 

   参加社協数 ３６市町村社協 

   内  容   

ア 次年度以降非課税免除と償還猶予について 
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（４）市町村社協指導監査及び借受世帯生活相談会の開催並びに戸別訪問の実施 

年月日 実施社協 監査 
生活 

相談会 

戸別 

訪問 
年月日 実施社協 監査 

生活 

相談会 

戸別 

訪問 

11月 17日 千葉市 ○  － － 12月 22日 横芝光町 ○ ○ ○ 

11月 21日 勝浦市 ○ － － 12月 24日 千葉市稲毛区 ○ ○ － 

11月 25日 南房総市 ○ ○ － 
令和８年 

１月 15日 
富津市 ○ － － 

11月 26日 睦沢町 ○ ○ ○ １月 19日 一宮町 ○ － － 

11月 28日 東庄町 ○  － － 1月 20日 野田市 ○ ○ － 

12月 1日 富里市 ○ ○ － 1月 21日 芝山町 ○ － ○ 

12月 2日 市原市 ○ － ○ 1月 23日 八街市 ○ ○ － 

12月 15日 八千代市 ○ － － 1月 27日 神崎町 ○ － － 

12月 17日 山武市 ○ － ○ 1月 28日 成田市 ○ ○ － 

12月 18日 我孫子市 ○ － ○ 1月 30日 多古町 ○ － － 

  指導監査の結果、口頭指摘：12社協、文書指摘：2社協、指摘事項無し：6社協 

 

  ＜特例貸付に係る借受世帯生活相談会の実施＞ 

年月日 実施社協 年月日 実施社協 年月日 実施社協 

5月 29日 千葉市稲毛区 6月 8日 千葉市緑区 9月 4日 千葉市美浜区 

9月 14日 千葉市若葉区 9月 17日 千葉市花見川区 9月 25日 千葉市中央区 

10月 30日 千葉市中央区     

 

  ＜特例貸付に係る借受世帯生活相談会（オンライン）の実施＞ 

   千葉市社会福祉協議会主催により令和７年１２月８日に６区全ての事務所で相談会を開催

し、本会担当職員がオンライン出席のうえ借受人等からの相談に応じた。 

 

３ 債権管理業務 

（１）本則 

ア 債権管理専任職員の配置 

    県社協に 2名の職員を配置し、個別ケースの償還督促や債権調査等を実施。 

イ 住所追跡等調査の実施 

住所調査 2,422件、相続人調査 295件、県外転居者調査 79件（債権回収業者へ委託）を 

実施。 

８月１日から富士フィルムシステムサービス株式会社の住所調査に係る法人請求オンラ 

インサービスの利用を開始し、本サービス取扱い自治体への申請の迅速かつ円滑な手続き 

を行った。 

ウ 長期滞納債権の整理の実施 

    時効対象債権 1,077件のうち、該当市町村社協と連携し 70件償還免除を実施。 

エ 債務整理の実施 

    貸付中債権について、241件の債務整理通知を受付、順次対応した。 
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  オ 償還滞納者に係る状況調査及び償還促進の実施 

    県社協にて一定条件のもと抽出した 6,504名の償還滞納者について、取扱い市町村社協と 

調整の上、4,270名に生活状況連絡票と督促・請求通知を送付し、債権の請求を行うとと 

もに現況確認を行った。 

  カ 債権管理強化事業の実施 

市町村社協において対象者を 5名以内にしぼり（対応完了次第対象者を追加し常時 5名以 

内とする）作成した「生活福祉資金債権管理強化案件事業計画一覧表」に基づく 339名に 

対して、内容証明（9名）、請求通知（305名）、督促（25名）の対応をした。 

  キ 生活福祉資金業務システム基盤更新の実施 

    8月にサーバー2台（本則用・コロナ特例用）・PC18台・プリンター6台を現行機種と入れ 

替えた。 

 

（２）緊急小口資金等特例貸付の債権管理 

  ア 県社協及び市町村社協の体制整備の実施 

  市町村社協体制整備として兼務も含め正規職員 126名分、相談員 123名分の人件費を含め 

た債権管理事務委託費を交付した。 

イ 業務委託の実施 

    ①本貸付債権管理業務の事務処理や情報管理を適正で円滑に行うことを目的に、令和４年 

度から３年間の業務委託契約を締結しているアデコ株式会社と令和９年度まで契約を 

更新し、引き続き特例貸付に係る償還業務、償還免除に関わる業務、コールセンター業 

務、借受人等の情報管理業務、その他生活福祉資金貸付制度に付随する業務を行った。 

②また、委託事業者と毎月１回、定例会を開催し、取り組み状況や諸課題の共有、検討を 

行い、円滑な債権管理に努めた。 

ウ 償還滞納者に係る状況調査の実施 

 県社協にて償還期限後の貸付があることや償還実績なし等一定条件のもと抽出した 

15,692件に対して生活状況連絡票を７月に送付し、回答のあった 1,152件については、取 

扱い市町村社協と情報を共有し、現状や今後の見通しなどの状況確認を行うとともにその 

後の電話連絡や訪問等フォローアップ支援の一助とした。 

エ 償還猶予期間中の支援に係る猶予中借受人の状況調査の実施 

  償還猶予開始から 3か月後にある借受人（総数 54名）に対し、順次生活状況連絡報を送 

付し、回答があり次第、取扱い市町村社協と情報を共有し、現状や今後の見通しなどの状 

況確認を行い、猶予後免除等フォローアップ支援の一助とした。 

オ 緊急小口資金について、12月末日で償還期限を迎える 1,327件に対して 6月に償還期限到 

来のお知らせを送付した。（令和 6年 12月末償還期限到来 26,324件は昨年 6月に案内） 

  カ 住所追跡等調査の実施 

①住所調査 8,934件を実施し、2,249件で住所が判明した。 

県外転居者調査 221件（債権回収業者へ委託）を実施した。 

  ②電話番号クリーニングの実施 

   郵便返戻となった借受人を対象に登録連絡先の状況確認を行った。 

    6月 10,900件  9月 19,783件 
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③行方不明の借受人へのロボットコール並びに SMSによる償還案内の実施 

 8月 2,273件  12月 2,799件  R8.3月 1,282件 

 ※R8.3においては、外国籍の方対象に英文対応とした。 

キ 債務整理の実施 

    貸付中債権について、827件の債務整理通知を受付、順次対応した。 

  ク クラウド型記録支援システム「よりそい plus」によるフォローアップ支援の活動実績 

     

 

 

  ケ 被保護者による特例貸付の借受に関する対応 

    生活保護法第 78 条に基づく返還請求が行われたことをもっての償還免除を実施。 

     9市から生活保護の返還請求の事実を確認し、70件償還免除を行った。 

  コ 市町村社協におけるフォローアップ支援取り組み状況確認及び同行訪問の実施 

    よりそい plusの「訪問」件数が伸び悩む市町村社協の状況の確認を 7月から翌年 1月に 

かけ 21社協で実施し、訪問対応体制が整備しづらい等の課題が確認されたことにより、 

本会職員が戸別訪問に同行することとして、延べ 25回同行支援活動を実施した。 

  

４ 臨時特例つなぎ資金貸付事業 

  離職者を支援するための公的給付制度又は公的貸付制度を申請している住居のない離職者に 

対して、当該給付金又は貸付金の交付を受けるまでの当面の生活費を貸し付けることにより自立 

を支援した。 

（１）臨時特例つなぎ資金の貸付決定状況 

   新規の貸付なし。 

 

（２）臨時特例つなぎ資金償還状況 

区  分 本年度償還計画額（円） 償還実績額（円） 償還率（％） 

健全債権 0 0 － 

長期滞留債権 3,842,500 70,000 1.82 

合  計 3,842,500 70,000 1.82 

 

（３）臨時特例つなぎ資金償還金支払免除・延滞利子免除 

  支払免除・延滞利子免除なし。 

 

５ 高齢者及び重度障害者居室等増改築・改造資金貸付事業 

高齢者及び重度障害者と生計を同一にしている世帯（同居予定も含む。）に対し、当該高齢者

等の専用の居室、付帯設備等を増改築・改造をするための資金を融資する制度であるが、新規貸

付を停止しており、債権管理業務（8件）のみ残っている。 

9月に香取市社協において生活相談会を開催し、延滞利子のみを残債とする借受人への状況確

認と合わせて償還指導を行った。 

入電 架電 来所 訪問 その他 計 

20,659 100,367 7,363 19,267 36,320 183,976 
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（１）償還状況 

資 金 名 本年度償還計画額（円） 償還実績額（円） 償還率（％） 

高齢者 
期限内 0 0 － 

期限後 1,876,530 107,960 5.75 

障害者 
期限内 0 0 － 

期限後 4,283,012 173,220 4.04 

合 計 

期限内 0 0 － 

期限後 6,159,542 281,180 4.56 

合 計 6,159,542 281,180 4.56 

 

（２）償還金支払免除・延滞利子免除 

  支払免除なし 

 

６ ひとり親家庭高等職業訓練促進資金貸付事業 

  高等職業訓練促進資金給付金を活用して養成機関に在学し、看護師等就職に有利な資格の取得

を目指すひとり親家庭の親に対して、養成機関への入学準備金及び養成期間修了後に就職の際の

就職準備金並びに住宅支援資金を貸し付け、ひとり親家庭世帯の自立を図った。 

＜貸付状況＞ 

区 分 
申請件数 

 （件） 

申請金額 

（円） 

貸付決定件数 

（件） 

貸付決定金額 

（円） 

入学準備金 9 5,115,269 9 4,333,800 

就職準備金 12 1,869,959 9 667,100 

住宅支援資金 33 1,783,600 20 10,429,800 

＜償還状況＞ 

区 分 

償還猶予 

決定件数 

（件） 

償還猶予 

金額 

（円） 

償還免除 

決定件数 

（件） 

償還免除 

金額 

（円） 

償還件数 

（件） 

償還額 

（円） 

入学準備金 142 67,588,660 37 17,800,000 92 2,341,665 

就職準備金 63 10,319,600 26 4,908,727 2 382,200 

住宅支援資金 0 0 16 7,199,600 11 643,324 

 ＜裁量免除＞ 

  ○償還困難な借受人宅で生活相談会を実施し、就職準備金 1件 23,727円 裁量免除とした。 

＜広報・周知活動＞ 

○事業の円滑な運営を図るため、チラシを各３，６６０部、ポスターを各２５２部作成し、県 

内の関係機関１２１か所へ配布した。 
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＜債権管理業務＞ 

〇滞納ケースにかかる生活相談会を１回開催した。 

〇法的措置を１件実施した。 

 

７ 児童養護施設退所児童等自立支援資金貸付事業 

千葉県内の児童養護施設等へ入所中又は里親等に委託中の方及び児童養護施設等を退所した

方又は里親委託を解除された方に対して、進学時の生活費や進学者及び就職者に家賃分の貸付け、

入所中、委託中の方又は退所後の進学者に対して資格取得に要する費用を貸付けし、円滑な自立

支援を図った。 

＜貸付状況＞ 

区 分 
申請件数 

 （件） 

申請金額 

（円） 

貸付決定件数 

（件） 

貸付決定金額 

（円） 

生活支援費 12 23,950,000 11 21,550,000 

家賃支援費 16 20,998,000 15 20,038,000 

資格取得支援費 25 6,386,410 22 5,434,380 

＜償還状況＞ 

区 分 

償還猶予 

決定件数 

（件） 

償還猶予 

金額 

（円） 

償還免除 

決定件数 

（件） 

償還免除 

金額 

（円） 

償還件数 

（件） 

償還額 

（円） 

生活支援費 14 19,000,000 5 6,560,000 0 0 

家賃支援費 17 21,342,040 7 4,746,800 5 89,240 

資格取得支援費 37 8,564,560 12 2,915,230 23 525,760 

＜広報・周知活動＞ 

〇事業の円滑な運営を図るため、チラシを４，７４０部、ポスターを３５２部、「貸付制度の手 

引き」を２，１６０部作成し、県内の関係機関１５７か所へ配布した。 

  〇令和7年 1月にちばアフターケアネットワークステーション主催の児童養護施設退所児童等 

自立支援資金貸付事業説明会にて、県内の児童福祉施設職員・関係機関職員向けに制度説明・ 

周知を行った。 

 

８ 社会福祉事業振興資金貸付事業 

  社会福祉法人等が千葉県内において設置・運営する社会福祉施設の新設、増改築及び備品購入

等施設整備に対して必要な資金を融資する制度であるが、新規の貸付けはなかった。 

  １５件の債権管理を行い、４件の償還が完了した。うち３件は繰上げ償還により完了とした。 

（１）運営委員会の開催 

   令和 7年 4月からの 2か年を任期とし、11名の委員を委嘱した。 

   令和 7年 9月 29日、令和 8年 3月 12日（書面開催）の 2回開催し、償還猶予申請各 1件を 

審議の上、決定した。 
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（２）償還状況 

償還計画額（円） 償還実績額（円） 
償還率

（％） 

13,925,000 

計画額中償還額 13,525,000 97.1 

繰上げ償還額 17,600,000 －  

償還額合計 31,125,000 223.5 
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◆福祉サービス事業部                                     

主な取組状況・成果 

○千葉県災害福祉支援ネットワーク協議会の県との共同事務局として、ネットワーク協議会、チー

ム員向けの各研修を開催した。また、九都県市合同防災訓練に参加し、各自治体が実施する避難

場運営訓練の場での周知活動も実施した。 

○経営協が進める社会福祉法人の公益的な取組みを推進するため、活動動画を公開するとともに、

大規模災害に備えて災害支援シミュレーション訓練を実施した。 

○千葉県から「社会福祉行政職員研修」を事業受託し、参集型の研修に加え、一部については、Zoom

を活用したオンライン研修や動画配信によるオンデマンド研修として実施した。 

○介護支援専門員実務研修については、参集とオンラインを併用しながら令和８年１月から３月ま

でに研修前半の 7日目までの課程を終了した。 

 

＜１＞福祉施設経営支援班  

 １ 社会福祉施設経営相談事業等を通じた福祉サービス事業者への支援 

（１）福祉サービス事業者の施設運営への助言・指導 

社会福祉施設の適正かつ安定的な経営と、施設利用者へのサービスの向上を図るために経営相

談事業を実施。相談は社会福祉施設経営指導員３名（弁護士、社会保険労務士、税理士）が概ね

月２回ずつ、面接、電話、メールで受付け、年間７１日間対応した。 

 

ア 相談員・相談方法別相談件数 

区 分 
来所 電話 ZOOM その他 合計 

当月 累計 当月 累計 当月 累計 当月 累計 

労務相談 0 9 0 6 0 4 0 19 

会計相談 0 4 1 13 0 2 1 19 

法律相談 5 51 1 6 0 0 6 57 

合 計 5 64 2 25 0 6 7 95 

 

イ 相談員別・内容別相談件数 

 (法律） （社保労務） (会計税務） (一般）     

区 分 弁護士 社労士 税理士 専任 合計 

  当月 累計 当月 累計 当月 累計 当月 累計 当月 累計 

利用者処遇 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 

施設経営 1 2 0 1 0 2 0 0 1 5 

労務 0 0 0 17 0 0 0 0 0 17 

会計税務 0 0 0 0 1 14 0 0 1 14 

安全衛生 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

その他 5 55 0 1 0 2 0 0 5 58 

合 計 6 57 0 19 1 19 0 0 7 95 
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（２）社会福祉法人・施設運営への支援事業の実施 

ア 「相談事例Ｑ＆Ａ」の作成 

社会福祉施設経営の一助とするために、主な相談対応を「相談事例Ｑ＆Ａ集」として作成、

事例及び参考資料を掲載して内容の充実を図り、経営協ホームページへ公開するとともに

冊子にして県内全社会福祉法人へ送付した。 

イ 経営支援セミナーの開催 

経営協主催による開催。テーマを「“人”を大切にする社会福祉法人の経営とは？ 〜持続

可能な組織づくり〜」とし、講義のほか防衛省自衛隊千葉地方協力本部から「退職自衛官の

再就職支援の取り組みについて」の情報提供をいただき４７名の参加があった。 

ウ 社会福祉法人経営者協議会と連携した法人情報公開の周知の実施 

社会福祉法人の地域における公益的な取組みの実施及び現況報告書への記載について、県

内社会福祉法人へ周知した。 

 

（３）種別協議会の支援 

各業種別協議会において、福祉サービスの向上や施設運営のために必要な研究及び研修等を行

った。 

ア 千葉県社会福祉法人経営者協議会 

（ア）諸会議 

a 監事監査 

期  日 ４月１５日（火） 

     場  所 千葉県社会福祉センター 

     参加者数 ２名 

     内  容 監査、講評 

 

b 正副会長会議 

     （第１回） 

期  日 ４月２３日（水） 

      開催方法 オンライン 

      参加者数 ３名 

      議  題 令和６年度事業報告及び決算について 

令和６年度青年部会事業報告及び決算について 

令和７年度事業計画（案）及び予算（案）について 

令和７年度青年部会事業計画（案）及び予算（案）について 

規定等の改定について 

地域の福祉を守り抜くための福祉従事者の賃上げにかかる緊急要望について 

令和７年度総会（改選期）について 

 

（第２回） 

期  日 １０月２日（木） 

          開催方法 オンライン 

          参加者数 ３名 

      議  題 各部会の事業進捗状況について 

      南関東・甲静ブロック協議会会長会議報告について 

          報  告 児童虐待防止オレンジリボンたすきリレーちば（来年度開催）について 
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（第３回） 

期  日 １月２２日（木） 

  開催方法 オンライン 

  参加者数 ２名 

  議  題 予算要望について     

 

（第４回） 

期  日 ３月１６日（月） 

          開催方法 オンライン 

          参加者数 ２名 

      議  題 令和７年度事業報告（案）及び補正予算（案）について 

              令和７年度 青年部会 事業報告（案）及び補正予算（案）について 

               令和８年度事業計画（案）及び予算（案）について 

               令和８年度 青年部会 事業計画（案）及び予算（案）について 

 

c 常任協議員会 

（第１回） 

期  日 ４月２３日（水） 

          開催方法 オンライン 

          参加者数 １６名 

      議  題 令和６年度事業報告及び決算について 

令和６年度青年部会事業報告及び決算について 

令和７年度事業計画（案）及び予算（案）について 

令和７年度青年部会事業計画（案）及び予算（案）について 

              規定等の改定について 

              地域の福祉を守り抜くための福祉従事者の賃上げにかかる緊急要望について 

              令和７年度総会(改選期)について 

          報  告 「県社協 千葉県福祉人材確保・定着推進部からの情報提供」について 

 

（第２回） 

期  日 ６月９日（月） 

          開催方法 ホテルポートプラザちば 

          参加者数 １６名 

          議  題 令和７年度・８年度の会長及び副会長の互選について 

 

（第３回） 

期  日 １０月２日（木） 

          開催方法 オンライン 

          参加者数 １３名 

          議  題 親会各部会の事業進捗状況について 

               南関東・甲静ブロック協議会会長会議報告について 

          報  告 児童虐待防止オレンジリボンたすきリレーちば（来年度開催）について 
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（第４回） 

期  日 １月２２日（木） 

          開催方法 オンライン 

          参加者数 １６名 

          報  告 親会各部会の事業進捗状況について        

              南関東・甲静ブロック協議会会長会議報告について 

          議  題 青年部会運営内規 改正案について 

 

（第 5回） 

期  日 ３月１６日（月） 

         開催方法 千葉県社会福祉センター 

          参加者数 １３名 

          議  題 令和７年度事業報告（案）及び補正予算（案）について 

              令和７年度 青年部会 事業報告（案）及び補正予算（案）について 

               令和８年度事業計画（案）及び予算（案）について 

               令和８年度 青年部会 事業計画（案）及び予算（案）について 

 

d 経営対策部会 

（a） オールちばとも公益事業検討プロジェクト会議 

        期  日 ７月３日（木） 

             開催方法 オンライン 

             参加者数 ６名 

             議  題 令和７年度経営対策部会・公益事業検討プロジェクト会議月別活動計画  

社会福祉法人の地域における公益的な取り組みの推進 

福祉人材の確保・育成・定義に向けた取り組みの推進 

生活困窮者支援の継続、拡充の推進 

 

      （地域における公益的な取組み動画撮影打合せ） 

             期  日 ８月２９日（金） 

             開催方法 千葉県社会福祉センター（参加人数３名（青年部会）） 

             議  題 動画作成について（社会福祉法人佑啓会） 

             期  日 ９月３０日（火） 

             開催方法 特別養護老人ホームひまわりの丘（参加者数４名（青年部会）） 

内  容 動画作成について（社会福祉法人松栄会） 

 

（地域における公益的な取組み動画撮影） 

             期  日 １１月２１日（金） 

             開催方法 松戸市立牧野原中学校・ひまわりの丘（参加者数２名（青年部会）） 

             内  容 動画撮影（社会福祉法人松栄会） 

 

（b） オールちばとも災害福祉支援プロジェクト会議 

        （第１回） 

 期  日 ８月１９日（火） 

               開催方法 オンライン 
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               参加者数 ７名 

               議  題 災害福祉支援プロジェクト会議月別活動計画 

                    千葉県経営協 災害支援シミュレーション訓練について 

  

              （災害支援シミュレーション訓練） 

                 期  日 ２月４日（水）・５日（木） 

               開催方法 千葉県社会福祉センター・オンライン 

               参加法人 １４７法人（被害状況報告書提出法人数） 

               本部参加 １３名 

               内  容 被災状況把握、情報整理、被災想定法人への支援検討・実施 

  

（c） 経営対策部会（全体会議） 

 期  日 ２月１９日（木） 

 開催方法 オンライン 

 参加者数 ６名 

 報  告 公益事業検討プロジェクトの活動報告について 

       災害福祉支援プロジェクトの活動報告について 

 議  題 「地域における公益的な取組動画」について 

      令和８年度の事業計画（経営対策部会）について 

 

(d) 総務広報部会 

  （第１回） 

   期  日 ６月１７日（火） 

   開催方法 オンライン 

   参加者数 ６名 

   議  題 令和 7年度総務広報部会 月別活動計画について 

情報提供・会員間交流・会員加入の促進について 

 

（第２回） 

       期  日 １０月２３日（木） 

       開催方法 オンライン 

       参加者数 ７名 

       報  告 情報提供・会員間交流の強化・会員加入の促進について 

       議  題 情報提供・会員間交流・会員加入の促進について 

            「大人のしゃべり場」の開催について 

 

（第３回） 

       期  日 ２月２５日（水） 

       開催方法 オンライン 

       参加者数 ５名 

       報  告 総務広報部会の活動報告について 

       議  題 令和８年度の事業計画（総務広報部会）について 
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(e) 研修部会 

  （第１回） 

            期  日 ７月２４日（木） 

          開催方法 オンライン 

          参加者数 ８名 

          議  題 令和 7年度の研修部会 月別活動計画について 

都道府県経営協セミナー（前期）/ 千葉県会場について 

社会福祉法人経営支援セミナーについて 

 

（第２回） 

            期  日 ２月１６日（月） 

          開催方法 オンライン 

          参加者数 ９名 

          報  告 研修部会の活動報告について 

          議  題 令和８年度の事業計画（研修部会）について 

令和８年度千葉県社会福祉法人経営者セミナーについて 

 

（イ）総会・セミナー等（親会） 

a  総会 

期  日  ６月９日（月） 

    開催方法 ホテルポートプラザちば 

    参加者数 ５３名（４０法人）※委任状１１０法人 

    議  案 第１号議案 災害支援活動基金に関する規定(案)の承認について 

第２号議案 会則の改定(案)の承認について 

第３号議案 専門部会の規定の改定（案）の承認について 

第４号議案 加入申込要領の改定（案）の承認について 

第５号議案 令和 6 年度事業報告（案）及び決算（案）の承認について 

第６号議案 令和 6 年度青年部会事業報告（案）及び決算（案）の承認について 

第７号議案 令和 7 年度事業計画（案）及び予算（案）の承認について  

第８号議案 令和 7 年度青年部会事業計画（案）及び予算（案）の承認について 

第９号議案 任期満了に伴う常任協議会の監事選任について 

 

ｂ 千葉県社会福祉法人経営者セミナー 

期  日 ６月９日（月） 

   開催方法 ホテルポートプラザちば 

   参加者数 ６２名 

   内  容 ＜講演＞社会福祉法人の使命と今後の展望 善光会の取り組み 

         講師：社会福祉法人善光会 最高執行責任者 兼 統括施設局長 宮本 隆史 氏  

ｃ 都道府県経営協セミナー（前期）／千葉県会場 

期  日 ９月２日（火） 

   開催方法 千葉県社会福祉センター 

   参加者数 ３９名 

   内  容 ＜講義 I＞ 

        「社会福祉法人 2040年には間に合う？  
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        ～昨今の社会保障・社会福祉をめぐる動向と全国経営協の取組を踏まえて」           

         講師：制度・政策委員会 委員長 宮田 裕司 氏 

         ＜全国青年会入会促進 PR＞ 

         「全国青年会がいま目指していること～各委員会の取り組み～」 

説明者：千葉県社会福祉法人経営者協議会 青年部会長 

社会福祉法人修央会 法人本部長 石神 敏明 氏 

        ＜講義 II＞ 

        「カスタマーハラスメントから職員を守る 

         －社会福祉法人に求められる組織的対応とトップの責任－」 

         説明者：全国社会福祉法人経営者協議会 事務局 

        ＜大人のしゃべり場＞ 

 

ｄ 社会福祉法人経営支援セミナー 

期  日 １１月１７日（月） 

   開催方法 千葉県社会福祉センター 

   参加者数 ４７名 

   内  容 ＜講義＞ 

人を大切にする社会福祉法人の経営とは？～持続可能な組織づくり～ 

     講師：公益財団法人日本生産性本部コンサルティング部 

           部長 星名英樹 氏  

        ＜情報提供＞ 

         退職自衛官の再就職支援の取り組みについて 

        説明：防衛省自衛隊千葉地方協力本部 

e 都道府県経営協セミナー（後期）/千葉県会場 

期  日 １月１３日（火） 

           開催方法 千葉県社会福祉センター 

           参加者数 ３４名 

           内  容 ＜講義 I＞ 

                       「社会福祉法人は“国宝”！社会から認められる法人を目指す 

                       ～昨今の社会保障・社会福祉をめぐる動向と全国経営協の取組を踏まえて～」          

講師：全国経営協制度・政策委員会委員長 宮田裕司 氏 

＜全国青年会入会促進 PR＞ 

 「全国青年会がいま目指していること～各委員会の取組～」 

 説明者：千葉県社会福祉法人経営者協議会 青年部会副会長 古谷和幸 氏 

＜講義 II＞ 

                       講義「AIで仕事が変わる！知っておきたい活用のコツ」 

                       講師：全国経営協ふくし DX推進委員会 専門委員 綱島由美子 氏 

＜大人のしゃべり場＞ 

 

（ウ）外部会議等（親会） 

a 南関東・甲静ブロック協議会 

(a) 会長会議 

（５月期） 

期  日 ５月１３日（火） 
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   開催方法 オンライン 

   参加者数 ５名 

   議  題 令和６年度事業報告(案）について 

  令和６年度収支決算書(案)について  

        令和７年度事業について 

        事前アンケートに係る情報共有 

 

（８月期） 

期  日 ８月１２日（火） 

   開催方法 オンライン 

   参加者数 ５名 

   議  題 老朽化した社会福祉施設整備の課題について 

        重点支援地方交付金の追加支給に伴う緊急要望について 

 

（１０月期） 

期  日 １０月１４日（火） 

   開催方法 オンライン 

   参加者数 ７名 

   議  題 各都県経営協で取り組む「人材確保・育成・定着対策」について 

         

（１１月期） 

期  日 １１月１８日（火） 

   開催方法 オンライン 

   参加者数 ７名 

   議  題 令和８年度全国経営協事業計画等策定に向けた各都道府県経営協からの意見」について  

 

（２月期） 

期  日 ２月１０日（火） 

   開催方法 オンライン 

   参加者数 ７名 

議  題 令和８年度事業計画ならびに収支予算(案)について 

意見交換 全国経営協 令和８年度事業計画について b 南関東・甲静ブロックセミナー 

期  日 １２月１０日（火） 

     場  所 ステーションコンファレンス東京 

     参加者数 ８名 

     講  演 「ブランディングで法人の価値を高める」 

講  師 株式会社パラドックス ブランディング・ディレクター 竹内 亮介 氏  

 

b 全国社会福祉法人経営者協議会 

(a) 常任協議員会 

       第１回  ４月 ４日（金）オンライン開催（参加者数：２名） 

       第２回  ６月 ５日（木）全社協会議室 （参加者数：２名） 

       第３回  ７月 ４日（金）東京虎ノ門ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｽｸｴｱｺﾝﾌｧﾚﾝｽ（参加者数：２名） 

       第４回  ８月 １日（金）オンライン開催（参加者数：２名） 
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第５回  ９月 ５日（金）オンライン開催（参加者数：３名） 

       第６回 １０月 ３日（金）オンライン開催（参加者数：３名） 

       第７回 １１月 ７日（金）オンライン開催（参加者数：３名） 

第８回 １２月 ５日（金）全社協会議室 （参加者数：２名） 

第９回  １月 ９日（金）オンライン開催（参加者数：３名） 

第１０回  ２月 ６日（金）オンライン開催（参加者数：３名） 

第１１回  ３月 ９日（月）全社協会議室 （参加者数：３名） 

 

(b) 協議員総会 

第１回  ６月 ６日（金）全社協会議室（参加者数：２名） 

第２回  ９月１７日（水）福岡県福岡市（参加者数：２名） 

第３回 １１月１４日（金）オンライン開催（臨時）（参加者数：２名） 

第４回  ３月１０日（火）全社協会議室（参加者数：２名） 

 

(c) 令和７年度ブロック会議＜南関東・甲静ブロック＞ 

       期  日 ５月２７日（火） 

       開催方法 全社協 新霞が関ビル 灘尾ホール 

       参加者数 ４名 

 

(d) 第４４回全国社会福祉法人経営者大会（福岡県大会） 

       期  日 ９月１８日（木）・１９日（金） 

       開催方法 ヒルトン福岡シーホーク 

       参加者数 ２４名 

 

(e) 第１４回千葉県福祉人材確保・定着推進協議会 

       期  日 ４月３０日（水） 

開催方法 オンライン 

参加者数 １名 

 

(f) 千葉県社会福祉事業振興資金 第 1回運営委員会 

期  日 ９月２９日（月） 

開催方法 千葉県社会福祉センター 

       参加者数 １名 

 

（エ） 要望活動 

a 要 望 先 県健康福祉部（健康福祉指導課） 

期  日 ６月１８日（水） 

内  容 「重点支援地方交付金の追加支給に伴う緊急要望」（全国経営協連名） 

参加者数 ３名 

 

b  要 望 先 千葉県選出国会議員 

期  日 １１月１７日（水）～ 

内  容 「地域の福祉を守り抜くための提言・要望」（全国経営協連名） 

参加者数 ７名 
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ｃ  要 望 先 県健康福祉部（健康福祉指導課・高齢者福祉課、障害福祉事業課） 

期  日 １１月１９日（水） 

内  容 「地域の福祉を守り抜くための提言・要望」（全国経営協連名） 

参加者数 ３名 
 

（オ） 会員加入促進  
経営協 会員加入状況（法人単位） 
令和６年度末会員数 令和７年度入会数 令和７年度退会数 令和７年度末の会員数 

230法人 2法人 2法人 230法人 
 

（カ）青年部会 
    a 経営対策委員会 

(a) 会議 
(第 1回） 
期  日 9月 12日（金） 
開催方法 オンライン開催 
参加者数 6名 
議  題 公益事業検討プロジェクトの取材に向けての事前協議 

LINEオープンチャット機能について 
 

(b) 無料セミナー 
期  日 3月 6日（金） 
開催方法 千葉県社会福祉センター 
参加者数 20名 
講  演 なぜあの会社は「ワクワク」が止まらないのか？ 

街づくりと福祉を繋ぐ、感動経営の舞台裏 
講  師 株式会社拓匠開発 代表取締役 工藤 英之 氏 

 
ｂ 総務広報委員会 
(a) 会議 
（第 1回） 
期  日 7月 11日（金） 
開催方法 中国料理 珍宴 
参加者数 5名 
議  題 突撃！となりの昼ごはん 取材について 

LINEオープンチャットのリーフレット作成について 
 

（第 2回） 
期  日 10月 10日（金） 
開催方法 オンライン開催 
参加者数 5名 
議  題 突撃！となりの昼ごはん 取材について 

NEWS LETTERについて 
 

（第 3回） 
期  日 2月 20日（金） 
開催方法 千葉県社会福祉センター 
参加者数 5名 
議  題 令和 8年度 突撃！となりの昼ごはん 取材について 

NEWS LETTERについて 
紹介キャンペーンについて 
情報提供と調査研究について 

 
(b) 『突撃！となりの昼ごはん』の取材 
（第 1回） 
期  日 9月 9日（火） 
取材法人 社会福祉法人六親会 
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取材者数 5名 
  

（第 2回） 
期  日 11月 17日（月） 
取材法人 社会福祉法人蛍雪学園 
取材者数 5名 

 
（第 3回） 
期  日 1月 20日（火） 
取材法人 社会福祉法人宝寿会 
取材者数 5名 

 
ｃ 研修委員会 
(a) 会議 
（第 1回） 
期  日 4月 25日（金） 
開催方法 オンライン開催 
参加者数 5名 
議  題 7月の研修に向けての事前協議 

令和 7年度の研修について 
 

（第 2回） 
期  日 6月 9日（月） 
開催方法 ホテルポートプラザちば 
参加者数 4名 
議  題 県内研修に向けての事前協議 

12月の研修に向けての事前協議 
7月の研修に向けての事前協議 

 
（第 3回） 
期  日 7月 11日（金） 
開催方法 千葉県社会福祉センター 
参加者数 5名 
議  題 県内外研修に向けての事前協議 

12月の研修に向けての事前協議 
 

（第 4回） 
期  日 8月 15日（金） 
開催方法 オンライン開催 
参加者数 3名 
議  題 県外研修に向けての事前協議 

 
（第 5回） 
期  日 9月 2日（火） 
開催方法 千葉県社会福祉センター 
参加者数 5名 
議  題 第 3回研修会についての事前協議 

令和 8年度スケジュールについての事前協議 
 

（第 6回） 
期  日 12月 4日（木） 
開催方法 オンライン開催 
参加者数 4名 
議  題 第 3回研修会に向けての事前協議 

令和 8年度研修会についての事前協議 
   

（第 7回） 
期  日 3月 16日（月） 
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開催方法 千葉県社会福祉センター 
参加者数 4名 
議  題 第 3～5回研修会についての事前協議 

 
  

ｄ 合同委員会他 
(a) 正副部会長会議 
（第 1回） 
期  日 12月 9日（火） 
開催方法 千葉県社会福祉センター、オンライン開催 
参加者数 4名 
議  題 令和 7年度 青年部会の事業の振り返りと進捗状況について 

令和 8年度 予算案について 
令和 8年度 青年部会の事業計画の検討について 
運営内規の改定について 

 
（第 2回） 
期  日 1月 21日（水） 
開催方法 千葉県社会福祉センター 
参加者数 4名 
議  題 ステップ会員について 

青年部会の名称変更について 
 

(b) 正副部会長・委員長会議 
期  日 1月 21日（水） 
開催方法 千葉県社会福祉センター 
参加者数 7名 
議  題 令和 7年度 補正予算案について 

令和 8年度 予算案について 
令和 8年度 青年部会の事業計画の確認について 
ステップ会員について 

 
(c) 合同委員会 
（第 1回） 
期  日 4月 11日（金） 
開催方法 千葉県社会福祉センター 
参加者数 17名 
議  題 令和 7年度事業計画の確認 

各委員に分かれて打合せ 
各委員からの報告 

 
（第 2回） 
期  日 12月 19日（金） 
開催方法 千葉県社会福祉センター 
参加者数 16名 
議  題 今年度の振り返りと今後の課題 

ちば Coラボについて 
運営内規の改定について 
各委員会に分かれて打合せ 
各委員会からの報告 
来年度の事業計画の検討・打合せ 

 
(d) 意見交換会 
  開催方法 参集 
（第 1回） 
期  日 7月 11日（金） 
参加者数 43名 
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（第 2回） 
期  日 10月 24日（金） 
参加者数 10名 

 
（第 3回） 
期  日 12月 19日（金） 
参加者数 22名 

 
（第 4回） 
期  日 3月 6日（金） 
参加者数 30名 
 

e 総会 
期  日 3月 6日（金） 
開催方法 千葉県社会福祉センター 
出席者数 21名 
議  案 【第 1号議案】令和 7年度事業報告書及び補正予算書（案）について 

【第 2号議案】令和 8年度事業計画書及び予算書（案）について 
【第 3号議案】運営内規の改正について 

 
 

ｆ 関東甲信越静ブロック社会福祉法人経営青年会役員会（部会長出席） 
期  日 2月 12日（木） 
開催方法 ホテルメトロポリタン高崎「つぐみ」 
議  題 総会審議事項について 

・令和 6年度収支決算（案）について 
・令和７年度収支予算（案）について 
総会・研修会の企画運営について 

 
ｇ 全国社会福祉法人経営青年会 30周年記念大会 
（係員説明会） 
期  日 10月 28日（火） 
開催方法 オンライン開催 
議  題 大会マニュアルについて 

・当日のプログラムの流れについて 
・係員の役割分担について 
・懇親会について 

質疑応答 
後夜祭について 
 

（記念大会） 
期  日 11月 4日（火）・5日（水） 
開催方法 1日目全体会：東京大学安田講堂、1日目懇親会・2日目：京王プラザホテル 
参加者数 13名（係員として） 

 
 

（キ） 親会事業への参画 
a 経営対策部会 
(a)  オールちばとも公益事業検討プロジェクト会議 

期  日 7月 3日（木） 
開催方法 オンライン開催 
参加者数 3名 

   
（地域における公益的な取組み動画撮影打合せ） 
（第 1回） 
期  日 8月 29日（金） 
開催方法 千葉県社会福祉センター 
参加者数 3名 
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（第 2回） 
期  日 9月 30日（火） 
開催方法 松栄会 
参加者数 4名 

 
（地域における公益的な取組み動画撮影） 

期  日 11月 21日（金） 
開催方法 松栄会 
参加者数 2名 

 
(b)  オールちばとも災害福祉支援プロジェクト会議 

期  日 8月 19日（火） 
開催方法 オンライン 
参加者数 5名 

 
（災害支援シミュレーション訓練） 

期  日 2月 4日（水）・5日（木） 
開催方法 千葉県社会福祉センター・オンライン 
参加者数 8名 

  
(c) 経営対策部会（全体会議） 

期  日 2月 19日（木） 
開催方法 オンライン開催 
参加者数 4名 

 
 

b 総務広報部会 
（第 1回） 
期  日 6月 17日（火） 
開催方法 オンライン開催 
参加者数 2名 

 
（第 2回） 
期  日 10月 23日（木） 
開催方法 オンライン開催 
参加者数 3名 

 
（第 3回） 
期  日 2月 25日（水） 
開催方法 オンライン開催 
参加者数 3名 

 
 

c 研修部会 
（第 1回） 
期  日 7月 24日（木） 
開催方法 オンライン開催 
参加者数 2名 

 
（第 2回） 
期  日 2月 16日（月） 
開催方法 オンライン開催 
参加者数 3名 

 
d 総会・セミナー等 
(a) 総会 

期  日 6月 9日（月） 
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開催方法 ホテルポートプラザちば 
参加者数 5名 

 
(b) 千葉県社会福祉法人経営者セミナー 

期  日 6月 9日（月） 
開催方法 ホテルポートプラザちば 
参加者数 5名 

 
(c)  都道府県経営協セミナー（前期）／千葉県会場 

期  日 9月 2日（火） 
開催方法 千葉県社会福祉センター 
参加者数 8名 

 
(d) 社会福祉法人経営支援セミナー 

期  日 11月 17日（月） 
開催方法 千葉県社会福祉センター 
参加者数 5名 

 
(e) 都道府県経営協セミナー（後期）／千葉県会場 

期  日 1月 13日（火） 
開催方法 千葉県社会福祉センター 
参加者数 2名 

 
e 常任協議員会 

（第 1回） 
期  日 4月 23日（水） 
開催方法 オンライン開催 
参加者数 4名 

 
（第 2回） 
期  日 6月 9日（月） 
開催方法 ホテルポートプラザちば 
参加者数 4名 

 
（第 3回） 
期  日 10月 2日（木） 
開催方法 オンライン開催 
参加者数 3名 

 
（第 4回） 
期  日 1月 22日（木） 
開催方法 オンライン開催 
参加者数 3名 

 
（第 5回） 
期  日 3月 16日（月） 
開催方法 千葉県社会福祉センター 
参加者数 3名 

 
 

ｆ 南関東・甲静ブロック協議会 
      会長会議 

（5月期） 
期  日 5月 13日（火） 
開催方法 オンライン開催 
参加者数 1名 

 
（8月期） 
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期  日 8月 12日（火） 
開催方法 オンライン開催 
参加者数 1名 

  
（10月期） 
期  日 10月 14日（火） 
開催方法 オンライン開催 
参加者数 3名 

 
（11月期） 
期  日 11月 18日（火） 
開催方法 オンライン開催  
参加者数 3名 

 
（2月期） 
期  日 2月 10日（火） 
開催方法 オンライン開催 
参加者数 3名 

 
 

ｇ 全国社会福祉法人経営者協議会 
(a) 令和 7年度ブロック会議＜南関東・甲静ブロック＞（部会長出席） 

期  日 5月 27日（火） 
開催方法 全社協 新霞が関ビル 灘尾ホール 

 
（b） 常任協議員会（部会長出席） 

（第 5回） 
期  日 9月 5日（金） 
開催方法 オンライン開催 

 
（第 6回） 
期  日 10月 3日（金） 
開催方法 オンライン開催 

 
（第 7回） 
期  日 11月 7日（金） 
開催方法 オンライン開催 

 
（第 9回） 
期  日 1月 9日（金） 
開催方法 オンライン開催 

 
（第 10回） 
期  日 2月 6日（金） 
開催方法 オンライン開催 

 
（第 11回） 
期  日 3月 9日（月） 
開催方法 全社協 新霞が関ビル 5階 第 3～5会議室 

 
 

h 会員加入促進 
青年部会 会員加入状況（個人単位） 
令和 6年度末会員数 令和 7年度入会数 令和 7年度退会数 令和 7年度末の会員数 

51名 5名 7名 49名（定年退会含む） 
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イ 千葉県保育協議会の運営支援 

（ア）諸会議・大会等 

 月日 主 要 内 容 人数 場  所 

4/9 

 

4/19 

 

5/15 

 

 

 

 

 

 

 

 

7/17 

 

8/18 

 

10/3 

 

12/6 

 

 

1/15 

 

3/11 

 

 

3/12 

会計監査 

 

令和 7度千葉県保育協議会会長表彰選考委員会 

 

令和 7年度千葉県保育協議会総会（文書審議） 

(1)令和 6 年度千葉県保育協議会事業報告（案）及び

収入支出決算（案）の承認について 

(2) 令和 7年度千葉県保育協議会役員（案）の承認に

ついて 

(3) 千葉県保育協議会会費の増額について 

(4)令和 7年度千葉県保育協議会事業計画（案）及び

収入支出予算（案）の承認について 

 

第 65回研究大会（web） 

  

予算要望 

 

予算要望 

 

第 69回千葉県保育振興大会 

 

 

中間監査 

 

令和 8年度千葉県保育所等巡回支援事業に係る選考

委員会会 

 

令和 8年度保育所保育士等研修事業に係る選考委員 

3名 

 

14名 

 

委任状 

508施設 

981名 

代表者 

45名 

 

 

 

 

391名 

 

3名 

 

3名 

 

255名 

 

 

3名 

 

2名 

    

  

2名 

千葉県社会福祉センター 

 

千葉県社会福祉センター 

 

千葉県社会福祉センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

オークラ千葉ホテル 

 

千葉県庁 

 

千葉県議会棟（自民党） 

 

美浜文化ホール 

 

 

千葉県社会福祉センター 

 

千葉県教育会館 

 

 

千葉県教育会館 

 

会議等名 回数 場  所 

正副会長会議 3回 千葉県社会福祉センター、オンライン開催 

運営委員会 3回 千葉県社会福祉センター 

常任委員会 3回 千葉県社会福祉センター、オンライン開催 

総務委員会 3回 千葉県社会福祉センター、オンライン開催 

調査・研究委員会 2回 千葉県社会福祉センター、オンライン開催 

研修委員会 3回 千葉県社会福祉センター 

広報委員会 3回 千葉県社会福祉センター 

振興大会企画委員会 2回 千葉県社会福祉センター 

子育て支援担当者会議運営委員会 3回 千葉県社会福祉センター 
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食育推進担当者委員会 1回 千葉県社会福祉センター 

支会長会議 2回 千葉県社会福祉センター 

保育士部会 2回 千葉県社会福祉センター 

民間施設長部会 4回 千葉県社会福祉センター、オンライン開催 

巡回支援事業連絡会議 2回 千葉県社会福祉センター、オンライン開催 

 

（イ）全国・関東ブロック・県関係会議等 

会議等名 回数 人数 

全国保育協議会、全国保育士会関係 

関東ブロック関係 

千葉県関係 

16回 

11回 

14回 

35名 

21名 

14名 

 

（ウ）保育所職員資質・技術（研修）事業 

名   称 月 日 場  所 人  数 

保育所長研修会Ａ 7/15 千葉県社会福祉センター 135名 

保育所長研修会Ｂ 7/23 千葉県社会福祉センター 102名 

初級保育士研修会Ａ 6/25 千葉県社会福祉センター 147名 

初級保育士研修会Ｂ 7/2 千葉県社会福祉センター 149名 

主任保育士研修会Ａ 7/29 千葉県社会福祉センター 141名 

主任保育士研修会Ｂ 8/5 千葉県社会福祉センター 143名 

中堅保育士研修会Ａ 8/27 千葉県社会福祉センター 146名 

中堅保育士研修会Ｂ 9/20 千葉県社会福祉センター 130名 

病児･病後児保育研修会 10/17 千葉県社会福祉センター 95名 

保育特別講座 11/26 千葉県社会福祉センター 111名 

食育推進担当者研修 12/16 オークラ千葉ホテル 109名 

配慮が必要な子に関する

研修会 
10/6 千葉県社会福祉センター 152名 

乳児保育研修会 8/21 千葉県社会福祉センター 144名 

 

保 育 内 容 

研 修 会 

東葛 7/17 市民プラザ 151名  

東葛 9/19 アミュゼ柏 153名  

東葛 10/1 松戸市民劇場   162名 

東葛 10/17 流山市役所 29名 

東葛 11/14 鎌ケ谷市民会館 111名 

東葛 7/17 市民プラザ 151名  

市川 
6/11 

11/14 

市川市役所 

男女共同参画ｾﾝﾀ 
200名 

印旛 10/4 佐倉市中央公民館 86名  

君津 5/24 木更津総合福祉会館 50名 
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安房 11/1 南総文化ホール 50名 

安房 11/19 南総文化ホール 17名 

夷隅 6/8 いすみ市役所 48名 

長生 2/7 長南保育所 70名 

山武 9/20 東金市役所 54名 

海匝 8/24 
旭市いいおか 

ユートピアセンター 
98名 

香取 8/23 香取市役所 123名 

市原 8/20 市原市民会館 22名 

給 食 実 技 

研 修 会 

東葛 防災の日の保育所(園)の給食を配布 

印旛 7/10 佐 倉 市 中 央 公 民 館 118名 

印旛 9/24 白井市保健福祉センター 18名 

君津 12/12 オンライン 125名 

君津 9/17 君津市中央図書館 49名 

安房 6月～10月 各施設(園) 19名 

長生 8/30 長生村文化会館 40名 

山武 10/22 大網白里市中央公民館 21名 

海匝 7/12 野栄総合支所 19名 

香取 1/27 匝瑳市民ふれあいセンター 29名 

香取 6/7 小見川市民センター 135名 

市原 7/16 市原市民会館 19名 

保育内容実務 

研 修 会 

東葛 12/15 あ び こ 市 民 プ ラ ザ 122名  

市川 
5月～1月 男女共同参画ｾﾝﾀｰ 

各保育園等 
240名 

印旛 10/30 成 田 市 中 央 公 民 館 82名 

君津 7/19 木更津市民総合福祉会館 144名 

安房 7/19 南 総 文 化 ホ ー ル 54名  

夷隅 9/27 いすみ市役所 43名 

長生 10/24 一宮保健センター 40名 

山武 6/7 山武市役所 45名 

海匝 1/10 
旭市いいおか 

ユートピアセンター 
96名 

香取 11/8 香取市役所 115名 

市原 6/23 市原市民会館 19名 

支会別施設長 

講 習 会 

東葛 10/24 オンライン 130名  

市川 11/19 市川市文化会館 100名  

印旛 7/23 オンライン 61名 

君津 2/4 佐倉市中央公民館 79名 

君津 11/29 木更津市民総合福祉会館 79名 
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安房 12/18 南総文化ホール 16名 

夷隅 10/27 勝浦そらいろ 11名 

長生 11/22 茂原市市民室 40名 

山武 8/7 山武市役所 22名 

海匝 10/31 旭市市民センター 17名 

海匝 12/4 川村学園女子大学附属保育園 3名 

香取 2/17 佐原グレイスこども園 2名 

市原 6/26 いちはら子ども未来館 17名 

市原 11/6 いちはら子ども未来館 17名 

支会実技 

講習会 

東葛 9/3 キッコーマンアリーナ 179名 

東葛 10/16 あびこ市民プラザ 130名 

東葛 11/21 野田市総合公園 87名 

市川 11/18 市川市文化会館 16名 

印旛 11/29 印 西 市 本 埜 公 民 館 97名 

君津 6/7 富津市立飯野小学校 104名 

安房 6/21 鴨川市文化体育館 48名 

夷隅 6/7 いすみ市岬公民館 51名 

長生 6/14 パークむつざわ 60名 

山武 9/6 九十九里町中央公民館 40名 

海匝 11/16 
旭市いいおか 

ユートピアセンター 
87名 

香取 6/14 小見川コミニティセンター 101名 

時間外・パート 

職員研修会 

東葛 7/9 松 戸 市 健 康 福 祉 会 館 52名 

東葛 7/11 市 民 プ ラ ザ 50名 

東葛 9/9 我 孫 子 市 立 寿 保 育 園 102名 

東葛 12/4 鎌ケ谷市きらりホール 70名 

東葛 1/9 オンライン 5７名 

印旛 11/17 オンライン 87名 

君津 
7/8 

9/9 

君 津 市 周 西 公 民 館 62名 

59名 

君津 7/9 松 戸 市 健 康 福 祉 会 館 52名 

夷隅 11/12 い す み 市 役 所 42名 

山武 9/10 山 武 市 役 所 28名 

海匝 11/15 
旭市いいおか 

ユ ー ト ピ ア セ ン タ ー 
79名 

市原 10/2 三和保育所 7名 
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（エ）民間施設長部会（民間保育所運営指導事業） 

a  企画調整会議 ４回開催（5/27・9/9・9/11・3/24） 

 b  研修会 

研修名 月 日 場 所  人数 

民間施設長部会研修会 1/17 千葉県社会福祉センター 36名 

※研修会については、後日オンデマンド配信を実施した。 

c 視察研修 ３回開催（8/26・12/9・1/23） 

  

（オ）保育士部会 

a  会議 ２回開催（5/23・1/16） 

b  懇談会 

研修名 月 日 場 所  人数 

保育士・保育教諭懇談会 8/26 オークラ千葉ホテル 33名 

 

（カ）子育て支援事業担当者会議 

 a  運営委員会 ３回開催 

b  研修会 

名  称 月 日 場 所 人数 

子育て支援研修会（県保協自主事業） 1/10 

 

 

千葉県社会福祉センター 

文化センター 

92名 

 

 地域子育て支援拠点施設担当者研修 

（子育て支援担当者会議主管事業） 

7/8 千葉県社会福祉センター 80名 

1/14 千葉県社会福祉センター 42名 

11/11 流山市 42名 

 

（キ）近未来保育研究所活動 

a  総会  ５月８日 

b  研修会等 

 (a)総会記念講演 

  「令和６年度能登半島地震 地震発生後の事業継続について真剣に考察する」 

～被災地からの報告をもとに～ 

  講師：平和こども園 日吉輝幸園長 

(b)教材研究セミナー（リモート研修） 

月 日 内 容 対 象 人 数 

7/7 環境構成 前年度参加保育士等 16名 

8/4 教材研究の必要性 園長 23名 

8/25 廃材 保育士等 16名 

9/16 粘土 保育士等 15名 

10/23 クレヨン・クレパス 保育士等 16名 

12/5 環境構成 今年度参加保育士等 15名 

1/28 絵の具 保育士等 16名 
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(c) 現地視察研修 

  日時：11月 22日 

会場：高知県 認定こども園若草幼稚園  

 

d 近未来保育研究所創立 20周年記念事業 

 (a)近未来保育研究所創立 20周年記念祝賀会 開催 

   日時：7月 11日 

   会場：ホテルスプリングス 

(b)近未来保育研究所創立 20周年記念誌発行 

 

e 企画調整会議 ５回開催（4/22．5/8・6/13・11/19・3/23） 

 

（ク）保育専門指導事業 

平成２９年度で千葉県の受託事業が終了したことを受け、本会自主事業として７人の保育専

門指導員を引き続き配置し、県内の保育内容のさらなる向上に努めた。 

 

（ケ）千葉県保育所等巡回支援事業 

 保育士の離職防止及び保育所等の勤務環境改善を進め、保育人材の確保を図ることを目的に

千葉県からの委託事業として実施。 

本会に「保育士支援アドバイザー」と「保育事業者支援コンサルタント」15名を配置し、保

育所等に勤務する経験年数の短い保育士（勤務経験が５年以内の保育士）や保育所等に再就職

して間もない保育士（再就職後５年以内の保育士）及び保育事業者を対象とした巡回相談支援

を実施した。 

a  実施状況 

施設数 支援件数 保育士支援アドバイザー 保育事業者支援コンサルタント 

33 61 32件 29件 

b  連絡会議 

開催日 会  場 出席者数 

6/26 千葉県社会福祉センター 10名 

1/16 千葉県社会福祉センター 12名 

 

（コ）広報活動・研修会企画・調査研究等 

 a   機関紙「ほほえみ」編集会議（３回） 

２回発行２，０００部（第 212号～第 213号） 

b   研修委員会会議（３回） 

県委託 6研修、自主２研修について協議 

c   調査研究委員会会議（２回） 

  「保育者の意欲と職場の働きやすさに関する実態と意識」のアンケート結果の分析。 

  インタビューの実施。 

ｄ  総務委員会（4回） 

    研究大会、振興大会、予算要望等について検討、企画、運営を行った。 
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（サ）委託研究の実施 

  a  施設長部会 

分科会 支会名 テーマ 

第 3 分科会 市川 子どもの育ちを保障する関係機関とのネットワーク 

第 3 分科会 印旛 子どもの育ちを保障する関係機関とのネットワーク 

第 3 分科会 君津 子どもの育ちを保障する関係機関とのネットワーク 

b  保育士部会 

分科会 支会名 テーマ 

第 7 分科会 市川 フリーテーマ 

第 7 分科会 印旛 フリーテーマ 

第 7 分科会 君津 フリーテーマ 

 

ウ 千葉県福祉医療施設協議会の運営支援 

（ア）諸会議・研修事業 

期日 実施方法 人数 主要内容 

4/17 

 

5/29 

 

 

 

 

 

 

6/20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1/29 

千葉県社会福祉センター 

 

千葉県社会福祉センター 

 

 

 

 

 

 

千葉県社会福祉センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都済生会中央病院 

1 

 

12 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 監事監査（於：千葉県社会福祉センター） 

 

  令和 7年度総会＜書面開催＞ 

（1）令和 6年度事業報告及び決算の承認に 

ついて 

 （2）令和 7年度事業計画（案）及び予算（案） 

について 

(3) 役員の選任について 

 

令和 7年度第 1回研修会 

行政説明 生活困窮者自立支援制度について 

説明者  

千葉県健康福祉部健康福祉指導課自立支援班  

主事 髙梨 一樹 氏 

講 演 福祉と医療を一体的に提供しています 

～無料低額診療事業とは何でしょうか？ 

その歴史と現代的意義 

講 師  

特定非営利活動法人東京 YWCA 

ヒューマンサービスサポートセンター 理事長 

合同会社 TKT福祉経営研究所代表 田島 誠一 氏 

 

県外視察研修会 



- 98 - 

（イ）全国関係会議等 千葉県からの参加 

期日 実施方法 人数 主要内容 

11/27～

11/28 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全社協灘尾ホール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 35回 令和 7年度全国福祉医療施設大会 

「地域とつながり、暮らしを支える拠点へ 

～福祉医療施設の機能強化と持続可能な展開 

を目指して～」 

基調報告 

「福祉医療施設を取り巻く状況と全国医療協の取り

組み」 

全国福祉医療施設協議会 会長  松川 直道 氏 

行政説明 
「社会保障の動向と無料低額診療事業」 
説 明 者 厚生労働省 社会・援護局 総務課 
全国福祉医療施設協議会 副会長 林 泰広 氏 
分 科 会  
第 1分科会「経営実践・福祉医療実践報告」 
第 2分科会「MSW実践報告」 

交 流 会 
分科会統括 

講  演 地域に必要とされ続ける福祉医療と実践 
講  師 京都大学大学院医学研究科 

社会的インパクト評価学講座 
特定准教授 

 （医師、社会福祉士、介護支援専門員） 
西岡 大輔 氏 

シンポジウム 今求められる福祉医療実践 
～地域とつながり、暮らしを支える拠点 
であるために～ 

シンポジスト 三井記念病院 
 医療ソーシャルワーカー  
尾方 欣也 氏 
群馬県済生会前橋病院  
医療福祉相談課 医療相談員 
係長 池田 瑞保 氏 
全国福祉医療施設協議会  
協議員 田島 誠一 氏 

コーディネーター 全国福祉医療施設協議会  
副会長 越永 守道 氏 

 

エ その他の種別協議会 

千葉県児童福祉施設協議会の常任委員に福祉サービス事業部長が就任し、常任委員会に出席

した。その他、施設生活等評価委員会に係る県補助金の会計等を担った。 

  千葉県障がい者スポーツ協会が主催する「千葉県手をつなぐスポーツのつどい」の実行委員と

して大会運営に協力し、絵画展の審査等も担った。 

   

２ 福祉サービス事業者の社会貢献への取組支援 

（１）社会福祉法人の地域における公益的な取組の実践支援 

ア 経営協会員法人の公益的な取組みを経営協ホームページに映像で公開し、取組みを推進啓

発した。 
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イ 経営協会員間の助け合いの仕組みとして「オールちばとも災害支援体制マニュアル」に基

づく災害支援シミュレーション訓練を実施した。 

 

３ 千葉県災害派遣福祉チーム（ＤＷＡＴ）体制整備事業の推進 

  災害時の福祉支援を図るために県内の福祉関係団体により設置された「千葉県災害福祉支援ネ

ットワーク協議会（県・本会含め２３団体加盟）」の事務局及び「千葉県災害福祉支援チームの派

遣に関する基本協定（県・本会含め１７団体加盟）」に基づくＤＷＡＴ本部を県と共同で事務局を

担っている。 

（１）千葉県災害福祉支援ネットワーク協議会の運営 

期日 場  所 人数 主要内容 

5/21 千葉県社会福祉センター 28名 令和 7年度千葉県災害福祉支援ネットワー

ク協議会 

8/31 イオンモール幕張新都心 7名 令和 7年度九都県市合同防災訓練（千葉市

会場） 

10/11 千葉市立小谷小学校 

アリーナ（体育館） 

9名 令和 7年度小谷小学校避難所体験訓練 

10/19 国立館山海上技術学校 

体育館 

4名 第 45 回九都県市合同防災訓練（千葉県会

場） 

2/4・

2/5 

・千葉県社会福祉センター

（本部） 

・Biz安否確認/一斉通報シ

ステム 

11 

 

全チーム員 

 

千葉県ＤＷＡＴ派遣シミュレーション訓練 

訓練参加法人 131法人 

※第 45回九都県市合同防災訓練（千葉市会場）は荒天により中止 

 

（２）千葉県災害派遣福祉チーム（ＤＷＡＴ）に係るチーム員育成研修兼チーム員登録時研修 

の開催 

 a  研修会 

期日 場  所 人数 主要内容 

12/22

～1/24 

 

1/20 

 

1/24 

ＷＥＢ開催（オンデマンド配信） 

 

 

千葉県社会福祉センター 

 

千葉県社会福祉センター 

71名 

 

 

45名 

 

26名 

フォローアップ研修兼チーム員登録時研修 

（事前学習動画視聴） 

 

フォローアップ研修兼チーム員登録時研修 

（1回目）45名のうち 23名新規登録者 

フォローアップ研修兼チーム員登録時研修 

（2回目）26名のうち 15名新規登録者 

  

（３）千葉県災害派遣福祉チームの周知・広報 

   県社協ホームページ内の千葉県ＤＷＡＴ専用ページにおいて、千葉県ＤＷＡＴのチラシを掲

載するとともに、災害対策基本法の改正により在宅避難や車中泊避難も活動対象となったこと

等について周知を行った。 
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（４）チーム員参集に係るシステム導入及び保守業務 

   チーム員の安否確認や発災時の参集及び支援情報の共有などを円滑に行うため、Ｂｉｚ安否確認・

一斉通報システムを導入している。チーム員の名簿登録や発災時の運用は県が担い、県社協は保守

管理を担っている。能登半島地震による災害派遣の希望者のとりまとめや、千葉県ＤＷＡＴ派遣シ

ミュレーション訓練の開催通知や回答の集計、アンケート調査の実施など、多くの場面で活用して

いる。 
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＜２＞社会福祉研修センター 

１ 社会福祉行政職員研修 

社会福祉法第２１条の規定により、県及び市町村並びに事務組合の職員で社会福祉行政及び関

係業務を担当する職員を対象として、その資質向上を図るための研修を行った。 

 

 

研   修   名 実 施 日  
実施 

日数  

受講 

者数 

 

1 社会福祉行政新任者研修 

5月 15日 

4 151 
5月 16日 

5月 19日 

6月 6日 

2 生活保護法担当新任地区担当員研修 
6月 9日・6月 19日 2 81 

6月 10日・6月 20日 2 76 

3 生活保護法担当地区担当員研修 
7月 4日 

2 54 
7月 8日 

4 生活保護法指導監督職員研修 8月 28日 1 21 

5 知的障害者（児）福祉行政担当職員研修 10月 31日 1 22 

6 精神保健福祉行政担当職員研修 11月 17日 1 33 

7 身体障害者（児）福祉行政担当職員研修 11月 10日 1 17 

8 高齢者福祉行政担当職員研修 

7月 3日～11日 

【動画配信】 
－  

47 
7月 24日 

【参集】 
1 

9 社会福祉法人会計監査担当職員研修  
7月 22日～8月 22日 

【動画配信】 
－ 49 

10 家庭（児童）相談員研修 9月 5日 1 36 

11 母子・父子自立支援員、女性相談支援員研修 8月 21日 1 36 

12 児童福祉司・児童相談員研修 

9月 11日 

2 

21 

10月 21日 

【オンライン】 
17 

13 児童心理司（心理判定員）研修 

10月 10日 

【オンライン】 
2 

50 

11月 28日 

【オンライン】 
48 

 計  21 759 
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２ 千葉県社会福祉協議会独自研修（社会福祉施設等職員研修） 

公立・民間立の各種社会福祉施設等に従事する職員の資質向上を図るため、各業種別にその支

援に必要な専門知識、技能並びに基本姿勢や行動力の向上に関する研修を行った。 

No. 研   修   名 実 施 日 
受講 

人数 

受講 

事業所数 

1 
福祉職員キャリアパス対応型生涯研修課程 

（管理職編） 
11月 20日・21日 17  

2 
福祉職員キャリアパス対応型生涯研修課程 

（チームリーダー編） 
10月 16日・17日 35  

3 
福祉職員キャリアパス対応型生涯研修課程 

（中堅職員編） 
9月 29日・30日 25  

4 
福祉職員キャリアパス対応型生涯研修課程 

（初任者編） 
10月 30日・31日 25  

5 福祉入門講座【参集】 5月 20日 68  

6 福祉入門講座【オンライン】 4月 22日 33  

7 新任職員のためのマナー・接遇【動画配信】 4月 18日～5月 13日  40 

8 コミュニケーション実践 12月 9日 47  

9 
福祉職のためのリーダーシップ 

【オンライン】 
12月 17日  30 

10 ファシリテーション 11月 18日 32  

11 後輩を育てるコーチング 12月 16日 49  

12 アンガーマネジメント 7月 17日 70  

13 メンタルヘルス 1月 16日 28  

14 ハラスメント相談対応 9月 24日 62  

15 リスクマネジメント 2月 2日 28  

16 介護職員の定着・育成支援 9月 10日 55  

17 高齢者虐待防止【動画配信】 11月 18日～12月 19日  60 

18 
成年後見制度の理解と活用 12月 11日 35  

成年後見制度の理解と活用【補講】 1月 30日 25  

19 認知症の理解とケア【オンライン】 10月 23日  23 

20 介護技術 1月 22日・23日 29  

21 介護職・ケアマネのための医学知識 9月 22日 45  

22 看取り・ターミナル 11月 25日 29  

23 介護職のための薬の知識【オンライン】 10月 3日  27 

24 介護現場の排泄ケア基礎【オンライン】 8月 27日  17 

25 介護記録の書き方【オンライン】 12月 3日  19 

26 摂食嚥下の基礎知識【オンライン】 11月 19日  27 
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27 介護職のための拘縮ケア【オンライン】 12月 12日  19 

28 介護施設のレクリエーション 10月 9日 33  

29 グリーフケア 12月 18日 18  

30 障害者福祉基礎【動画配信】 5月 15日～6月 4日  36 

31 障害児福祉基礎【動画配信】 5月 28日～6月 18日  37 

32 
障害者の権利擁護・意思決定支援 

【動画配信】 
7月 8日～8月 4日  77 

33 児童虐待予防【オンライン】 10月 27日  30 

34 人事労務管理 10月 7日 35  

35 採用力・広報力【オンライン】 9月 18日  23 

36 社会福祉法人会計入門【動画配信】 4月 17日～5月 8日  20 

37 社会福祉法人・施設の会計基礎 7月 25日 49  

38 
社会福祉法人会計～実践～ 

【オンライン・アーカイブ配信】 
12月 10日  19 

39 
社会福祉法人会計～決算～ 

【オンライン・アーカイブ配信】 
2月 12日  22 

40 介護予防ケアマネジメント 7月 29日 42  

41 ケアマネジメント実践 8月 22日 39  

42 生活相談員スキルアップ 1月 26日 34  

43 機能訓練指導員スキルアップ【オンライン】 10月 1日  20 

44 非正規職員スキルアップ【オンライン】 2月 6日  20 

45 障害児レクリエーション【運動・遊び編】 11月 22日 16  

46 
障害児レクリエーション 

【コミュニケーション・遊び編】 
11月 28日 18  

47 
リーダーのためのコミュニケーション・ 

接遇 
1月 14日 28  

48 福祉現場の人材育成スタートアップ 1月 15日・19日 19  

49 
事業所運営支援セミナーⅠ 11月 27日 22  

事業所運営支援セミナーⅡ 12月 19日 19  

50 
社会福祉法人会計～基礎～ 

【オンライン・アーカイブ配信】 
11月 11日  18 

51 
カスタマーハラスメント対策 

【オンライン】 
2月 10日  16 

         計  1,109 600 
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３ 研修管理システムの活用・周知 

・委託研修、独自研修ともに研修受講者の登録、申込受付、受講管理等を研修管理システムにて

行い、登録事業所に対して研修案内のメール配信をしている。 

・システムの利便性を周知し、登録促進を図っている。 

（令和７年度新規登録件数 ２２９件、累計件数 ２，５６４件） 

 

４ 研修運営委員会の運営 

社会福祉事業従事者等の専門性向上及び社会福祉法人・事業所等の人材育成への支援を行うこ

とを目的に設置した研修運営委員会において、社会福祉研修センターが行う研修事業について協

議した。 

（１）第１回研修運営委員会の開催 

【出席者】 運営委員７名（社会福祉施設関係者・学識経験者・県関係課等）、 

事務局４名 

【日 時】 令和７年８月２５日 １４：００～１５：３０ 

【会 場】 社会福祉センター３階 中会議室２ 

【方 法】 参集開催 

【議 題】 a  令和７年度社会福祉研修センター中間報告 

b  千葉県社協研修センターの運営理念（たたき台）及び体系図（案）について 

ｃ 令和８年度独自研修計画（案）について 

 

（２）第２回研修運営委員会の開催 

【出席者】 運営委員５名（社会福祉施設関係者・学識経験者・県関係課等）、 

事務局４名 

【日 時】 令和８年２月２７日 １４：００～１５:３０ 

【会 場】 社会福祉センター３階 中会議室２ 

【方 法】 参集開催 

【議 題】 （１）令和７年度社会福祉研修センター事業報告 

（２）社会福祉研修センターにおける受講料について 

（３) その他 

 

５ 千葉県介護支援専門員養成事業（千葉県指定事業） 

（１）千葉県介護支援専門員実務研修受講試験 

受験申込期間 令和７年６月１日（日）～６月３０日（月）※当日消印有効 

    受験申込者数 ２，３５６名 

試 験 日 令和７年１０月１２日（日） 

場  所 千葉大学西千葉キャンパス（千葉市稲毛区） 

     受 験 者 数 ２，１３１名（受験率 ９０．４％） 

 合 格 発 表 令和７年１１月２５日（火） 

   合 格 者 数 ５９２名（合格率 ２７．８％） 
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ア 職種別合格者数（延べ人数） 

職種 
申込者数 

（人） 

受験者数 

（人） 

合格者数 

（人） 

合格者比率 

（人） 

医師 4 4 3 0.48% 

歯科医師 3 2 1 0.16% 

薬剤師 14 13 10 1.61% 

保健師 13 25 15 2.41% 

助産師 6 6 1 0.16% 

看護師 195 187 56 9.00% 

准看護師 40 40 7 1.13% 

理学療法士 59 49 22 3.54% 

作業療法士 26 24 15 2.41% 

社会福祉士 64 64 32 5.14% 

介護福祉士 1,818 1,669 417 67.04% 

視能訓練士 1 1 1 0.16% 

義肢装具士 0 0 0 0.00% 

歯科衛生士 24 23 5 0.80% 

言語聴覚士 5 5 0 0.00% 

あん摩マッサージ指圧師 5 5 0 0.00% 

はり師 13 13 6 0.96% 

きゅう師 12 9 5 0.80% 

柔道整復師 36 29 10 1.61% 

栄養士、管理栄養士 27 22 9 1.45% 

精神保健福祉士 8 8 0 0.00% 

相談援助業務従事者 27 27 7 1.13% 

計 2,400 2,225 622 100.00% 

 

イ 全国の実施状況 

受験者数（A） 合格者数（B） 合格率（B/A） 備  考 

50,601人 

人 

 12,961人 25.6％ 前年度合格率は32.1％ 

 

（２）千葉県介護支援専門員実務研修（90時間・全 17日間） 

 （令和６年度 後期研修） 

  期  日 令和７年４月２５日（金）～６月１７日（火） 

  開催方法 オンライン・集合研修 

  場  所 千葉県社会福祉センター 

  修了者数 ７１０名 
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（令和７年度 前期研修） 

  期  日 令和７年１月１６日（金）～３月１０日（火） 

  開催方法 オンライン・集合研修 

  場  所 千葉県社会福祉センター、TKPガーデンシティ千葉  

  受講者数 ５９９名（令和８年３月３１日現在） 

  ※見学観察実習及び模擬ケアプラン作成実習を令和８年３月１６日（月）～４月１０日（金）

において各自３日間程度（合計２４時間）実施し、後期研修は令和８年４月１７日（金）～

６月１１日（木）に実施予定。 

 

（３）千葉県介護支援専門員更新研修（実務未経験者対象）・再研修 

（第１回（５７時間・全７日間）） 

  期  日 令和７年９月９日（火）～１１月１２日（水） 

  開催方法 Zoomによるオンライン研修（１～６日目） 

       千葉県社会福祉センターにて集合研修（７日目） 

  修了者数 ２４８名（更新研修１３１名・再研修１１７名）  

 

（第２回（５７時間・全７日間）） 

  期  日 令和７年１０月３０日（木）～令和７年１２月１７日（水） 

  開催方法 集合研修 

  場  所 千葉県社会福祉センター 

  修了者数 １２５名（更新研修６２名・再研修６３名） 

 

（４）実務研修委員会開催状況 

 （第１回） 

  期  日 令和７年６月２４日（火） 

  場  所 千葉県社会福祉センター３階 中会議室１（一部オンライン参加） 

  内  容 

   ア 報告事項 

（ア）令和６年度千葉県介護支援専門員実務研修について 

（イ）令和７年度千葉県介護支援専門員事業について 

イ 協議事項 

   （ア）令和６年度千葉県介護支援専門員実務研修の振り返り 

   （イ）令和７年度千葉県介護支援専門員更新・再研修について 

     a  オンデマンド研修の進め方について 

    b  オンデマンド研修の配布資料について  

     c  適切なケアマネジメント手法について 

（ウ）その他   

                        

 （第２回） 

  期  日 令和８年８月１９日（火） 

  開催方法 Zoomによるオンライン会議 

  内  容 

    ア 報告事項 

（ア）令和７年度千葉県介護支援専門員事業について 
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イ 協議事項 

   ウ 令和７年度千葉県介護支援専門員実務研修について 

（ア）令和７年度実務研修講義内容について 

（イ）令和７年度見学・観察実習について 

 

 （第３回） 

  期  日 令和７年１２月９日（火） 

  場  所 千葉県社会福祉センター３階 中会議室１ 

  内  容  

   ア 報告事項 

（ア）令和７年度千葉県介護支援専門員事業の進捗状況について 

   （イ）令和７年度新任ファシリテーター説明会について 

（ウ）第１回ファシリテーター等確保・育成検討グループについて 

イ 意見交換 

   （ア）令和７年度千葉県介護支援専門員実務研修について 

   ウ その他                                                

 

（第４回） 

  期  日 令和８年３月２４日（火） 

  場  所 千葉県社会福祉センター３階 中会議室１（一部オンライン参加） 

  内  容  

   ア 報告事項 

（ア）令和７年度千葉県介護支援専門員事業の進捗状況について 

（イ）令和８年度千葉県介護支援専門員事業計画について 

（ウ）ファシリテーター等確保・育成検討グループについて 

イ 意見交換 

（ア）令和７年度千葉県介護支援専門員実務研修について 

   ウ その他                                                

（ア）千葉県介護支援専門員ファシリテーターについて 

（イ）実務研修委員会 委員委嘱について 

 

（５）介護支援専門員指導者研修会 

（実務研修実習指導者向け研修） 

  期  日 令和８年１月１３日（火）～令和８年２月１３日（金） 

  開催方法 動画（オンデマンド）配信 

内  容  

   ア 行政説明 「令和７年度千葉県介護支援専門員実務研修について」 

     説 明 者 千葉県健康福祉部 高齢者福祉課 介護保険制度班 

主査 藤堂 千恵子 氏 

   イ 講  義 「実習指導者研修会」 

     講  師 千葉県介護支援専門員指導者 渡辺 哲也 氏 

   ウ 実践発表 「実習受入実践発表」 

     発 表 者 ケアプランときわ   

主任介護支援専門員 堀 紀子 氏 
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           医療法人静和会あさいケアセンター居宅介護支援事業所 

管理者 水口 朋子 氏 

 

 （千葉県介護支援専門員指導者研修） 

  期  日 令和８年３月６日（金） 

  開催方法 Zoomによるオンライン研修 

  講義内容 「介護保険制度の改正と今後のケアマネジメントについて」 

  講  師 国際医療福祉大学大学院 教授 白澤 政和 氏 

  参加人数 ５３名 

 

（６）千葉県介護支援専門員研修向上委員会 

（第１回） 

期  日 令和７年８月２７日（水） 

開催方法 Zoomによるオンライン会議 

内  容 

 ア 議題 

（ア）千葉県内の介護支援専門員の登録状況について【報告事項】 

（イ）令和６年度各研修の実施結果について【報告事項】 

（ウ）令和７年度各研修の計画及び進捗状況について【報告事項】 

（エ）主任介護支援専門員の実態把握について【報告事項】 

（オ）ファシリテーター及び指導者の確保・育成について【協議事項】 

（カ）その他 

 

（第２回） 

期  日 令和７年１２月２４日（水） 

会  場 千葉県社会福祉センター３階 研修室Ｄ 

ア 議題 

（ア）千葉県内の介護支援専門員の登録状況について【報告事項】 

（イ）令和７年度法定研修等の進捗状況について【報告事項】 

（ウ）「適切なケアマネジメント手法」の取扱いについて【報告事項】 

（エ）ファシリテーター及び指導者の確保・育成について【報告事項】 

（オ）その他 

 

（第３回） 

期  日 令和８年３月２３日（月） 

会  場 千葉県社会福祉センター３階大会議室 

ア 議題 

（ア）令和７年度各研修の進捗状況について【報告事項】 

（イ）令和８年度各研修計画について【報告事項】 

（ウ）千葉県内の介護支援専門員の現状について【報告事項】 

（エ）主任介護支援専門員の実態把握について【報告事項】 

（オ）ファシリテーター及び指導者の確保・育成について【報告事項】 

（カ）千葉県ファシリテーター等確保・育成検討グループについて【協議事項】 

（キ）その他 
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（７）ファシリテーター確保・育成検討会 

 （第１回） 

  期  日 令和７年１０月２２日（水） 

  開催方法 Zoomによるオンライン会議 

  ア 議題  

  （ア）千葉県ファシリテーター等確保・育成検討グループについて【報告事項】 

（イ）ファシリテーター及び指導者の現状の役割について【報告事項】 

（ウ）「ファシリテーター及び指導者の担う役割」の検討について【検討事項】 

（エ）その他 

  

 （第２回） 

  期  日 令和８年１月２３日（金） 

  開催方法 Zoomによるオンライン会議 

  ア 議題 

（ア）ファシリテーター及び指導者の役割について 

（イ）ファシリテーター及び指導者の確保プロセスについて 

（ウ）ファシリテーター及び指導者の育成プロセスについて 

（エ）その他 

 

 （第３回）  

  期  日 令和８年３月１２日（木） 

  開催方法 Zoomによるオンライン会議 

  ア 議題 

  （ア）ファシリテーター及び指導者の役割について 

（イ）ファシリテーター及び指導者の確保プロセスについて 

（ウ）ファシリテーター及び指導者の育成プロセスについて 

（エ）その他 

 

（８）１都３県指定試験実施機関情報交換会 

期  日 令和８年１月８日（木）  

場  所 公益財団法人東京都福祉保健財団 研修室１・２ 

内  容 

  ア 試験の広報、受付に関すること 

  イ 受験資格審査に関すること 

  ウ 試験実施に関すること 

  エ その他 
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◆福祉人材確保・定着推進部                         

主な取組状況・成果 

○福祉人材センターの無料職業紹介事業については、求人数が6,998名（前年同時期7,706名）と減少、

求職者数は 1,541名（前年同時期 1,412名）と増加している。就職者数は 137名（前年同時期 135

名）となっている。 

 保育士・保育所支援センターについては、求人数が 2,361 名（前年同時期 1,848 名）と増加し、

求職者数が 311名（前年同時期 383名）と減少したものの、就職者数は 148名（前年同時期 142

名）となっている。 

○福祉人材センターでは、福祉の就職相談会を計５回開催し、延べ 184法人が参加し、延べ 846名

（前年度 715名）の求職者が来場した。求人・求職のニーズが高い地域で開催することなどによ

り来場者が大幅に増加した。 

〇ちば保育士・保育所支援センターでは、保育のしごと就職相談会を２回開催し、延べ 74 法人が

参加し、333名（前年度 215名）の求職者が来場した。 また、幕張メッセでは福祉人材センター

との初の合同開催や「保育現場で役立つ実技講座」を同時に開催するなどにより、来場者が大幅

に増加した。 

〇外国人介護人材支援センターでは、ベトナム語や英語、ネパール語に対応できる相談員を配置し、

428件（前年度 377件）の相談に対応したほか、外国人介護人材や留学生の交流会、留学生受入

れプログラム生の激励会を開催した。また、事業所向けには制度説明会や職場環境づくりのため

の研修を実施した。 

〇介護福祉士修学資金等貸付の決定件数は 528件（前年度 555件）であり、保育士修学資金等貸付

の決定件数は 468件（前年度 513件）となり若干減少した。なお、介護福祉士修学資金について

は、留学生への貸付が増加している。 

 

＜１＞福祉人材センター 

１ 千葉県福祉人材センターの運営 

新たな福祉人材の養成と潜在福祉人材の就労を促進し、もって福祉人材対策の推進を図ること

を目的として、千葉県から委託を受けて各種事業を実施した。また、職業安定法に基づく無料  

職業紹介事業（福祉人材バンク事業）を実施した。 

（１）求人・求職登録、紹介、相談状況 

区分 令和７年度(人) 

求職登録者数 

新規登録者数 1,541 

再来者数 7 

合計 1,548 

求人登録者数 
求人件数 2,944 

求人数 6,998 

就職者数 

紹介就職者数 13 

ＣＯＯＬ(システム) 3 

その他就職支援 121 

合計 137 



- 111 - 

求人・求職相談件数 

求人 1,852 

（対象外） 72 

一般求職者 1,726 

一般求職者（職場説明会等） 115 

学生 16 

学生（職場説明会等） 7 

（対象外） 49 

合計 3,715 

介護福祉士等届出数 登録者数 1,633 

求職者マイページ登録件数 登録者数 121 

ＬＩＮＥ情報発信人数 情報提供数 21,013 

ホームページ アクセス数 閲覧数 222,049 

情報提供配信数 情報提供数 280,798 

 

（２）スカウトサービス 

福祉人材情報システム（ＣＯＯＬシステム）への求職登録または、資格届出を行った求職者が、

本サービスを希望した場合、求人のある事業所のマイページに求職者情報が公開され、その 

情報をもとに求職者に施設・事業所より直接スカウトの連絡ができる、サービスを実施した。 

ア 実 施 件 数：１２４件（２３事業所） 

イ 応募回答件数：５人 

ウ 採 用 人 数：０人 

 

（３）社会福祉施設への訪問実施 

   社会福祉施設・事業所を訪問し、職員募集の方法、人材確保に関する相談、求人の状況及び

職員の定着対策などのヒアリング等や、福祉人材センターの利用案内並びに各種就職説明会へ

の参加促進を行った。 

〇訪問件数：延べ３６法人 ４９事業所 

 

（４）福祉の就職出張説明の実施 

将来の福祉の担い手である福祉系大学・専門学校・関係機関・団体等を訪問し、福祉人材  

センターの事業案内及び就職・資格等に関する相談や、求職登録、情報提供を行った。 

関係機関・団体を訪問し、福祉人材センター相談コーナーの設置による就職・資格等に関す

る相談や、求職登録、情報提供を行った。 

〇延べ３９か所 

   

（５）福祉人材確保等に関する調査関係 

ア 求職登録者の就業意向アンケート調査 

福祉人材センターへ来所し新規求職者登録される方を対象に、就業に関する基礎調査を 

行い、通常業務の就労あっせん業務（求職相談、求人相談、各種情報提供等）の効果的な  

実施及び改善に向けた基礎資料とするため調査を実施した。 
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（ア）調 査 対 象 者 数：２２１人（人材センター来所などによる新規求職事務登録者等） 

（イ）アンケート調査期間：令和７年４月１日（火）～令和８年３月３１日（火） 

（ウ）有効回答者数：２２１人（回答率：１００％） 

イ 福祉人材確保・定着に関する法人調査 

    今後の総合的な人材確保・定着対策等に活かすため、登録事業所を対象に、カスタマー  

ハラスメントの実態に関する調査を実施した。 

  （ア）調 査 対 象 者 数：４，８６７件（全登録事業所） 

  （イ）アンケート調査期間：令和８年１月２８日（水）～令和８年２月２４日（火） 

  （ウ）効回答件数：２６１件（回答率：５．３６％） 

 

（６）福祉人材センター運営委員会の開催 

期  日：令和８年３月６日（金） 

会  場：オンライン（Ｚｏｏｍミーティング） 

内  容：令和７年度事業報告について 

     福祉人材センターに係る指標（目標）の設定と評価について 

     令和８年度事業計画（案）について 

 

（７）千葉県福祉人材確保・定着地域推進協議会 

   社会福祉施設並びに養成校等の現状や課題、ニーズを把握するため、千葉県主催の地域ごと

に実施する福祉人材確保・定着地域推進協議会に出席した。 

   期  間：令和７年１２月２３日（火）・令和８年１月７日（水） 

   会  場：オンライン（Ｚｏｏｍミーティング） 

   回  数：２地域 

   内  容：ア 福祉・介護人材の確保対策について 

        イ 事業報告について 

 

（８）千葉人材確保対策連携会議 

   千葉労働局主催の「人材確保対策推進協議会」に出席し、人材不足分野の人材確保について、

情報共有を行った。 

   期  日：令和７年６月１８日（火） 職員数：１人 

   会  場：千葉県自治会館 ９階大会議室 

   内  容：ア 情報発信の相互連携と講師派遣について 

イ 情報発信に係る相互連携業務取扱要領について 

ウ 令和７年度千葉人材確保対策推進協議会取組計画（案）について 

エ ハローワークの取り組みについて 

 

（９）中央福祉人材センター主催研修等への職員の派遣 

   人材確保相談事業の機能・技術の向上を図るため、全国社会福祉協議会・中央福祉人材センター

及び関東ブロック幹事県が主催する各種研修会、会議等へ職員を派遣した。 

  ア 福祉人材センター業務・法令研修（ＷＥＢ研修） 
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    期日 令和７年４月２５日（金） 

イ 福祉人材情報システム研修会（WEB 研修会） 

    期日 令和７年４月２１日（月）～令和８年３月末日 

ウ 福祉人材センター全国連絡会議 

    期日 令和７年７月２５（木）～２６日（金） 

  エ 福祉人材センター・バンク基幹職員会議  

    期日 令和７年７月１７日（木）～１８日（金） 

  オ マッチング機能強化研修 

期  日：令和７年１２月１１日（木）・１２日（金）  

  カ 第３４回 関東ブロック福祉人材センター・バンク連絡協議会 

    期日 令和７年１２月４日（木） 

  キ 関東ブロックマッチング機能強化研修 

    期日 令和８年２月５日（木） 

 

２ 福祉職場就職説明会等の開催の推進 

  社会福祉施設等への就職希望者を対象として、仕事内容や労働条件等についての各種説明会 

及び求人のある社会福祉施設等との個別面談会を開催し、社会福祉施設等への就労を促進した。 

（１）福祉のしごと就職相談会の開催 

社会福祉施設等への就職希望者を対象に、求人のある社会福祉施設等の採用担当者との個別 

面談の場を提供し、福祉・介護人材の確保と就労の促進を図るため開催した。 

  ＜第１回（柏会場）＞ 

    期     日：令和７年４月１９日（土） 

    会     場：柏の葉カンファレンスセンター 

    施設・事業所数：３５施設・事業所 

    面 談 数：４１０件 

    参加求職者数：１９５人 

   ＜第２回（船橋会場）＞ 

期     日：令和７年６月７日（土） 

会     場：船橋市民文化創造館（きららホール） 

施設・事業所数：２３施設・事業所 

    面 談 数：３４２件 

    参加求職者数：１８２人 

   ＜第３回（千葉会場）＞ 

期     日：令和７年７月２７日（日） 

    会     場：幕張メッセ国際会議場２階コンベンションホール 

      施設・事業所数：４９施設・事業所 

       面 談 数：４８３件 

参加求職者数：２６３人 

        ※第３回は「第１回保育のしごと就職相談会」と合同で開催しているため、「福祉と保育

の合同就職相談会」としての参加求職者数とする。 
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＜第４回（市川会場）＞ 

期     日：令和７年９月６日（土） 

会     場：全日警ホール（市川市八幡市民会館） 

    施設・事業所数：３０施設・事業所 

    面 談 数：２３４件 

    参加求職者数：８９人 

＜第５回（千葉会場）＞ 

期     日：令和７年１２月２０日（土） 

会     場：ホテルポートプラザちば 

    施設・事業所数：４７施設・事業所 

    面 談 数：２９２件 

    参加求職者数：１１７人 

 

（２）福祉のしごと就職ガイダンスの開催 

   社会福祉施設等へ将来就職を希望する方を対象に、仕事の内容や求められる人物像等を説明

し、福祉施設での就労に対する理解を深め、就労意欲の向上と将来就労を円滑にするために 

ガイダンスを開催した。 

  ＜第１回（柏会場）＞ 

    期  日：令和７年４月１９日（日） 

    会  場：柏の葉カンファンレンスセンター 

    発  表：４法人 

参加者数：４８人 

    内  容：高齢者施設への就職について：社会福祉法人豊珠会 

         高齢者施設への就職について：社会福祉法人白寿会  

         障害者施設への就職について：社会福祉法人高柳福祉会 

         児童福祉施設への就職について：株式会社日本デイケアセンター 

                        柏市医療公社柏市立柏病院内ひまわり保育室 

   ＜第２回（千葉会場）＞ 

期  日：令和７年７月２７日（日） 

会  場：幕張メッセ国際会議場 

発  表：４法人  

参加者数：３３人 

内  容：障害者施設への就職について：社会福祉法人えのき会 

保育施設への就職について：社会福祉法人陽の木会  

高齢者施設への就職について：社会福祉法人広寿会 

児童福祉施設への就職について：社会福祉法人大成会 

 ＜第３回（市川会場）＞ 

期  日：令和７年９月６日（土） 

会   場：全日警ホール（市川市八幡市民会館） 

発 表：４法人 
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参加者数：３０人 

内  容：高齢者施設への就職について：社会福祉法人親愛会 

高齢者施設への就職について：株式会社シルバーウッド 

              障害者施設への就職について：社会福祉法人一路会   

児童福祉施設への就職について：社会福祉法人千葉市社会福祉協議会 

 

（３）福祉のしごとセミナーの開催 

   福祉の勉強をしている学生や福祉・介護分野に興味・関心があり就職を希望する方などを対 

象に、専門職の仕事内容や役割などについて理解を深めるとともに、福祉・介護のこれからの 

可能性や魅力を伝えることを目的に開催した。 

    期  日：令和７年１２月２０日（土） 

    会  場：ポートプラザちば ２階パール 

    参 加 者：３４人 

    テ ー マ：「福祉・介護の仕事をセカンドキャリアから考える」 

    講  師：社会福祉法人六親会 養護老人ホーム豊寿園 

施 設 長 泉水 卓也 氏 

介護職員 目黒 康二 氏 

社会福祉法人まごころ ビーアンビシャス 

施設長 花田 鉄平 氏 

 

（４）福祉のしごと施設見学会の開催等 

社会福祉施設等への就職希望者を対象に、社会福祉施設等における役割や職務、やりがい等

を理解するとともに、職場の実際などを分かりやすく情報提供し、就労促進を図ることを目的

に開催した。また、併せて福祉のお仕事『施設紹介』を発行し、情報を発信した。 

＜第１回＞ 

期  日：令和７年９月２０日（土） ※参加者が集まらなかったため中止とした。 

会  場：社会福祉法人白寿会 特別養護老人ホーム微笑の里 

＜第２回＞ 

期  日：令和７年８月３０日（土） 

会  場：社会福祉法人広寿会 特別養護老人ホームいすみ苑 

参加者数：１人 

＜第３回＞ 

期  日：令和８年１月２４日（土） 

会  場：社会福祉法人福祉楽団 栗源協働支援センター 

参加者数：３名 

＜第４回＞ 

期  日：令和８年１月２４日（土） ※参加者が集まらなかったため中止とした。 

会  場：社会福祉法人福祉楽団 杜の家くりもと 

＜随時＞ 

会  場：社会福祉法人法師会 特別養護老人ホーム椿寿の里 
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会  場：株式会社アスモ介護サービス 

 

（５）職場体験事業の実施 

福祉・介護の仕事に関心を有する者に対して、福祉・介護サービスの職場体験の機会を   

通して就労への意欲を喚起し、就職希望者には実際の職場の雰囲気やサービスを知ってもらう一

方で、事業者には就職希望者のパーソナリティを理解してもらうことにより、就職希望者が抱

く職場のイメージと事業者が求める人材像のすり合わせを行い円滑な就労を支援した。 

    実施施設数：６施設（高齢４・障害２） 

    申 込 者 数：８人 

    体 験 者 数：６人 

    体 験 日 数：６日 

 

３  福祉人材確保のための情報（魅力）発信・広報機能の強化 

（１）福祉人材センター広報啓発物の作成、配布 

 福祉・介護職場の案内や資格取得方法等を掲載した冊子や福祉人材センターの利用を促進す

るためのパンフレット等を作成し、福祉施設・事業所への就職希望者等に広報・啓発を図った。 

ア 千葉県福祉人材センターのリーフレット：１０，０００部 

イ 福祉のしごとＩＮＦＯＲＭＡＴＯＩＮ：２，０００部 

ウ モニター周知チラシ・ポスター：チラシ５，０００枚 ポスター３,０００枚 

エ 利用促進ノベルティグッズ制作 

名入りトートバック：８００枚 

名入りクリアファイル：２，０００枚 

２色ボールペン：４００本 

オ 福祉人材センターで実施する事業の広報・啓発 

（ア）求人情報：４，３７９部 

  （イ）福祉のしごと就職フェアのチラシ：６２，０００枚 

ポスター： ４，７９０枚 

    （ウ）福祉のしごと就職ガイダンスのチラシ：４２，０００枚 

  （エ）福祉のしごと施設紹介（オンデマンド配信）のチラシ：４５，０００枚 

  （オ）「介護の日」啓発事業広報用チラシ：１５，０００枚 

 

（２）福祉人材センターの周知・広報活動 

公共交通機関やＳＮＳなど様々な情報発信の媒体を活用して福祉人材センターの事業内容

等を周知・広報した。 

  ア 公共交通機関・施設への広告掲示 

  （ア）電車・駅構内 

ａ 京成電鉄※年間 

京成船橋駅、京成津田沼駅、京成千葉駅、千葉中央駅、京成松戸線車内 

    ｂ ＪＲ東日本（２９駅）※期間限定 

      常磐線：ひたち野うしく駅、牛久駅、取手駅、我孫子駅、柏駅、松戸駅 
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      武蔵野線：新松戸駅、南流山駅 

      京葉線：南船橋駅（２回）、海浜幕張駅（２回）、検見川浜駅（２回）、稲毛海岸駅、

千葉みなと駅（２回）、新浦安駅（２回）、東松戸駅、西船橋駅（２回） 

      外房線：蘇我駅（２回） 

      内房線：浜野駅、八幡宿駅 

      総武線：千葉駅（２回）、稲毛駅、幕張駅、市川駅（４回）、本八幡駅（２回）、下総中

山駅（２回）、西船橋駅（２回）東船橋駅（２回）、津田沼駅（４回）、幕張

本郷駅（２回） 

    ｃ つくばエクスプレス（７駅）※期間限定 

流山セントラルパーク駅、柏の葉キャンパス駅、流山おおたかの森駅、南流山駅、  

八潮駅、三郷中央駅、守谷駅 

    ｄ 東武鉄道（６駅）※期間限定 

      野田線：運河駅、江戸川台駅、流山おおたかの森駅、柏駅、新柏駅、新鎌ヶ谷駅 

    ｅ 京成電鉄（２駅） 

      京成本線：市川真間駅、京成八幡駅 

  （イ）バス車内 

    ａ 京成バス※年間 

      京成バス千葉イースト ２０台 

    ｂ 京成バス※期間限定 

      京成バス千葉イースト新港エリア ２１４台 

    ｃ 東武バス※期間限定 

      東武バスセントラル西柏営業所 ７０台、沼南営業所 ３０台 

  （ウ）駅周辺施設 

     京成千葉駅西口改札前周辺案内図ナビタ（デジタルサイネージ）※年間 

     JR船橋駅改札外電飾看板 

     船橋駅前歩道橋デジタルサイネージ 

（エ）公共施設等（随時） 

   千葉市みなさんの掲示板（２３か所） 

   千葉市内公民館デジタルサイネージ（４７か所） 

   船橋市みんなの掲示板（１８か所） 

   浦安市内駅前デジタルサイネージ（３か所） 

市原市ＪＲ３駅掲示板（３か所） 

  イ メディア・ＳＮＳ等を活用した広報 

（ア）「ちいき新聞求人折込ハピネス」等への広告掲載（６２０万部） 

（イ）「求人広告アイデム」への広告掲載（５６万部） 

（ウ）フリーペーパーへの広告掲載（１８誌） 

（エ）県及び市町村広報誌への広告掲載 

  （オ）Google My Business の活用 
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４ 福祉人材確保対策事業の推進 

福祉・介護分野は離職率が高いことに加え、地域や事業所によっては人材確保が困難な状況が 

見られるなど人材確保は喫緊の課題であるため、千葉県の実施する事業への協力及び千葉県から

の各種事業の受託を受けて実施した。 

（１）福祉・介護人材マッチング支援事業の実施 

  ア キャリア支援専門員の配置 

求職者のニーズに合わせた職場開拓や求職者の相談に応じ、個々の求職者にふさわしい  

職場紹介を行うため、介護現場の実情や雇用管理等に知見を有する者を「キャリア支援専門員」

として配置した。 

  イ ハローワーク（公共職業安定所）での出張相談の実施 

    県内ハローワーク（「介護就労デイ」等行事含む）において、福祉・介護分野における就職 

や資格取得等に関する出張相談を実施した。 

    （相談箇所数：１３か所） 

№ ハローワーク名 開催方式 開催回数 相談者数 

１ ハローワーク千葉 個別面談   3回 10人 

２ ハローワーク千葉南 個別面談 6回 17人 

３ ハローワーク市川 個別面談 6回 16人 

４ ハローワーク銚子 個別面談 6回 13人 

５ ハローワーク館山 個別面談 6回 22人 

６ ハローワーク木更津 個別面談 6回 23人 

７ ハローワーク茂原 個別面談 6回 24人 

８ ハローワークいすみ 個別面談 6回 4人 

９ ハローワーク野田 個別面談 6回 12人 

１０ ハローワーク船橋 個別面談 7回 43人 

１１ ハローワーク成田 個別面談 6回 12人 

１２ ハローワーク佐原 個別面談 6回 16人 

１３ ハローワーク松戸 個別面談 7回 19人 

小計 77回 231人 

「介護就職デイ」等行事 2回 10人 

合計 79回 241人 

 ウ 市町村等が開催する就職相談会での出張相談の実施 

    回数：２回 相談者数：９人 

 

（２）福祉・介護人材定着支援事業（メンタルヘルスサポート事業） 

  ア 人材定着アドバイザー（メンタルヘルスサポート相談員）の配置 

就職して間もない福祉・介護従事者等の定着が図られるよう人材定着アドバイザー   

（メンタルヘルスサポート相談員）として配置し、来所、電話 による業務上の悩み、労働

環境、人間関係等に関する相談に応じ、適切な助言・支援を行った。 

イ 随時相談の実施状況 
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相談件数：３４８件内訳（電話：３３３件、来所：１５件） 

ウ 出張相談の実施状況                   

    ５回（５件） 

 

（３）福祉人材の定着を図るための中堅管理者向け労務研修の開催 

    パワハラ・セクハラによる福祉人材の離職・流出を防ぐため、中間管理職や労務管理者向け

に、スタッフや利用者の方々の心をつなぐためのスキルを学ぶ研修を実施し、社会福祉施設の

職場環境の整備を進めた。 

   ＜１回目＞ 

    期  日：令和７年８月１日（金） 

    会  場：千葉県社会福祉センター 

    参加者数：５３人 

内  容：事例から読み取るハラスメント対策 

    講  師：社会保険労務士法人ハーモニー：高橋 直樹 氏 

＜２回目＞ 

    期  日：令和７年８月２０日（水） 

    会  場：千葉県社会福祉センター 

    参加者数：５１人 

    内  容：ハラスメントの当事者にならないために 

    講  師：社会保険労務士法人ハーモニー：高橋 直樹 氏 

 

（４）福祉・介護の就労定着支援セミナーの開催 

   福祉人材の離職・流出を防ぐため、新任職員向けセミナーを開催することで福祉・介護の就労

定着を支援した。 

    期  日：令和７年５月２９日（木） 

    会  場：千葉県社会福祉センター 

    参加者数：２５人（１９施設・事業所） 

    内  容：福祉従事者として必要なコミュニケーションスキルの基本 

接遇マナーのポイント 

    講  師：株式会社話し方教育センター 山川 亮子 氏 

 

（５）経営者・管理者セミナー 

福祉人材確保のための採用力向上や効果的な求人方法について、経営者・管理者向けのセミナー

を開催した。 

    期  日：令和８年１月２２日（木） 

    会  場：千葉県社会福祉センター及びオンライン 

    参加者数：６４事業所（８２名） 

    内  容：労働問題・雇用トラブル対策研修 

    講  師：社会保険労務士法人ハーモニー：宮澤 昌展 氏 
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（６）「福祉のしごと施設紹介（オンデマンド配信）」の開催 

社会福祉施設等への就職希望者を対象に、求人のある社会福祉施設等の採用担当者との  

オンラインによる社会福祉施設の情報を提供し、福祉・介護人材の確保と就労の促進を図るため

開催した。 

福祉関係の求職者を対象に、千葉県内の福祉施設が作成した具体的な業務内容や雇用条件等

を説明する動画を約 1か月間オンデマンド配信にて情報発信することで就労を支援する。 

  ＜第１回＞ 

    期     間：令和７年８月４日（月）～令和７年９月 1２日（金） 

    会     場：オンライン（特設サイト） 

    法  人  数：１９法人 

    視 聴 回 数：３１８回  

  ＜第２回＞ 

期     日：令和８年１月９日（金）～令和８年２月１３日（金） 

会     場：オンライン（特設サイト） 

法  人  数：２４人 

    視 聴 回 数：２４７回 

              

（７）「介護の日」・「介護就職デイ」における集中啓発の実施 

 厚生労働省においては、高齢者や障害者等に対する介護に関し、国民への啓発を重 

点的に実施するため、『１１月１１日』を 介護
・ ・

の
・

日
・

 と設定し、介護の意義や重要性に 

ついての周知・啓発活動を実施した。これに伴い、福祉人材センターでは、主催事業における

啓発事業等を実施した。 

ア 「１１月１１日」は「介護の日」オンライン上映会 

      「僕とケアニンと島のおばあちゃんたちと」 

        期  間：令和７年１１月１１日（火）～１７日（月） 

        再生回数：２２２回 

イ 「介護就労デイ」等行事への参加 

       福祉人材センター相談コーナーの設置及び就職・資格等に関する相談等の実施 

〇訪問か所数：３か所（ハローワーク千葉・松戸・船橋） 

   ウ 福祉ちば（№２０６）への記事掲載 

     特集「効率化と負担軽減介護テクノロジーの導入で、変わる現場！」 
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５ 教員免許特例法に基づく介護等体験受入調整事業の実施 

「小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例に関する 

法律｣に基づき、社会福祉施設等における介護等体験の実施について調整を行った。 

（１）体験学生数等の状況                           (単位:人) 

区分 申込学生数 調整学生数 体験終了学生数 中止学生数 

県内 
短大 

32校 
 2校 

1,832 
  21 

1,832 
  21 

1,777 
21 

55 
 0 

大学 30校 1,811 1,811 1,756 55 

県外 
短大 

28校 
 0校 

312   
0  

312   
0  

299 
0  

13 
 0 

大学 28校 312 312 299 13 

合計 60校 2,144人 2,144人 2,076人 68人 

 ※中止学生数は、学生本人の諸事情で「介護等体験」を中止した学生数 

 

（２）実施施設等の状況 

施設種別 受入施設数 受入可能人数 調整学生数 実施施設数 実施済学生数 

児童福祉施設 56施設 968人 475人 56施設 453人 

総合支援施設 118施設 3,076人 618人 104施設 598人 

障害者支援施設 1施設 7人 1人 1施設 1人 

老人福祉施設 112施設 4,105人 939人 108施設 917人 

老人保健施設 15施設 265人 110人 12施設 106人 

その他の施設 1施設 10人 1人 1施設 1人 

合計 303施設 8,431人 2,144人 282施設 2,076人 
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＜２＞ちば保育士・保育所支援センター 

１ ちば保育士・保育所支援センターの運営 

ちば保育士・保育所支援センターは、千葉県が県内の待機児童の解消と保育士人材確保の新た

な取組として、本協議会の福祉人材センター内に平成２５年８月６日より開設している。本協議

会の人材センターが県の委託を受け、「保育士再就職支援コーディネーター」を配置し、潜在  

保育士等の再就職や現場復帰のための支援を行っている。 

（１）ちば保育士・保育所支援センターの活動内容 

  （保育） （放課後） （合計） 

求人・求職関係            

  求人数 2,213 148 2,361  

  人材バンク登録者数 299 12 311  

  就職件数 145 3 148  

相談関係（来所・電話・メール・オンライン等） 

  潜在保育士 388 

  現役保育士 348 

  学生 21 

  施設・事業所 537 

  その他 567 

  計 1,861 

広報関係                  

  ホームページ アクセス数 42,300 3,309 45,609  

  コーディネーター通信 4,496 355 4,851  

  ＬＩＮＥ情報発信人数 83,955 

  求人情報（郵送）提供数 3,475 

 

（２）アプローチサービス機能 

求職者登録情報の公開を本人が希望した場合、保育士人材バンクシステム上の「求職者情報

の検索・閲覧」から公開し、この情報をもとに求人募集中の施設・事業所のアプローチにより

求職者へ連絡調整を行い、再就職支援や保育所等への人材確保の支援に必要な事業を行った。 

  （ア）実 施 件 数：２９４件（調整人数：８０３人） 

  （イ）応募回答件数：１３人（内 採用：９人） 

 

（３）就職情報提供 

  ア 保育士人材バンク登録者への意向調査及びアンケートの実施 

  （ア）調査対象者：バンク登録者：５９１人（令和７年１２月時点の登録者に送付） 

  （イ）調査方法：郵送 

   イ 県提供名簿者へのセンター案内・事業案内の送付 

令和７年６月送付（２，３５３人） 

令和８年１月送付（２，３０５人） 
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ウ 福祉のしごと就職相談会 inちば・相談ブース設置 

回  数：５回 

相談者数：第１回６人、第２回８人、第３回５人、第４回２人、第５回５人 

合計２６人（うち第３回は福祉と保育の合同就職相談会） 

エ ハローワーク千葉主催就職説明会・ブース設置 

期  日：令和７年１０月１７日（金） 

相談者数：４人 

オ ハローワーク成田主催保育補助お仕事セミナー・講師・ブース設置 

期  日：令和７年１１月２７日（木） 

参加者数：６０人 

相談者数：１人 

カ 県内ハローワーク出張相談総数：１２回 相談者合計数：５２人 

  （ア）ハローワーク市川 

       期  日：令和７年６月２０日（金）・相談者数：３人 

令和７年１２月１９日（金）・相談者数：５人 

（イ）ハローワーク成田 

     期  日：令和７年８月２２日（金）・相談者数：６人 

          令和８年２月２７日（金）・相談者数：３人 

（ウ）ハローワーク松戸 

     期  日：令和７年７月１８日（金）・相談者数：５人 

令和８年１月１６日（金）・相談者数：２人 

（エ）ハローワーク木更津 

       期  日：令和７年７月２５日（金）・相談者数：７人 

            令和８年１月２３日（金）・相談者数：２人 

（オ）ハローワーク千葉 

       期  日：令和７年６月２７日（金）・相談者数：４人 

             令和７年１２月１２日（金）・相談者数：２人 

  （カ）ハローワーク船橋 

       期  日：令和７年８月１５日（金）・相談者数：７人 

            令和８年２月２０日（金）・相談者数：６人 

 

（４）保育所等・市町村・保育士養成施設支援及び関係機関との連携 

  ア 保育園並びに保育士養成施設等への訪問 

  （ア）センター事業協力依頼及びイベント案内 

     県内保育士養成校：２２校 （淑徳大学外：２１校 延べ訪問数３６校） 

     県外保育士養成校：２０校（東京都・埼玉県） 

     県内保育基礎コース：４校 

     県内市町村保育担当課：延べ８か所 

  （イ）県内認可保育施設等への視察 

     認可保育施設視察：５８か所 
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     放課後児童クラブ視察：４か所 

（ウ）外部就職イベントへの視察：２か所  

（船橋市私立保育園・こども園合同就職フェア外：１か所） 

イ 市町村等開催イベントへの周知協力 

  （ア）センターホームページへの掲載：８団体 

（市川市外７団体 延べ９団体） 

  （イ）バンク登録者へのチラシ等の送付：５団体 

（柏市外４団体 延べ９団体） 

  （ウ）就職相談会資料コーナーへのチラシ等の配架：１１団体 

（市川市外１０団体 延べ１５団体） 

  ウ 千葉人材確保対策連携会議（再掲） 

    千葉労働局主催の「人材確保対策推進協議会」に出席し、人材不足分野の人材確保につい

て、情報共有を行った。 

   期  日：令和７年６月１８日（水） 

   会  場：千葉県自治会館９階 大会議室 

   内  容：ア 情報発信の相互連携と講師派遣について 

イ 情報発信に係る相互連携業務取扱要領について 

ウ 令和７年度千葉人材確保対策推進協議会取組計画（案）について 

エ ハローワークの取り組みについて 

 

（５）保育士・保育所支援センターの周知・広報活動 

  機関誌「ちば保保センター便り」の発行や公共交通機関やＳＮＳなど様々な媒体を活用して 

保育士・保育所支援センターの事業内容等を周知・広報した。 

  ア 機関誌「ちば保保センター便り」の発行 

  イ 「コーディネーター通信」の配信 

ウ 公共交通機関・施設への広告掲示 

  （ア）電車・駅構内等 

ａ 京成電鉄（１駅） 

  千葉中央駅※年間 

京成船橋駅※期間限定 

ｂ ＪＲ東日本（３駅）※期間限定 

京葉線：南船橋駅、海浜幕張駅、検見川浜駅、稲毛海岸駅、千葉みなと駅、新浦安駅、

東松戸駅 

      外房線：蘇我駅 

      内房線：浜野駅、八幡宿駅 

     総武線：本八幡駅、下総中山駅、西船橋駅(２回) 

   ⅽ 東京メトロ（４駅）※期間限定 

      東西線：船橋駅、馬込沢駅、鎌ヶ谷駅、東武新鎌ヶ谷駅 

        ⅾ ＪＲ東日本駅 街あわせくん（サイネージ）（３駅）※期間限定 

      総武線：千葉駅、市川駅（２回）、津田沼駅（２回） 



- 125 - 

    ｅ 京成バス※期間限定 

      京成バス千葉イースト新港エリア ２１４台 

  （イ）駅周辺施設 

   ａ 京成千葉駅西口改札前周辺案内図ナビタ（デジタルサイネージ）※年間 

船橋駅前総合窓口センター動画広告・壁面パネル ※年間 

船橋駅前橋（デジタルサイネージ）※年間 

ｂ 公共施設等（随時） 

       千葉市みなさんの掲示板（２３か所） 

       千葉市内公民館デジタルサイネージ（４７か所） 

       船橋市みんなの掲示板（１８か所） 

       浦安市内駅前デジタルサイネージ（３か所） 

市原市駅前掲示板（３か所） 

エ 「ちいき新聞求人折込ハピネス」への広告掲載（６０万部） 

オ 利用促進ノベルティグッズの制作 

  チーバくんグッズ：１４４個 

カ 各種フリーペーパー、地域情報発信サイトの活用 

    ちいき新聞（チイコミ） ＷＥＢサイトへの情報掲載 

    えんみっけ！ ＷＥＢサイトへの情報掲載 

    地域情報誌月刊ぐるっと千葉への情報掲載 

    ほいくｉｓ ＷＥＢサイトへの情報掲載 

    広報ふなばしへの情報掲載 

キ ポスター・チラシの作成 

（ア）保育のしごと就職相談会 

     チラシ：４５，０００枚（Ａ４） 

     ポスター：３，１６０枚（Ａ２・Ｂ１） 

（イ）保育のしごと施設紹介（オンデマンド配信） 

     チラシ：４５，０００枚 

（ウ）センター案内パンフレット：２，１００枚 

（エ）保育現場で役立つ実技講座チラシ：２０,０００枚 

（オ）保育のしゃべり場チラシ：９,０００枚 

（カ）令和８年度就職相談会事業所向けチラシ：１,５００枚 

   令和８年度就職相談会求職者向けチラシ：３,０００枚 

 

（６）相談対応力向上のための各種研修受講 

ア 幼稚園教諭・保育士のための学びなおし講座 

期  日：令和７年８月２７日（水）、９月１７日（水）、１０月２０日（月） 

    会  場：オンライン  

  イ 潜在保育士・看護師復職支援研修 

    期  日：令和７年８月１日（金）～令和８年２月２８日（土） 

    会  場：オンライン 
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  ウ コーディネーター職員向け研修 

    期  日：令和７年１１月１１日（火）、令和８年１月２９日（木）、３月１７日（火） 

    会  場：社会福祉センター ３階小会議室 

 

２ 保育士人材確保事業 

（１）ちば保育のしごと 就職相談会 

    保育人材の確保と就労の促進を図ることを目的に開催した。 

項目 第１回 第２回 

期日 令和７年７月２７日（日） 令和７年９月２７日（土） 

会場 幕張メッセ コンベンションホール 船橋市民文化創造館（きららホール） 

参加施設・事業所数 50施設・事業所 24施設・事業所 

面談合計数 354件 220件 

参加求職者数 263人（うち、保育 116人） 70人 

相談コーナー 10ブース 4ブース 

相談コーナー面談数 64人 35人 

 ※第１回は「第３回福祉のしごと就職相談会」と合同で開催しているため、「福祉と保育の合同 

就職相談会」としての参加求職者数とする。 

 

（２）保育のしごと施設紹介（オンデマンド配信）の開催 

保育関連施設の求職者を対象に、千葉県内の保育園等が作成した具体的な業務内容や雇用条

件等を説明する動画を約 1か月間オンデマンド配信にて情報発信することで、保育人材の確保

と就労の促進を図るため開催した。 

  ＜第１回＞ 

    期     間：令和７年８月４日（月）～令和７年９月１２日（金） 

    会     場：オンライン（特設サイト） 

    法 人 数：２７法人 

    視 聴 回 数：３７１回  

   ＜第２回＞ 

    期     間：令和８年１月９日（金）～令和８年２月１３日（金） 

    会     場：オンライン（特設サイト） 

    法 人 数：２２法人 

    視 聴 回 数：７６２回  

 

（３）学生向け就職説明 

ア 清和大学短期大学部 保育園・児童養護施設合同説明会・相談ブース設置 

期  日：令和７年５月３１日（土） 

    会  場：清和大学短期大学部 

    相談者数：３人 

イ 淑徳大学 合同仕事説明会 
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  期  日：令和８年２月１６日（月） 

  会  場：淑徳大学 千葉キャンパス 

  相談者数：３名 

 

（４）保育所等の経営者・管理者や保育士に対する就業継続支援研修 

  ア カスタマーハラスメント対応研修 

    期  日：令和７年１１月１８日（火） 

    会  場：千葉県社会福祉センター・２階研修室 

    参加者数：４７事業所（７５名） 

 

（５）潜在保育士の再就職を支援する研修等 

  ア 保育のしごと特別講座～発達支援編～ 

    期  日：令和７年４月１９日（土） 

    会  場：柏の葉カンファレンスセンター 

    参加者数：４７人 

イ 保育現場で役立つ実技講座 

    期  日：令和７年７月２７日（日） 

    会  場：幕張メッセ 会議室 

    参加者数：３７人 

ウ 保育のしゃべり場 

（ア）現役保育士さん向け「保護者とのコミュニケーション研修＋保育のしゃべり場」 

     期  日：令和７年１２月１３日（土） 

     会  場：ペリエホール 

     参加者数：１２人（内 バンク登録：１人） 

（イ）絵本で学ぼう‼「保育現場で役立つ実技講座とおしゃべり会」 

     期  日：令和８年２月７日（土） 

     会  場：ホテルポートプラザちば 

     参加者数：２８人（内 バンク登録：１４人） 

エ 保育のしごと保育園見学会の開催 

（ア）開 催 回 数：２回 

（イ）参加延べ数：２人（内 バンク登録者総数：３人） 

    ＜保育所等＞ 

ａ 期  日：令和７年７月１４日（月） 

      会  場：学校法人 畠山学園 白梅幼稚園 

      参加者数：１人（内 バンク登録：１人） 

ｂ 期  日：令和７年７月２４日（木） 

    会  場：株式会社 新星 杜の子保育園 

    参加者数：１人（内 バンク登録：１人） 
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＜３＞千葉県外国人介護人材支援センター 

１ 千葉県外国人介護人材支援センターの運営 

 千葉県外国人介護人材支援センターは、千葉県による外国人介護職員等の確保・定着の新たな

取組みとして、県の委託を受け、令和元年７月１日より開設している。 

 当センターでは、「外国人支援コーディネーター」を配置し、外国人介護職員等に対する相談

支援や交流会、各種セミナー等の開催を行っている。 

 

（１）相談支援の実施 

事業内容 回数・期間 媒 体 備 考 

 英語、ベトナム語及びネパール語に

対応できる外国人支援コーディネー

ターを配置し、電話、メール、来所、

訪問などによる相談・支援を行った。 

 また、令和７年度に来日した千葉県

留学生受入プログラム６期生等に対

して、悩みを早期に発見し解消に向け

た支援に繋げるため、巡回訪問を行っ

た。 

 

通年 

日曜、祝日、年末年始を除く月

曜日から土曜日 

10時から18時まで 

・ベトナム語：月～金 

・英語：火、木、土 

・ネパール語：水 

（相談実績） 

・電 話  ９４件 

・メール １０５件 

・来 所  ２２件 

・訪 問  ２８件 

・その他 １７９件 

  計  ４２８件 

電話、メール、センタ

ーへの来所、日本語学

校・施設等への訪問な

ど 

 

 

（２）研修・講座・セミナーの開催 

ア 職場におけるメンタルヘルスセミナー事業 

「外国人介護職員が活躍できる職場づくり研修（メンタルヘルスセミナー）」 

全２回 参加者数：８１人 

事業内容 回数・期間 媒 体 備 考 

 外国人を雇用する介護施設等を対

象に、「外国人介護職員の離職防止や

定着促進のためのメンタルヘルスケ

アと効果的なコミュニケーション」と

題したセミナーを開催した。 

 なお、関連性の高い中堅管理者向け

労務研修と同日の開催とし、効果的な

講習となるようにした。 

 

オークラ千葉ホテル 

（千葉市） ４１人参加 

 

オークラ千葉ホテル 

（千葉市） ４０人参加 

２回 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年９月１７日（水） 

 

 

令和７年１２月１１日（木） 

開催案内について、施

設や事業所宛てに郵

送やメールするとと

もに、センターのホー

ムページやFacebook

に掲載した。 
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イ 外国人介護職員交流会事業 

「留学生と外国人介護職員等の交流会」 

全３回 参加者数：１０１人 

事業内容 回数・期間 媒 体 備 考 

 外国人介護職員や介護分野への就

労を目指す外国人留学生同士が交流

を持ち、親睦を図れる交流会を開催し

た。 

 全て参集形式で開催し、アイスブレ

イクを兼ねた日本語でのコミュニケ

ーションワークを行い、介護職として

の注意事項やホウレンソウの重要性

等を学ぶワーク型の講演・講習を行う

とともに、歓談時間を設けるなどして

日本語力の向上と参加者同士での交

流を図った。 

 なお、第２回は千葉県留学生受入プ

ログラム生の就職後フォローアップ

研修会を兼ねて開催した。 

 

ホテルポートプラザちば（千葉市） 

４５人参加 

 

ホテルポートプラザちば（千葉市） 

１２人参加 

 

ホテルポートプラザちば（千葉市） 

４４人参加 

３回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年７月２９日（火） 

 

 

令和７年１０月１０日（金） 

 

 

令和７年１１月２７日（木） 

開催案内について、施

設や事業所宛てに郵

送やメールするとと

もに、センターのホー

ムページやFacebook

に掲載した。 

また、千葉県留学生受

入プログラム生交流

会・就職後フォローア

ップ研修会の開催案

内については、受入施

設に郵送やメールを

するとともに、電話に

て案内した。 

 

 

ウ 外国人受入施設支援事業 

「外国人介護人材の受入れに関する制度説明会」 

全２回 参加者数：８４人 

事業内容 回数・期間 媒 体 備 考 

 外国人の雇用を検討している施設

等を対象に、受入制度や在留資格、外

国人介護職員を雇用している施設の

事例発表、外国人介護職員を雇用する

事業者に対する県の支援制度につい

て、説明会を開催した。 

 

オークラ千葉ホテル（千葉市） 

 ５０人参加 

 

オークラ千葉ホテル（千葉市） 

 ３４人参加 

２回 

 

 

 

 

 

 

令和７年８月２１日（木） 

 

 

令和８年３月５日（木） 

開催案内について、施

設や事業所宛てに郵

送やメールするとと

もに、センターのホー

ムページやFacebook

に掲載した。 
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エ 外国人受入施設等の中堅管理者向け労務研修 

「外国人介護職員が活躍できる職場づくり研修（中堅管理者向け労務研修）」 

全２回 参加者数：７９人 

事業内容 回数・期間 媒 体 備 考 

 外国人介護職員の悩みや価値観の

違いに関する理解を深め、外国人介護

人材を受け入れるために必要な施設

が取り組むべき支援について、講師の

実体験を基に講義を行った。 

 なお、関連性の高いメンタルヘルス

セミナーと同日の開催とし、効果的な

講習となるようにした。 

 

オークラ千葉ホテル（千葉市）  

３９人参加 

 

オークラ千葉ホテル（千葉市）  

４０人参加 

 

２回 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年９月１７日（水） 

 

 

令和７年１２月１１日（木） 

開催案内について、施

設や事業所宛てに郵

送やメールするとと

もに、センターのホー

ムページやFacebook

に掲載した。 

 

 

オ 留学生激励会 

「千葉県留学生受入プログラム令和７年度激励会（同期会）」 

全１回 参加者数：４０人 

事業内容 回数・期間 媒 体 備 考 

 日本語学校に通っているプログラ

ム６期生等を対象として、日々の学習

や受入施設でのアルバイト等の労を

ねぎらい、次年度からの介護福祉士養

成施設での学習とプログラム継続の

意欲向上のため、激励会を開催した。 

 交流イベントとして「千葉の魅力体

験・いちご狩り」を実施するとともに、

式典には、駐日ベトナム大使館参事

官・労働部長、公益社団法人高齢者福

祉事業支援協会代表理事が来賓とし

て出席した。 

 また、「介護の日本語講習」、「先

輩からのアドバイス」を併せて実施し

た。 

 

オークラ千葉ホテル（千葉市） 

プログラム６期生等４０人参加 

 

１回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年１月３１日（土） 

開催案内について、受

入施設に郵送やメー

ルをするとともに、電

話にて案内した。 
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（３）「千葉県留学生受入プログラム」を実施するに当たり必要な支援 

事業内容 回数・期間 媒 体 備 考 

 外国人支援コーディネーター（ベト

ナム語）が、近況確認の連絡を行い、

相談等がある留学生に個別に対応し

た。相談の内容によっては、県やマッ

チング機関も交え対応した。 

 また、介護福祉士養成施設を卒業

し、次年度から受入施設で勤務するこ

とになる留学生等３９名、日本語学

校及び養成施設で学業に励んできた

ことを称え、プログラム継続への意欲

を向上させることを目的に、お祝い品

を贈呈した。 

 

通年 

 

  

 

（４）センターの実施事業に関する広報・啓発活動 

事業内容 回数・期間 媒 体 備 考 

 各種行事の開催案内について、当セ

ンターのホームページ及び Facebook

に掲載するとともに、福祉人材センタ

ーに求人登録のある介護施設及び障

害者施設に対して、一斉配信し、周知・

広報を行った。 

  

通年 ・広報用チラシ 

・ホームページ 

・Facebook 

・各種行事の開催案内

の郵送、メール 
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＜４＞資金貸付班 

１ 福祉人材の確保に資する貸付事業の実施 

（１）介護福祉士修学資金等貸付制度の運用 

 介護人材の介護分野への 参入を促進するため、平成２１年度から介護福祉士・社会福祉士

養成施設の入学者に対し修学資金の貸付けを行う「介護福祉士等修学資金貸付制度」の運用を

開始した。また、平成２８年度からは介護福祉士実務者研修受講資金及び離職した介護人材の

再就職準備金の貸付けを開始するとともに、令和３年度からは障害福祉分野就職支援金等の貸

付けを開始し、介護福祉士等の資格取得を希望する人材の就学を促すとともに、地域の福祉・

介護人材の育成及び確保並びに定着を支援している。 

 

ア 貸付決定の状況                     （単位：件・円） 

区分 
県内養成施設 県外養成施設 合計 

件数 金額 件数 金額 件数 金額 

介護福祉士修学資金 247 405，123,200 79 132,080,000 326 537,203,200 

社会福祉士修学資金 18 9,844,880 10 5,913,000 28 15,757,880 

介護福祉士実務者研修

受講資金 
123 21,339,300 41 5,041,000 164 26,380,300 

離職した介護人材の再

就職準備金 
- - - - 7 2,626,000 

障害福祉分野就職支援

金 
- - - - 3 427,900 

合計     528 582,395,280 

 

イ 貸付金の返還状況                    （単位：円・％） 

区分 
償還計画額 

（Ａ） 

償還実績額 

（Ｂ） 

償還率 

（Ｂ）／（Ａ） 

介護福祉士修学資金 31,408,300 31,628,254 100.70 

社会福祉士修学資金 1,739,000 2,375,400 136.59 

介護福祉士実務者研修

受講資金 
7,058,340 8,725,900 123.62 

離職した介護人材の再

就職準備金 
959,000 1,140,000 118.87 

障害福祉分野就職支援

金 
200,000 200,000 100.00 

介護福祉士等修学資金

（旧） 
3,681,760 5,041,562 136.93 

合計 45,046,400 49,111,116 109.02 
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ウ 養成施設等との連携及び広報・啓発の実施 

（ア）介護福祉士実務者研修受講資金担当者会議の開催 

 介護福祉士実務者研修受講資金の貸付制度の周知を図るため、介護福祉士実務者養成

施設の担当者を対象に介護福祉士実務者研修受講資金担当者会議を開催し、制度説明 

及び意見交換を行った。 

期  間：令和７年１２月１２日（金） 

会  場：オンライン（Ｚｏｏｍミーティング） 

 

（イ）千葉県介護福祉士養成校連絡協議会との連携 

 介護福祉士修学資金の貸付制度の周知を図るため、千葉県介護福祉士養成校連絡協議会

が主催する会議に出席し、制度説明及び意見交換を行った。 

期  間：令和８年１月２３日（金） 

会  場：オンライン（Ｚｏｏｍミーティング） 

   

 （ウ）介護福祉士修学資金等貸付事業に係る事業者向け説明会 

    介護福祉士修学資金の貸付制度の周知を図るため、事業者を対象に制度説明を行った。 

  期  間：令和８年２月６日（金） 

会  場：オンライン（Ｚｏｏｍミーティング） 

 

（２）福祉系高校修学資金貸付制度の運用 

 今後、必要となる介護人材等を着実に確保していくため、令和３年度から「福祉系高校修学

資金貸付制度」の運用を開始し、若者の介護分野への参入促進、地域の介護人材の育成及び  

確保並びに定着を支援している。 

 

ア 貸付決定の状況                     （単位：件・円） 

区分 
県内養成施設 県外養成施設 合計 

件数 金額 件数 金額 件数 金額 

福祉系高校修学資金 1 440,000 0 0 1 440,000 

 

イ 貸付金の返還状況                    （単位：円・％） 

区分 
償還計画額 

（Ａ） 

償還実績額 

（Ｂ） 

償還率 

（Ｂ）／（Ａ） 

福祉系高校修学資金 330,000 435,000 131.81 

 

ウ 福祉系高校との連携及び広報・啓発の実施 

福祉系高校修学資金貸付制度の周知を図るため、県内の対象校である千葉県立松戸向陽 

高等学校福祉教養科の保護者会及び入学許可候補者説明会に出席し、貸付制度や申請手続 

等の説明を行った。 

期  間：令和７年４月１２日（土） 
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会  場：千葉県立松戸向陽高等学校 

 

（３）介護分野就職支援金貸付制度の運用 

 慢性的な人手不足である介護人材の状況を踏まえ、より幅広く新たな人材を確保する観点から、

他業種で働いていた方等の介護分野における介護職としての参入を促進するため、令和３年度

から「介護分野就職支援金貸付制度」の運用を開始し、迅速に新たな人材を確保することを  

支援している。 

 

ア 貸付決定の状況                        （単位：件・円） 

区分 件数 金額 

介護分野就職支援金 9 1,639,600 

 

イ 貸付金の返還状況                       （単位：円・％） 

区分 
償還計画額 

（Ａ） 

償還実績額 

（Ｂ） 

償還率 

（Ｂ）／（Ａ） 

介護分野就職支援金 58,000 26,000 44.82 

 

（４）保育士修学資金等貸付制度の運用 

 保育士資格の新規取得者の確保を図るため、平成２８年度から保育士養成施設の入学者に 

対し修学資金の貸付けを行う「保育士修学資金貸付制度」の運用を開始した。また、保育現場

の環境を改善するため、保育補助者雇上費の貸付けや、潜在保育士の新規または再就職を図る

ため、未就学児を持つ保育士への保育料の貸付け及び就職準備金の貸付けを行い、質の高い 

人材の確保・定着を図っている。 

 

ア 貸付決定の状況                                       （単位：件・円） 

区分 
県内養成施設 県外養成施設 合計 

件数 金額 件数 金額 件数 金額 

保育士修学資金 281 411,643,700 60 83,400,500 341 495,044,200 

保育補助者雇上費 - - - - 2 4,428,000 

未就学児をもつ保育士

への保育料の一部貸付 
- - - - 109 24,469,300 

就職準備金 - - - - 16 3,967,600 

合計     468 527,909,100 
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イ 貸付金の返還状況                       （単位：円・％） 

区分 
償還計画額 

（Ａ） 

償還実績額 

（Ｂ） 

償還率 

（Ｂ）／（Ａ） 

保育士修学資金 104,479,869 114,883,607 109.95 

保育補助者雇上費 2,953,000 2,953,000 100 

未就学児をもつ保育士

への保育料の一部貸付 
233,960 271,200 115.91 

就職準備金 582,300 483,500 83.03 

合計 108,249,129 118,591,307 109.55 

 

ウ 養成施設との連携及び広報啓発の実施 

 保育士修学資金等の貸付制度の周知を図るため、県主催の「保育士確保対策関連事業等

に係る説明会」に出席し、制度説明及び意見交換を行った。 

期  間：令和８年１月１５日（木） 

会  場：オンライン（Ｚｏｏｍミーティング） 

 

 

 

  



- 136 - 

◆千葉県運営適正化委員会                        

社会福祉法第 83 条の規定を受け、福祉サービス利用援助事業の適正な運営を確保するとともに、  

福祉サービスに関する利用者等からの苦情を解決するために次の事業を実施した。 

 

１ 運営適正化委員会本会議（全体会）の開催 

運営適正化委員会の事業全般にわたる実績や課題等を協議するため、全体会を会議にて開催。 

期   日 主   な   内   容 

令和 8年 

    3月 12日(木) 

■第 1回 全体会 【ハイブリッド開催】(委員 17 名) 

(1)令和 7年度事業報告(案)について  

(2)令和 8年度事業計画(案)について 

(3)令和 8年度事業予定表(案)について 

 

２ 苦情解決部会（苦情解決合議体）の開催 

社会福祉（公益を代表する者）、法律、医療に関し学識経験を有する者である委員 8 名からな

る苦情解決部会を毎月開催し（年 12回）、福祉サービスに関する利用者等からの苦情を解決する

ための相談、助言、調査、申入れ等の対応について協議を行った。 

（１）苦情解決部会の開催状況・内容  

期 日 主  な  内  容 

令和 7年  

4月 17日(木) 

 

 

 

 

5月 15日(木) 

 

 

 

 

 

6月 19日(木) 

 

 

 

 

7月 17日(木) 

 

 

 

■第 1回苦情解決部会(委員 6名) 

・新規苦情相談等について(苦情 27件、その他 27件) 

・当委員会に寄せられた苦情等の相談について 

（県への依頼文書提出について） 

 

■第 2回苦情解決部会(委員 7名)【オンラインでの参加 1名】 

・新規苦情相談等について(苦情 13件、その他 47件) 

・継続ケースの経過、結果について(5件) 

・当委員会に寄せられた苦情等の相談について 

（県への依頼文書提出報告） 

 

■第 3回苦情解決部会(委員 7名) 

・新規苦情相談等について(苦情 24件、その他 41件) 

・巡回サポート事業について 

・千葉県の予算に関する要望について 

 

■第 4回苦情解決部会(委員 8名) 

・新規苦情相談等について(苦情 15件、その他 40件) 

・継続ケースの経過、結果について(5件) 
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8月 21日(木) 

 

 

 

 

9月 18日(木) 

 

 

 

10月 16日(木) 

 

 

 

 

11月 20日(木) 

 

 

 

 

 

12月 18日(木) 

 

 

令和 8年 

1月 15日(木) 

 

 

 

 

2月 19日(木) 

 

 

 

 

 

3月 19日(木) 

    

・巡回サポート事業について 

・千葉県の予算に関する要望について 

 

■第 5回苦情解決部会(委員 7名) 

・新規苦情相談等について(苦情 12件、その他 53件) 

・継続ケースの経過、結果について(3件) 

・巡回サポート事業について 

 

■第 6回苦情解決部会(委員 8名)  

・新規苦情相談等について(苦情 23件、その他 42件) 

・巡回サポート事業について 

 

■第 7回苦情解決部会(委員 8名) 

・新規苦情相談等について(苦情 22件、その他 30件) 

・継続ケースの経過、結果について(2件) 

・巡回サポート事業について報告 

 

■第 8回苦情解決部会(委員 7名)  

・新規苦情相談等について(苦情 21件、その他 37件) 

・巡回サポートについて 

・当番県における関東甲信越静ブロック都県運営適正化委員会委員長等連絡会

並びに相談員連絡会の報告 

 

■第 9回苦情解決部会(委員 8名)  

・新規苦情相談等について(苦情 11件、その他 47件) 

・巡回サポート事業について 

 

■第 10回苦情解決部会(委員 7名)  

・新規苦情相談等について(苦情 14件、その他 26件)  

・継続ケースの経過、結果について(2件) 

・巡回サポート事業について 

 

■第 11回苦情解決部会(委員 7名)   

・新規苦情相談等について(苦情 20件、その他 40件) 

・巡回サポート事業について報告 

・千葉県の予算に関する要望に対する回答について 

・令和 8年度の苦情解決部会開催予定について 

 

■第 12回苦情解決部会 （委員 7名）   

・新規苦情相談等について（苦情 17件、その他 44件） 
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・巡回サポート事業について報告 

 

（２）苦情受付状況 

ア 受付状況と解決結果                  

 

(注)苦情解決の結果に関する分類は以下のとおり 

①相談助言 申出人への助言で解決に至ったもの 

②当事者間の話し合い解

決の推奨 

申出人に対し当事者(利用者と事業所)間の話し合いによる解決を推奨し

たもの 

③専門機関・関係機関への

紹介・伝達 
他の専門機関を紹介し、希望に応じて当該機関への伝達を行ったもの 

④その他 
相談段階で申出人の意向が確認できずに終了に至ったものないしは苦情

申出の取り下げに至ったもの 

⑤事情調査 委員会・事務局による事情調査(照会含む)を行ったもの 

⑥助言・申入れ 事業者に改善の申入れや提案を行ったもの 

⑦当事者間の話し合い 

の調整 
事業者・利用者間の話し合いの実施に向けた調整を行ったもの 

⑧あっせん(書面) 事業者と利用者間のあっせんを行い書面合意に至ったもの 

⑨県知事通知 
利用者への著しい不当なサービスが行われ委員会の介入にもかかわらず、

事業者として修正がなく県知事通知を行ったもの 

 

 

苦
情
受
付
及
び
相
談
受
付
総
件
数 

(

ア
＋
イ) 

苦
情
と
し
て
受
理
し
た
件
数 

(

ア) 

苦情解決の結果(アの内訳) 
そ
の
他
利
用
者
・
家
族
等
か
ら
の
苦
情
以
外
の 

相
談
件
数(

イ) 
 

苦情申出人への相談助言、当

事者間の話し合い推奨等によ

る解決 

( 35件 ) 

苦情申出人(利用者等)と事業者間の調

整等による解決( 180件 )  

①
相
談
助
言 

②
当
事
者
間
の
話
し
合
い
解
決
の 

推
奨 

③
専
門
機
関
・
関
係
機
関
へ
の 

紹
介
・
伝
達 

④
そ
の
他 

⑤
事
情
調
査 

⑥
助
言
・
申
し
入
れ 

⑦
当
事
者
間
の
話
し
合
い
の
調
整 

⑧
あ
っ
せ
ん(

書
面) 

⑨
県
知
事
通
知 

737 215 2 0 33 0 0 180 0 0 0 522 
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イ サービス種類別の苦情内容分類  

                                                                   （単位：件） 

   

   サービス種別 

 

 

苦情内容区分 

高齢福祉

サービス 

障害福祉

サービス 

児童福祉

サービス 

その他の

福祉サー

ビス等 

合計 ％ 

① 職員の接遇 5 79 2 14 100 46.5％ 

② サービスの質や量 3 16 5 0 24 11.2％ 

③ 説明・情報提供 2 24 9 3 38 17.7％ 

④ 利用料 0 7 0 0 7 3.3％ 

⑤ 被害・損害 3 1 0 1 5 2.3％ 

⑥ 権利侵害 6 27 7 0 40 18.6％ 

⑦ その他 0 1 0 0 1 0.5％ 

合 計 19 155 23 18 215 100％ 

％ 8.8％ 72.1％ 10.7％ 8.4％ 100％  

 
 

(注)苦情内容の区分は以下のとおり 

①職員の接遇 
職員の利用者への支援内容、関わり方、言葉遣い、支援内容・支援方法に

ついての説明が不十分と見受けられたケース 

②サービスの質や量 

食事の内容や、施設・事業所の環境、施設・事業者が提供するサービス内

容、事業所の運営管理についての総体的な質が不十分と判断されたケー

ス 

③説明・情報提供 
サービス内容そのものについての説明が不十分と判断されたケース、利

用者・家族への情報提供等が不十分と判断されたケース 

④利用料 
サービスの利用料やその他の負担金をめぐるあり方や説明等が不十分と

判断されたケース 

⑤被害・損害 
介護・支援事故ないしサービス利用中の怪我及びそれらに対する説明が

不十分と判断されたケース 

⑥権利侵害 虐待、暴力、暴言、身体拘束、プライバシーの侵害、不当な契約拒否等 

⑦その他 制度、施策についての意見、要望、サービスの利用条件等についての苦情 
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３ 運営監視部会（運営監視合議体）の開催 

  社会福祉(公益を代表する者、福祉サービス利用援助事業の対象者を支援する団体を代表する

者、福祉サービスの提供者を代表する者)、法律、医療に関し学識経験を有する者である委員 11

名からなる運営監視部会を開催（年 6 回）、福祉サービス利用援助事業の実施主体が行う事業全

般の監視を行い必要に応じて相談助言を行った。 

（１）運営監視部会の開催状況・内容 

期 日 主  な  内  容 

令和 7年 

5月 29日(木) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 7月 10日(木) 

 

 

 

 

     

9月 25日(木) 

 

 

 

 

 

 

 

 

11月 27日(木) 

 

 

 

 

 

 

 

 

■第 1回運営監視部会(委員 10名)  【ハイブリッド開催】 

(1)令和 6年度福祉サービス利用援助事業に係る事業報告・課題等 

について 

①千葉県後見支援センター ②千葉市成年後見支援センター 

(2)令和 6年度福祉サービス利用援助事業実施状況調査（現地調査） 

指摘事項に対する改善報告書について 

(3)令和 7年度現地調査の実施について 

①現地調査の日程調整(案)について 

 

■第 2回運営監視部会(委員 8名) 【ハイブリッド開催】 

(1)令和 7年度福祉サービス利用援助事業実施状況調査(現地調査) 

に係る書面調査の結果について 

① 千葉市社協 ②酒々井町社協 ③栄町社協 ④大多喜町社協 

⑤ 我孫子市社協 

 

■第 3回運営監視部会（委員 11名）【ハイブリッド開催】 

(1)福祉サービス利用援助事業実施状況調査＜現地調査＞の結果に 

ついて 

①千葉市社協 ②酒々井町社協 

(2)令和 7年度福祉サービス利用援助事業実施状況調査(現地調査) 

に係る書面調査の結果について 

① 柏市社協 ②八街市社協 ③富津市社協 ④白井市社協 

⑤ 流山市社協 ⑥ 松戸市社協 ⑦ 成田市社協 ⑧ 印西市社協 

 

■第 4回運営監視部会（委員 10名） 【ハイブリッド開催】 

(1)福祉サービス利用援助事業実施状況調査＜書面調査＞の結果 

  について 

① いすみ市社協 ②浦安市社協 ③木更津市社協 ④山武市社協 

⑤ 習志野市社協  

(2)当番県における関東甲信越静ブロック都県運営適正化委員会委 

員長等連絡会並びに相談員連絡会の報告 
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令和 8年 

 1月 29日(木) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3月 12日(木) 

 

 

 

 

 

■第 5回運営監視部会(委員 8名) 【ハイブリッド開催】 

(1)福祉サービス利用援助事業実施状況調査＜現地調査＞の結果 

  について 

① 千葉市社協 ②酒々井町社協 ③栄町社協 ④大多喜町社協 

⑤ 我孫子市社協 ⑥ 柏市社協 ⑦ 八街市社協 ⑧ 富津市社協 

⑨ 白井市社協 ⑩ 流山市社協 ⑪ 松戸市社協 ⑫ 成田市社協 

⑬ 印西市社協 ⑭ いすみ市社協 ⑮ 浦安市社協 ⑯ 木更津市社協 

(2)福祉サービス利用援助事業実施状況調査＜書面調査＞の結果に 

ついて  

① 千葉県社協 

 

■第 6回運営監視部会(委員 11名)  【ハイブリッド開催】 

(1)福祉サービス利用援助事業実施状況調査＜現地調査＞の結果に 

ついて  

① 山武市社協 ②習志野市社協 ③千葉県社協 

(2)令和 7年度現地調査の結果について 

(3)令和 8年度の現地調査について 

 
（２）福祉サービス利用援助事業に係る現地調査の実施                （単位：件） 

 調 査 日 調査先社協 
調査対象件数 抽出 

調査件数 契約 解約 合計 

1 令和 7年 7月 29日 千葉市社協 268 66 334 10 

2 8月 26日 酒々井町社協 22 15 37 7 

3 9月 4日 栄町社協 3 1 4 4 

4 9月 29日 大多喜町社協 14 13 27 7 

5 10月 7日 我孫子市社協 33 20 53 8 

6 10月 15日 柏市社協 87 43 130 10 

7 10月 28日 八街市社協 29 14 43 8 

8 11月 4日 富津市社協 12 11 23 8 

9 11月 17日 白井市社協 22 9 31 8 

10 11月 25日 流山市社協 33 17 50 7 

11 11月 28日 松戸市社協 80 71 151 8 

12 12月 2日 成田市社協 36 13 49 8 

13 12月 8日 印西市社協 31 25 56 9 

14 令和 8年 1月 20日 いすみ市社協 39 19 58 7 

15 1月 22日 浦安市社協 33 39 72 8 

16 1月 26日 木更津市社協 96 55 151 7 
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17 2月 5日 山武市社協 96 56 152 7 

18 2月 9日 習志野市社協 27 19 46 7 

19 2月 26日 千葉県社協 - - - - 

  19社協 961 506 1,467 138 

  
（３）事務局による財産保全サービスに係る保管物件現物調査の実施状況 

（単位：件） 

 調 査 日 訪問先(各金融機関貸金庫) 検査対象 

1 令和 7年 7月 29日 千葉市社協 17 

2 8月 26日 酒々井町社協 12 

3 9月 29日 大多喜社協 4 

4 10月 7日 我孫子市社協 4 

5 10月 15日 柏市社協 1 

6 11月 4日 富津市社協 1 

7 11月 17日 白井市社協 3 

8 11月 25日 流山市社協 1 

9 11月 28日 松戸市社協 18 

10 12月 2日 成田市社協 3 

11 令和 8年 1月 20日 いすみ市社協 3 

12     1月 26日 木更津市社協 8 

13   2月 5日 山武市社協 5 

14 2月 9日 習志野市社協 1 

計      14社協 81 

 

（４）千葉県社会福祉協議会等各実施機関への助言の実施 

県内の福祉サービス利用援助事業の指導的機関である千葉県社会福祉協議会及び各事業実施

機関に対し、現地調査の結果を踏まえ事業実施上の諸課題の解決に向けた助言等を行った。 

 

４ 福祉サービス苦情解決事業に係る広報・啓発の実施 

福祉サービス苦情解決事業について、利用者、社会福祉事業の経営者等に対し幅広く周知を図

り、苦情申し出のしやすい環境を醸成するため、千葉県社協のホームページによる広報並びにポ

スター、リーフレットを配布する等により広報・啓発に努めた。 

内 容 主な配布先 作成部数・時期等 

ホームページ広報 県民等 通年 

苦情解決制度に係る 行政、社協、 研修会受講者希望者等へ適宜配布 
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リーフレットの配布 社会福祉法人・事業所、 

地域包括支援センター等 

苦情解決制度に係るポス

ターの作成 

(Ａ３・Ｂ３サイズ) 

社会福祉施設・事業所等 随時配布 

 

５ 苦情解決事業に関する研修会の開催 

苦情解決制度の仕組みの周知及び事業者段階における苦情解決事業の充実を目的に、福祉サー

ビス事業者が配置する苦情受付担当者、苦情解決責任者、第三者委員等に対する研修会をオンデ

マンド配信及びオンラインで計４回開催した。 

【基礎編】〈第１回・オンデマンド研修〉 

配 信 期 間 申込者数 講 義 内 容 

令和 7年 

10月 1日（水） 

～10月 31日（金） 

129名 

 

【講義】 

・「苦情対応に求められる事業所の姿勢と苦情解決のあり方」 

・「第三者委員の役割」 

 

講師 駒沢大学 文学部 社会学科 社会福祉学専攻  

教授 川上 富雄 氏  

 

 

【基礎編】〈第 2回・オンライン研修〉 

期日・会場 参加者数 講 義 内 容 

令和 7年 

① 11月 13日（木） 

② 12月 15日（月） 

① 62名 

② 42名 

 

【講義】 

「福祉サービスにおける苦情解決の基本姿勢と組織的対応 

～ソーシャルワークとコミュニケーションの視点から～」 

 

講師 昭和女子大学大学院 生活機構研究科福祉社会研究専攻  

教授 北本 佳子 氏  

 

 

【応用編】〈オンライン研修〉 

期日・会場 参加者数 講 義 内 容 

令和 8年 

1月 13日（火） 
93名 

 

【講義】 

「障害者差別の解消と福祉サービスにおける苦情解決に向けて 

 ～利用者との建設的な対話を手がかりに～」 

 

講師 埼玉県立大学 名誉教授 朝日 雅也 氏 
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６ 苦情解決巡回サポート事業（巡回指導）の実施 

事業者側から巡回指導の申込みに応じて苦情解決部会委員・事務局員が訪問し、事業者段階に

おける苦情解決体制や取組状況を確認し助言するとともに、苦情解決事業について意見交換等を

行った。 

訪 問 日 施 設・事 業 所 名 施設種別 所在地 

令和7年 

10月9日(木) 
(株)ハニーキッズ ハニーキッズ四街道園 

児童発達支援・ 

放課後等デイ 
四街道市 

令和8年 

2月17日(火) 
(株)ＣＬＡＮＮ ＬＩＧ南流山 

就労継続支援 

Ａ型 
流山市 

3月17日（火） (一社)国際障害者支援協会 トレッセ鎌ケ谷 

就労継続支援 

Ａ・Ｂ型 

就労移行支援 

鎌ケ谷市 

 

７ 調査研究事業の実施  

（１）苦情解決事業資料集 

苦情解決の仕組みの周知や理解の促進を図るため、事業報告や運営適正化委員会が苦情として

受け付けた事例等を取りまとめた資料集を作成・関係機関へ配布した。 

作成・配布物 主な配布先 作成部数 

令和 7 年度福祉サービスに関する苦情

解決事業資料集 
行政、社会福祉法人等 250部 

 

（２）苦情解決体制調査 

事業所種別・苦情受付担当者及び苦情解決責任者の体制・第三者委員の設置・苦情受付件数の実

績、県内の福祉サービスにおける苦情対応の取り組み状況について苦情解決体制調査を実施した。   

集計結果についてはホームページ上に掲載し、公表した。 

調査方法 
郵送により依頼文を発送し、インターネット（Googleフォーム）、メール及びＦＡＸで回

答を得た。 

調査期間 令和 7年 7月 11日 ～ 8月 29日 

調査対象 県内福祉サービス事業所及び行政機関等（3,073か所） 

有効回答数 1,784か所（回収率 58.0％） 

回答方法 
・Googleフォーム回答数 1,745か所 98％ 

・メール回答数 39か所 2％  
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８ 各団体等への事業説明 

  運営適正化委員会事業に関する理解と連携を推進するため、県内の関係団体の研修会等にて 

事業説明を行った。 

期 日 会 場 研修等名 ※（ ）は出席人数 

令和 7年 

9月 9日(火) 

千葉県社会福祉セン 

ター3階中会議室 2 

千葉県手をつなぐ育成会障害者 110番 

令和 7年度第 2回定例会 (13名) 

 

９ 諸会議等への参加状況 

運営適正化委員会事業に関する情報収集等を目的に、関係する会議・研修会に委員・事務局員

が参加した。 

期 日 会 場 会議･研修会名 ※()は当会の出席人員 

令和 7年 

7月 7日(月) 

 

 

10月 24日(金) 

 

 

 

11月 6日(木) 

～ 

11月 7日(金) 

 

全国社会福祉協議会 

第 3～5会議室 

 

千葉県社会福祉センタ

ー大会議室・研修室Ｄ 

（当番県：千葉県） 

 

全国社会福祉協議会 

第 3～5会議室 

 

 

運営適正化委員会事業研究協議会 (2名) 

 

 

関東甲信越静ブロック 

運営適正化委員会委員長等・相談員連絡会 (6名) 

 

 

 

運営適正化委員会相談員研修会 (1名)  

 

 

10 千葉県運営適正化委員会選考委員会の開催 

千葉県運営適正化委員会委員の欠員(1名)が生じたため、千葉県運営適正化委員会選考委員会

を開催し、後任者の委員候補者の選考を行った。 

期  日 主   な   内   容 開催場所 

令和 8年 

3月 16日(月) 
(1) 千葉県運営適正化委員会委員の欠員に伴う 

後任者の選考について 
書面開催 
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令和７年度事業報告には、社会福祉法第４５条の２７第２項に規定する附属明細書に 

ついては、社会福祉法施行規則第２条の２５第３項に規定する附属明細書「事業報告の  

内容を補足する重要な事項」が存在しないので作成しない。 

 

令和８年６月 

 

社会福祉法人千葉県社会福祉協議会 

 

 

  



 

 


